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はじめに

白山の登山道や南竜ヶ馬場などの登山施設周辺で

は，本来，平地に見られるオオバコ（Plantago asiat-

ica L．）など低地性植物が見られる。本研究は，今

後の白山の高山帯及び亜高山帯における低地性植物

の除去を含めた高山・亜高山帯の自然環境保全につ

いて検討するための基礎資料とするため，白山の高

山帯にまで分布を広げてきたオオバコなどの低地性

植物の分布について調査したものである。

野上（２００１）では，マメ科のシロツメクサ（Trifo-

lium repens L．），オオバコ科のオオバコ（Plantago

asiatica L．），キク科のフキ（Petasites japonicus（Sieb.

Et Zucc．）Maxim．），イネ科のスズメノカタビラ（Poa

annua L．）の４種について，白山の登山道のうち，

砂防新道，南竜道，観光新道，エコーライン，トン

ビ岩コース，展望歩道，山頂お池めぐりコース，加

賀禅定道の一部，別山・市ノ瀬道における分布調査

の結果を報告した。本報告では，これらの登山道以

外の調査結果及び追加調査の結果について報告す

る。

調査対象種及び調査ルート・方法

調査対象種は，野上（２００１）で調査した４種と同

じシロツメクサ，オオバコ，フキ，スズメノカタビ

ラである。これら４種は，石川県白山自然保護セン

ター（１９９５）が，１９９３年及び１９９４年に白山の標高２，２００

m 以上の高山帯を中心とした範囲で実施した白山

高等植物インベントリー調査で，白山の高山帯でそ

の分布が確認されている種である。

調査した登山道は，白山禅定道（観光新道分岐～

市ノ瀬登山口），釈迦新道（千蛇ヶ池～大汝峰～七

倉の辻～登山口），お池めぐりコース（室堂～千蛇

ヶ池），楽々新道（小桜平避難小屋～岩間道・楽々

新道分岐），岩間道（岩間道・楽々新道分岐～岩間

温泉元湯）である。その他，シロツメクサ及びスズ

メノカタビラについては砂防新道において補足調査

を行った。各登山道の調査ルート及び日程は，図１

及び表１のとおりである。

オオバコについては，オオバコが見られた場所に

おいて３０cm×３０cm の方形区を設定し，その中の個

体数が１個体のみ，２～５個体，６～１０個体，１１個

体以上の４段階に分け，その位置と共に記録した。

フキについては，フキが見られた場所において１m

白山高山帯・亜高山帯における低地性植物の分布について（２）

野 上 達 也 石川県白山自然保護センター

DISTRIBUTION OF LOWLAND PLANTS IN ALPINE

AND SUBALPINE ZONE OF MT. HAKUSAN（２）

Tatsuya NOGAMI, Hakusan Nature Conservation Center, Ishikawa

表１ 調査ルート及び日程
調査ルート 調 査 日 備 考

白山禅定道 観光新道分岐～市ノ瀬 ２００２．６．２４
砂防新道 中飯場～室堂 ２００２．７．６ スズメノカタビラ調査
砂防新道 別当出合～南竜水平道分岐 ２００２．７．２５ シロツメクサ，スズメノカタビラ調査
釈迦新道 千蛇ヶ池～大汝峰～七倉の辻～市ノ瀬 ２００２．７．２６ 登山口～市ノ瀬の車道は未調査
お池めぐりコース 室堂～千蛇ヶ池 ２００２．７．２６，９．１９ 対象種未発見
中宮道 千蛇ヶ池～中宮温泉 ２００２．９．１９～２０
楽々新道 小桜平避難小屋～岩間道・楽々新道分岐 ２００２．１０．４
岩間道 岩間道・楽々新道分岐～岩間温泉元湯 ２００２．１０．４
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調査ルート

×１m の方形区を設定し，その中の個体数が１個

体のみ，２～５個体，６個体以上の３段階に分け，

その位置と共に記録した。シロツメクサ及びスズメ

ノカタビラについては分布が確認された位置を記録

した。

結果および考察

シロツメクサ

シロツメクサの調査結果について，野上（２００１）

の調査結果もあわせ，図２に示す。

シロツメクサについては，砂防新道と観光新道の

登山口である別当出合（標高１，２６０m）と南竜ヶ馬

場の南竜山荘及び南竜ヶ馬場ビジターセンター周辺

（標高約２，０８０m）で確認されていた（野上，２００１）

が，今回，新たに砂防新道では別当出合の吊り橋を渡っ

てすぐの地点（標高約１，２５０m）と中飯場（標高約

１，４９０m）でも確認された。また，岩間道の登山口

である岩間温泉元湯（標高約１，０００m）と釈迦新道

の車道との分岐地点（標高約１，１４０m），中宮道のゴ

マ平避難小屋及びゴマ平休憩園地（旧 ゴマ平避難

小屋跡地）（標高約１，８５０m）で確認された（図２）。

南竜ヶ馬場の南竜山荘及び南竜ヶ馬場ビジターセ

ンター周辺，ゴマ平避難小屋及びゴマ平休憩園地の

建築物及び建築跡地周辺以外にはシロツメクサの分

布が見られないこと，近くに車道がないことから，

ヘリコプターによって搬入された建築物の資材等に

付着して運ばれた種子が発芽し，定着した可能性が

図１ 調査ルート
国土地理院発行５万分の１地形図「白峰」「白川村」「越前勝山」「白山」を使用。

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）
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2001年調査1

2002年調査2

高いと思われる。他の地点も，その周辺以外にシロ

ツメクサの分布が見られないが，別当出合の吊り橋

を渡ってすぐの地点を除き，一般車両は進入禁止で

あるが，工事用車両が行き来する車道があり，車両

あるいは作業員，資材等に付着して運ばれた種子が

発芽し，定着したのではないかと思われる。

オオバコ

オオバコの調査結果について，図３に示す。オオ

バコは避難小屋周辺，特に建築物の基礎の部分近く

で見られることが多かった。その他，登山道の木製

の階段や石が敷き詰めてあるような人工構造物のと

ころにも多く見られた。

白山禅定道では，観光新道との分岐（標高約１，６２０

m）と車道と交差する標高約１，０００m 以下の釈迦新

道と共通の登山道で見られた以外は確認できなかっ

た。白山禅定道には，オオバコの生育に適した場所

が無い可能性もあるが，白山禅定道は平成１１年に開

設されたもので，開設されてから間もないため，オ

オバコがその分布を広げるには，まだ時間的に短い

のかもしれない。

釈迦新道でオオバコの分布が確認できた最高標高

地点は，白山釈迦岳近くの標高約２，０２５m 付近であっ

た。以下，標高約１，７００m 付近までは分布が確認さ

れなかったが，標高約１，７００m から釈迦新道の車道

との分岐地点（標高約１，１４０m）まで，３０cm×３０cm

の方形区内に１１個体以上見られることが多かった。

中宮道では，ゴマ平避難小屋よりも，やや標高が

図２ シロツメクサ（Trifolium repens L．）の分布
国土地理院発行５万分の１地形図「白峰」「白川村」「越前勝山」「白山」を使用。

野上：白山高山帯・亜高山帯における低地性植物の分布について（２）
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釈迦新道
×××××××××××××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××

11個体～11 /30cm～/ ×m 30cm×
6～6 10～ 個体10 /30cm体/ ×m 30cm×
2～2 5～ 個体5 /30cm体/ ×m 30cm×

× 1個体のみ1

高い標高２，０１０m 付近から中宮温泉にかけて確認さ

れた。シナノキ平避難小屋付近を境にして標高が高

い地点の方で密度が高く，低い地点の方で密度が低

くなっている。これは，登山道がブナ帯に入り，登

山道上部が樹木により日陰されることにより，その

密度が低くなっているのではないかと思われた。同

じ登山道，同標高では，ギャップにより林冠が開け，

日当たりの良い所で密度が高くなっていた。

岩間道では，最も高標高地点でオオバコの分布が

確認できたのは，標高約１，３３０m 付近であった。以

下，標高約１，０００m の岩間温泉元湯まで分布が確認

された。今回調査した白山の北部の登山道，中宮道

と比べると，その分布の上限が約７００m も低い。そ

の他，小桜平避難小屋（標高約２，０００m）の小屋の

入口周辺で確認された。

フキ

フキの調査結果について，図４に示す。

白山禅定道では，車道と交差する標高約１，０００m

以下の釈迦新道と共通の登山道で見られ，スギ植林

地内では頻度は減るが，ところどころに見られた。

そのほか，標高約１，１５０m 付近の階段を設けてある

場所でも確認できた。この場所は，平成１１年に開設

された所で，階段の工事の際に種子等が持ち込まれ

たのか，開通後，登山者らによって持ち込まれたの

かは明らかではない。それより上部から観光新道分

図３ オオバコ（Plantago asiatica L．）の分布
国土地理院発行５万分の１地形図「白峰」「白川村」「越前勝山」「白山」を使用。

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）
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6個体～6 /～/㎡/

2～2 5～ 個体5 /体/㎡/

× 1個体のみ1

岐までの間では確認できなかった。

釈迦新道でのフキの分布が確認できた最高標高地

点は，白山釈迦岳近くの標高約１，９４０m～２，０２５m 付

近であった。以下，標高約１，６３０m 付近までは分布が

確認されなかったが，標高約１，６３０m から釈迦新道

と車道との合流地点（標高約１，１４０m）まで，１m×１m

の方形区内に６個体以上見られることが多かった。

中宮道では，ゴマ平避難小屋付近を中間地点とし

て標高約２，０３０m～１，７５０m 付近とシナノキ平避難小

屋を中間地点として標高約１，６９０m～１，２３０m 付近，

中宮温泉近くの標高約１，０６０m～８４０m 付近の大きく

分けて３つの区間で確認された。オオバコと同様，

シナノキ平避難小屋付近を境にして標高が高い地点

の方で密度が高く，低い地点の方で密度が低くなっ

ていた。

岩間道でのフキの分布が確認できた最高標高地点

は，標高約１，８７０m～１，８６０m であった。以下，標高

約１，４１０m 付近までは分布が確認されなかったが，

標高約１，４１０m から標高約１，０００m の岩間温泉元湯

まで分布が確認された。

スズメノカタビラ

野上（２００１）の調査結果もあわせ，スズメノカタ

ビラの調査結果について，図５に示す。

図４ フキ（Petasites japonicus（Sieb. Et Zucc．）Maxim．）の分布
国土地理院発行５万分の１地形図「白峰」「白川村」「越前勝山」「白山」を使用。

野上：白山高山帯・亜高山帯における低地性植物の分布について（２）
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避難小屋

2001年調査1

2002年調査2

野上（２００１）の結果に加え，砂防新道では，標高

約１，３３０m から甚之助避難小屋上部の標高約２，０５０m

までと十二曲りの下，標高約２，２３０m で確認された。

また，小桜平避難小屋（標高約２，０００m），ゴマ平

避難小屋及びゴマ平休憩園地（旧 ゴマ平避難小屋

跡地）（標高約１，８５０m），シナノキ平避難小屋（標

高約１，４５０m）の各避難小屋の周辺，釈迦新道と車

道との合流地点（標高約１，１４０m）と岩間温泉元湯

（標高約１，０００m）の登山口で確認された。

おわりに

今後，野上（２００１）及び今回の調査で調査が終わっ

ていない加賀禅定道及び楽々新道，平瀬道での状況

を調査し，白山における低地性植物の分布について

まとめたいと考えている。

本報告の調査，とりまとめに協力いただいた環境

省白峰自然保護管 二神 紀彦氏，石川県白山自然

保護センターの舘 清氏，畔柳有希子氏に謝意を表

します。
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図５ スズメノカタビラ（Poa annua L．）の分布
国土地理院発行５万分の１地形図「白峰」「白川村」「越前勝山」「白山」を使用。
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Abstract.

In this paper, I report sixty-two species of insects oc-

curring in Mt.Hakusan, Ishikawa Prefecture, Honshu,

Japan. Among them, the following seven species, Arge

hasegawae Takeuchi, Siobla villosa Malaise, Messa

wuestnei Konow, Pristiphora conjugata Dahlbom,

Nematus capreae Linnaeus, Nematus myosotidis Fallen,

and Pontania leucaspis（Tishbein）are newly recorded

from Japan. And the following four species, Acompoco-

ris brevirostris Kerzhner, Arge metallica Klug, Arge ko-

bayashi Takeuchi, and Glyptapanteles fulvipes（Hali-

day）are newly recorded from Honshu, Japan.

筆者は，加賀白山初記録の昆虫類第１報（２０００），

同第２報（２０００），及び同第３報（２００１）で７４種を

記録した。今回はこの後の調査で新たに６２種が見出

されたのでここに報告する。

白山での調査は，すべて環境省による採集許可を

受けて行ったものであることを明記しておく。な

お，１９９９年より２００１年までは，環中部許第１０９号に

より，２００２年は環中部許第１６７号により調査を行っ

たものである。

目 録

A. Hemiptera カメムシ目

１．Hamamelistes betulinus miyabei（Matsumura）

マンサクイガフシアブラムシ

虫えい１個採集，海抜１，３００～１，５００m，２２．

Ⅷ．２００２．

マンサクイガフシアブラムシの寄生により形

成されたマンサクメイガフシと名付けられた

虫えいが見られた。この虫えいにはクシケア

リの１種が訪れていた。

２．Hamamelistes kagamii（Monzen）

マンサクイボフシアブラムシ

虫えい１個採集，海抜１，３００～１，５００m，２２．

Ⅷ．２００２．

マンサクイボフシアブラムシの寄生により形

成されたマンサクメイボフシという虫えいが

多く見られた。この虫えいにはアシナガアリ

の１種が訪れていた。

３．Phyllaphis fagifoliae Takahashi

ブナハアブラムシ

幼虫多数，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．，８．

Ⅵ．２００２．

ブナの葉裏に寄生し，不完全な葉捲状の虫え

いを形成する。虫えいの内部には白い綿毛で

覆われた個体が多数見られた。

４．Trichaitophorus koyaensis Takahashi

コウヤケアブラムシ

３個体，海抜１，３００～１，５００m，２８．Ⅴ．２００１．

ウリハダカエデの葉裏に寄生していた。本種

の既知分布地は和歌山県の高野山のみであ

る。

５．Deraeocoris ainosicus Kerzhner

キマダラツヤカスミカメ

１♀，海抜１，８００～１，９００m，２４．Ⅶ．２００２．

ダケカンバの葉間の掬い取りで採集された。

６．Orthops（Orthops）scutellatus Uhler

モンキマキバカスミカメ

加賀白山初記録の昆虫類（第４報）

富 樫 一 次 石川県ふれあい昆虫館

NEWLY INSECTS RECORD OCCURRING IN MT. HAKUSAN,

ISHIKAWA PREFECTURE（４）

Ichiji TOGASHI, Ishikawa Insect Museum
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１♀，海抜１，３００～１，５００m，６．Ⅴ．２００２．

７．Acompocoris brevirostris Kerzhner

ハイマツハナカメムシ

２♂，海抜２，１００～２，３００m，１７．Ⅹ．２００２．，

石川卓弥採集．

ハイマツの枝より採集された。本種の既知分

布地はロシア極東部，千島，それに我が国の

北海道であった。それ故，これが本州初記録

ということになる。

８．Oncopsis flavicollis（Linnaeus）

マエキヒロズヨコバイ

１♀１♂，海 抜１，７００～１，９００m，１８．

Ⅶ．２００２．；１♀，海抜１，７００～１，９００m，３０．

Ⅶ．２００２．

ダケカンバの新梢の葉の縮れた葉間を掬った

時に採集されたが，健全な葉間を掬った時に

は全く採集されなかった。

９．Oncopsis sp.

１♀，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．

１０．Cixius sp.

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．

１１．Reduvius humeralis（Scott）

クビアカサシガメ

１♀，海抜１，２００～１，３００m，２０．Ⅶ．１９９７．

石川県では能登から記録されているにすぎな

い。

１２．Elasmucha fieberi（Jakovlev）

キタヒメツノカメムシ

２♀，海抜１，８００～２，０００m，２４．Ⅶ．２００２．

ミヤマハンノキの葉裏に産卵しており，その

卵塊に覆いかぶさるようにして，卵塊を保護

していた。

B. Neuroptera アミメカゲロウ目

１３．Drepanopteryx palaenoides Linnaeus

エグリヒメカゲロウ

１♀，海抜１，７００～１，９００m，２４．Ⅶ．２００２．

C. Mecoptera シリアゲムシ目

１４．Bittacus laevipus Navas

キアシガガンボモドキ

１♀，白山釈迦岳，３０．Ⅶ．２０００．

１５．Bittacus mastrillii Navas

トガリバガガンボモドキ

１♀，白山釈迦岳，３０．Ⅶ．２０００．；１♀，

海抜１，３００～１，５００m，２３．Ⅶ．２００２．

本種の既知分布地は，関東山地と山梨及び長

野両県となっていることから，この記録は北

陸からの初記録となる。

D. Coleoptera コウチュウ目

１６．Eusphalerum sp．

ハナムグリハネカクシ属の１種

１♀１♂，海抜１，５００m，２４．Ⅶ．２００２．

ツノハシバミの葉に形成されるツノハシバミ

ハミャクシロコブフシという虫えいの表面に

生えている毛の間にひそんでいる個体を採集

したものである。渡辺博士の私信によれば E.

yamanami Y. Watanabe に近縁な種であると

いう。

１７．Asiopodabrus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

ブナの葉に形成された不完全な葉捲状の虫え

いの基部より頭部をこじ入れ，ブナハアブラ

ムシを捕食中の個体を採集した。

１８．Asiopodabrus sp.

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２９．Ⅵ．２００２．

タカネザクラの葉縁に形成された鶏冠状の虫

えいの一端より頭部をこじ入れ，中にいるア

ブラムシの１種を捕食中の個体を採集した。

１９．Asiopodabrus tokugoanus（Nakane et Makino）？

トクゴウニンフジョウカイ？

１♀，海抜１，７００～１，９００m，７．Ⅷ．２００２．

オオシラビソの新梢の葉をたばねて形成され

たトドワタムシの虫えいに頭部をつっこみ，

トドワタムシを捕食中の個体を採集した。採

集された個体は雌のため確定はできないとい

うことである。

E. Hymenoptera ハチ目

２０．Arge metallica Klug

ブロンズチュウレンジ（仮称）

１♀，海抜１，７００～１，９００m，２６．Ⅶ．１９９６．；

１♂，海抜１，７００～１，９００m，８．Ⅶ．１９９９．

本種はヨーロッパ，シベリア，カムチャッカ，

サハリンに分布し，我が国では北海道（羅臼

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）
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岳及びトムラウシ岳）から記録のある種で，

本州からは初めての記録となる。

２１．Arge kobayashii Takeuchi

コバヤシチュウレンジ

２♂，海抜１，７００～１，９００m，８．Ⅶ．１９９９．

千島産の個体に基づき記載された種でサハリ

ンからも記録されていた。我が国では北海道

から記録されていたが，本州からは未記録で

あった。

２２．Arge hasegawae Takeuchi

ハセガワチュウレンジ（新称）

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１０．Ⅶ．１９９４．；

１♀，海抜１，９００～２，１００m，１７．Ⅶ．１９９４．

本種は１９２７年，朝鮮半島の Mt. Koya を基産

地として記載報告されたが，それ以後は全く

採集記録のなかった種である。白山で採集さ

れた個体の特徴は原記載に一致する。日本初

記録の種である。

２３．Arge suzukii（Matsumura）

スズキチュウレンジ

１♂，海抜１，５００～１，７００m，７．Ⅵ．１９９７．

本種の既知分布地は京都（貴船地方）と大阪

（箕面地方）の２地域にすぎず，本種が白山

の亜高山帯で採集されたことは，白山の温暖

化の傾向を示す１例のように推察されよう。

２４．Siobla ruficornis（Cameron）

ツノアカコシアカハバチ

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２４．Ⅶ．２００２．

２５．Siobla villosa Malaise

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１５．Ⅵ．２０００．

中国産の個体により記載報告された種で，白

山産の個体は原記載と一致する。それ故これ

が我が国初記録の種ということになる。

２６．Macrophya duodecimpunctata sodalitia（Mocsary）

１♂，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

２７．Macrophya forsiusi Takeuchi

１♂，海抜１，５００～１，７００m，２３．Ⅵ．１９９６．

２８．Tenthredo convergenata（Takeuchi）

１♂，海抜１，３００～１，５００m，１７．Ⅵ．２００１．

２９．Eriocampopsis subtruncata Takeuchi

ニセシロアシマルハバチ

２♀，海抜１，３００～１，５００m，１６．Ⅴ．１９９８．

本種の既知分布地は長野県（上高地），滋賀

県（近江），京都府（貴船），及び兵庫県（篠

山）となっている。

３０．Allantus calliblepharus（Konow）

カラフトホソハバチ

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

本種は本州では高い山で採集されるが少ない

という。しかし，どういう山で採集されてい

るかの記録は不明である。

３１．Ametastegia longicornis Takeuchi

１♀，海抜１，３００～１，５００m，５．Ⅵ．２００２．

３２．Hemibeleses athaloides Takeuchi

１♂，海抜１，３００～１，５００m，５．Ⅵ．２００１．

３３．Messa wuestnei Konow

１♀，海抜１，３００～１，５００m，１４．Ⅴ．２００２．

ヨーロッパからシベリアかけて分布している

もので，日本初記録の種である。

３４．Rocalia sp.

４♀２♂，海抜１，３００～１，５００m，３０．Ⅴ．１９９７．

３５．Fugineura crenativora Vikberg et Zinovjev

ブナハバチ

幼虫はブナの葉を食害するもので，砂防新道

沿いでは海抜１，４００～１，５００m の範囲に 多

い。県内では富士写ヶ岳や石動山でも採集さ

れている。

３６．Dineura virididorsata（Retzius）

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１５．Ⅵ．１９９７．

３７．Amauronematus fallax（Lepeletier）

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２８．Ⅴ．２００１．

３８．Amauronematus fasciatus（Konow）

１♀，海抜１，３００～１，５００m，３０．Ⅴ．２００１．；

１♂，海抜１３００m，６．Ⅴ．２００２．

３９．Pristiphora conjugata Dahlbom

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１６．Ⅴ．１９９８．

本種はヨーロッパよりシベリアにかけて分布

しているもので，我が国初記録の種である。

４０．Nematus capreae Linnaeus

１♀，海抜２，３００～２，５００m，３０．Ⅶ．１９９６．

本種はヨーロッパ，コーカサス，サハリーン

に分布しているもので，我が国初記録の種で

ある。

４１．Nematus melanaspis（Hartig）

１♀１♂，海抜１，７００～１，９００m，１２．Ⅶ．１９９６．

ヨーロッパよりシベリアにかけて分布するも

ので，我が国にも分布するというがその分布

域は明らかにされていない。

４２．Nematus myosotidis Fallen

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２．Ⅶ．１９９６．

富樫：加賀白山初記録の昆虫類（第４報）
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ヨーロッパよりシベリアにかけて分布してい

るもので，我が国初記録の種である。

４３．Pontania leucapsis（Tishbein）

１♀，海抜１，７００～１，９００m，２２．Ⅶ．１９９３．

ヨーロッパからシベリアにかけて分布してい

るもので，我が国初記録の種である。

４４．Glyptapanteles fulvipes（Haliday）

キアシサムライコマユバチ

１♀，海抜１，９００～２，１００m，９．Ⅷ．２００２．

本種の既知分布地は北海道とされていたが，

本州から採集記録のなかった種である。

４５．Ephedrus nacheri Quilis

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２．Ⅷ．２００２．，

羽化．

タカネザクラの葉縁に形成された鶏冠状の虫

えい内に生息するアブラムシの１種に寄生し

ていた。しかし，アブラムシの種名は明らか

になってはいない。

４６．Bassus ebulus（Nixon）

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２８．Ⅷ．２００１．

４７．Charmon extensor（Linnaeus）

オナガコンボウコマユバチ

１♀，海抜１，３００～１，５００m，３１．Ⅴ．１９９４．

４８．Meteorus flavicoxa Maeto

キアシクロハラボソコマユバチ

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２８．Ⅷ．２００１．

本種の既知分布地は北海道（豊平峡と野幌）

と山形県（長者原）だけであるという。

４９．Aoplus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２３．Ⅶ．２００２．，

羽化．

７月４日に別当出合で採集したガの１種の蛹

より羽化した。しかし，ガの種名は今のとこ

ろ判明していない。

５０．Alloplasta sp.

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１６．Ⅵ．２００２．

５１．Pachyneuron groenlandicum（Holmgren）

ヒラタアブコガネコバチ

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．

ヒラタアブ類の蛹に多寄生する種というが，

白山における宿主は今のところ不明である。

５２．Semitellus sp. A

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１０．Ⅶ．１９９２．

５３．Semitellus sp. B

１♀，海抜２，１００～２，３００m，２５．Ⅷ．１９９６．

５４．Eumacepolus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，１２．Ⅷ．１９９７．

上條一昭博士の私信によれば，本属に属する

種はヨーロッパから３種が報告されており，

いずれもブナの葉に寄生するタマバエに寄生

しているという。これからはブナに形成され

ている虫えいを採集し，本種の採取に心がけ

るつもりである。

５５．Trigonoderus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

５６．Melanips opacus（Hartig）

１♀，海抜１，３００～１，４００m，２５．Ⅴ．２００２．

本種については，加賀白山初記録の昆虫類（第

３報）において属名だけを記録しておいたも

のである。２００２年に京都府立大学の阿部芳久

博士により上記の種と同定され，これまでの

既知分布地はヨーロッパ（イギリスとドイ

ツ）であるとの御教示を受けた。また，本種

はヒラタアブ類の幼虫に寄生するという御教

示も受けたので，これからアブラムシ類を調

査し，ヒラタアブの幼虫を採集，飼育して宿

主をつきとめていきたいものと考えている。

日本初記録の種である。

５７．Orthogonalos debillis Teranishi

ツヤハゴロモカギバラバチ

１♀，海抜１，３００～１，５００m，１６．Ⅵ．２００２．

５８．Platydialepis ryhoheii（Ishikawa）

キバネトゲアシベッコウ

１♂，海抜１，５００～１，７００m，２２．Ⅷ．２００２．

F. Diptera ハエ目

５９．Clinodiplosis? corylicola（Shinji）

ハシバミミジンタマバエ

幼虫３個体，海抜１，５００～１，７００m，２９．Ⅴ．

２００２．

本種によりツノハシバミの葉に形成される虫

えいは，ツノハシバミハミャクシロコブフシ

といわれている。

６０．Leucozoma lucorum Linnaeus

ツマグロハナアブ

１♂，海抜１，３００～１，５００m，１４．Ⅵ．１９９６．

６１．Melangyna（Meligramma）cincta（Fallen）

キオビハラボソヒラタアブ

１♂，海抜１，３００～１，５００m，４．Ⅶ．２００２．，
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羽 化．；１♀，海 抜１，３００～１，５００m，６．

Ⅶ．２００２．，羽化．

２００２年６月２日，ブナハアブラムシの形成す

る虫えい内で，ブナハアブラムシを捕食中の

幼虫を採集。飼育をして成虫を羽化させたも

のである。本種の餌昆虫としては最初の記録

であろう。

６２．Microdon bifasciatus Matsumura

フタオビアリノスアブ

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．
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１ マンサクイガフシアブラムシの虫えい ２ マンサクイボフシアブラムシの虫えい ３ ハシバミミジンタ
マバエの虫えい ４ 同虫えい内にひそむ幼虫．
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５ マエキヒロズヨコバイ ６ マエキヒロズヨコバイの寄生によりひきおこされたダケカン
バの縮み葉 ７ ハイマツハナカメムシ．

富樫：加賀白山初記録の昆虫類（第４報）
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８ キタヒメツノカメムシ ９ 卵塊を保護しているキタヒメツノカメムシ １０ キタヒメツノ
カメムシの卵塊．
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１１ ブナハアブラムシを捕食中のアシオポダブルス属の１種 １２ トドワタムシを捕食中のトクゴウ
ニンフジョウカイ？ １３ トクゴウニンフジョウカイ？

富樫：加賀白山初記録の昆虫類（第４報）
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１４ ブロンズチュウレンジ １５ ハセガワチュウレンジ １６ メッサ・ウエスティニイ １７ セミテルス属の
１種 B.
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はじめに

筆者らは，１９９７年に金沢市角間において，甲虫相

調査のための捕虫網によるスウィーピング法を用い

たラインセンサスをおこなった。本文では，その際

にえられたヒメマキムシ科の種類相，空間分布（特

に食性や地形との関連遵，季節消長を報告する。

ヒメマキムシ科 Corticarriidae（Lathridiidae）は，

ヒラタムシ上科 Cucujoidea に属する０．８～３．０mm の

微少な甲虫であり，全世界に７００種（久松・田中，

１９８６），日本からは１０属３０種が記録されている（平嶋，

１９８９）。本科は，落ち葉（Laurence & Britton,１９９１），

腐った植物（久松・田中，１９８６；Laurence, １９９１），

腐った海草（Chandler，１９８３），動物の巣（Laurence，

１９９１）や人間の生活環境，特に倉庫（Laurence,

１９９１），穀 物 や 餓 の 貯 蔵 庫（久 松・田 中１９８６；

Laurence,１９９１）などから採集され，それらの上に

生育する菌類の胞子を餌としている。一方，生きた

植物体の葉上，花上からも採集され（Laurence &

Britton, １９９１；Borror et al., １９８１），それらは葉上に

生育するウドンコ病菌や白カビを食していると思わ

れている（Laurence, １９９１）。本科は，生きた植物体

からは，樹冠部のフォギング（くん煙法）（たとえ

ば Davies et al., １９９７；Wagner １９９７；Guilbert，

１９９７）や叩き網法（Laurence & Britton, １９９１）によ

りえられている。Davies ら（１９９３）がベネズエラで

おこなったフォギング法を用いた調査では，６５科９７８

種６，１３２個体の甲虫目がえられているが，その中に

１３種１７２個体のヒメマキムシ科が含まれており，え

られた全甲虫の種数の１．３％，個体数の２．８％を占め

ていた。スウィーピング法による採集下もヒメマキ

ムシ科が採集されると予想されている（Laurence，

１９９１）が報告例はない。これまで野外での本科に関

する知見は非常に限られている。

本調査でえられた３種のヒメマキムシ科のうちの

１種，Stephostethus pandellei Bris.は，日本で採集記

録があることをСалук（１９９２）は述べているが，

平嶋（１９８９）には記録されていない。本報は，日本

のヒメマキムシ科のはじめての確実な分布・季節消

長の記録であろう。

調査地と調査方法

（１）調査地

金沢市の南東郊外に位置する金沢大学角間キャン

パス内の丘陵地で調査した（Fig．１）。この丘陵地

の標高は，海抜５０～１６０m であり，斜面と尾根には

アベマキ，コナラ，アカマツなどの二次林とスギ林，

竹木がある。谷筋は，かつて水田であったが，１０年

ぐらい前に放棄され，ミゾソバ，ヨシなどの草本や

ハンノキなどの木本が生育していた（高田，１９９９）。

（２）調査方法

ラインセンサスルート（全長約２４０m）をさまざ

まな植生を含むように設置した（Table１）。植生（草

原，森林の樹種など）と地形（湿地，尾根，谷など）

により１３区画に分けた（Fig．１）。１区画を１６～２１

m とし，区画ごとに採集した。捕虫網（直径５０cm）

を１．５m か ら５．４m ま で 伸 縮 可 能 な 柄 に 取 り 付

け，７．１m（身長１．７m＋５．４m）の高さまでスウィー

ピングした。各区画を高さ別に以下の３段階にわけ

た：S（０～０．５m），草地（ただしススキ群落を除

スウィーピング法による金沢市角間丘陵の甲虫相調査．
１．ヒメマキムシ科Corticariidae（Lathridiidae）

高 田 兼 太・中 村 浩 二 金沢大学理学部生態学教室

COLEOPTERAN FAUNA COLLECTED BY SWEEPING WITH NET ON THE KAKUMA

HILLS, KANAZAWA, JAPAN. 1. CORTICARLIDAE（LATHRIDIIDAE）

Kenta TAKADA & Koji NAKAMURA, Laboratory of Ecology, Faculty of Science, Kanazawa Univeersity
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く）；L（０．５～１．５m），柄を伸張せずに網が届く範

囲のササ類，低木，高木の下枝とその上をはうツル

植物。ただし区画３～５は，ススキ群落であった；

H（１．５m～），柄を伸張して届く範囲の木の枝とツル

植物。各区画の高さごとに，存在する植物量の多さ

にあわせてスウィーピング回数を一定にして採集し

た（Table２A）。例えば，区画１の草地は植物量が

多いためにスウィーピング回数が多く（５０回），高

木は１本しかなかったためにスウィーピング回数は

２回だけである。また各区画でルートの進行方向に

向かって左側（L）と右側（R）に分けて採集した。

調査は，１９９７年４月２１日から１０月２０日まで，１０日ご

とに合計１７回おこない，原則として午前９時～１０時

の間に開始し，午後２時～３時までに終了した。採

集したサンプルは上野輝久氏（九州大）に同定して

いただいた。現在標本は金沢大学理学部および九州

Fig．１ Map showing the location of Knazawa City（□ in A and B），Kakuma Campus of Kanazawa Univer-
sity（■ in B and C），the study site（□in C）and the study route.
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Section Length
Vegitation１） Position

on the hill
Humidity２） Light

condition３）

No （m） Left side Right side

１ ２０．０
G (Poaceae sp., Persicaria

thunbergii, Artemisia sp., Sasa
sp., Pueraria lobata)"

G (Poaceae sp., P. thunbergii, A. sp.) Bottom ２ ４

２ １８．０ G (Poaceae sp., P. thunbergii, A.
sp. S . sp.)

B (No dominant species) Bottom ３ ４

３ ２０．０ G (Poaceae sp., P. thunbergii, A. sp.) Sh (Weigela hortennsis, Poaceae sp.,
A. sp., P. lobata)

Bottom ３ ５

４ １７．５ G (Poaceae sp.) A(Alnus japonica, Poaceae sp.) Bottom ５ ５

５ １９．５ G (Poaceae sp., P. thunbergii, A. sp.) A(Alnus japonica, Poaceae sp. P.
thunbergii) Bottom ４ ４

６ １７．５ A (Alnus japonica, P. thunbergii, S . sp.) A (Alnus japonica, P. thunbergii, S . sp.) Bottom ４ ３

７ １６．０ B (Quercus variavilis, Eurya japonica) B (Q. variavilis, E. japonica) Slope ３ ３

８ １７．５ B (No dominannt species) B (No dominannt species) Slope ２ ３

９ １５．０ Sh (P. lobata and others) Sh (No dominant species) Slope １ ５

１０ ２１．０
B, P, Su (Quercus serrata, Pinus

densiflora, Cryptomeria japonica,
E. Japonica, S. sp)

B, P, Su(Q. serrata, P. densiflora,
C. japonica) Top ２ ３

１１ ２１．０ B (E.. Japonica and others) Su(C. japonica,) Top ３ １

１２ ２０．０ B (Q. serrata, Strax japonica, S. sp.) Su(C. japonica Euscaphis japonica) Top ３ ３

１３ ２０．０ P, Sh (Pinus densiflora and others) P, Sh(P. lobata and others) Top ２ ４

１）Dominant species. G : Grass, B : Broad leaved trees, Sh : Shrubs, Su : Sugi trees, P : Pine trees, A : Alder trees.
２）Arbitrary ranking : Dry（１）－Wet（５）．
３）Arbitrary ranking : Dark（１）－Light（５）．

Species Height１） Section No. Total

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

S ５０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２５ － － １０ － － － － ２４５

A L ３５ ２７ ５ ２ ８ １０ ３０ ６０ ３０ ４５ ３０ ４０ ４０ ３６２
H ２ ２０ １５ １５ ２３ ３５ ６０ ４０ － ５０ ３０ ４０ ４０ ３７０

Total ８７ ８７ ６０ ５７ ７１ ７０ ９０ １００ ４０ ９５ ６０ ８０ ８０ ９７７

Melanophthalma japonica Johnson S １ ０ ０ ０ ２ １ ０ ４（０．０１６）２）

L １ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ ０ ０ １ ２ １ ９（０．０２５）

H ０ ０ １ ０ ２ ３ ７ ３ ４ １ ２ ２ ２５（０．０６８）

Total ２ ０ １ ０ ５ ４ ８ ５ ０ ４ ２ ４ ３ ３８（０．０３９）
Stephostethus pandellei Bris. S ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０００）

B L ２ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ５（０．０１４）

H ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３（０．００８）

Total ２ １ ０ ０ １ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １ ０ ８（０．００８）

Cortinicara ggibosa（Herbert） S ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０００）

L ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０００）
H ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １（０．００３）

Total ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １（０．００１）

Total number of individuals ４ １ ２ ０ ６ ４ １１ ５ ０ ４ ２ ５ ３ ４７

１）S：０‐０．５m.L：０．５‐１．５m.H：１．５m‐
２）Number of individuals per sweeps.

Table１ Features of sampling section along the study route in Kakuma, Knanazawa．

Table２ Spatial distribution of corticariid species collected along the study route in Kakuma, Kanazawa. Total number of
sweeps in each section per census．B : Number of individuals of corticariid species collected in each height during the
whole census period.
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Fig．２ The rank of the coleopteran families in he number of the individuals collected by sweeping in Kakuma, Kanazawa.

Fig．３ Seasonal change in the total number of corticariid individuals collected by sweeping in Kakuma, Kanazawa.
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Fig．４ Distribution of the number of the corticariid individuals collected per sweeping at three different heights in the sampling
sections. Lines below the section numbers indicate the vegetation type（Continuous line : secondary forest. Broken line :
forest gap. Dotted line : grassland and alder trees）．Sweeping height : T, total ; H, hight position（＞１．５m）；L, middle
position（Section１－６：０．５－１．５m Section７－１３：０－１．５m）；and S, low position（０－０．５m）．N : no sweeping
（no foliage）．
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大学農学部で保管中である。

結果と考察

（１）ヒメマキムシ科の種類相

本調査により，含計４５科３５１種４，７３１個体の甲虫目

が得られた。そのうちヒメマキムシ科は，３属３種

４７個体（えられた甲虫の全個体数の１％）であり，

科あたり採集個体数は甲虫の科のなかで１６位であっ

た（Fig．２）。なお，本調査でえられた甲虫目のう

ち，採集個体数が１番多かったハムシ科 Chrysomeli-

dae の採集個体数は全個体数の３２．３％（１，５２８個体），２

位のゾウムシ科Cuculionidaeは，１６．９％（８０１個体），３

位のテントウムシ科 Coccinellidae は，１１．５％（５４５

個体）であつた（Fig．２）。

ヒメマキムシ科の種あたり採集個体数は，多い順

にヤマトケシマキムシMelanophthalma japonica Johnson

（３８個体），Stephostethus pandellei Bris（８個体），

ウスチャケシマキムシCortinicara gibbosa（Herbert）

で，それぞれ全甲虫の種の２９位，１０２位，２４８位であっ

た。

今回用いたスウィーピング法では，葉上を主な生

息場所として利用する種が多く採集されたであろう

から，採集個体数が多かったヤマトケシマキムシ（３８

個体）は，葉上を主な生息環境（あるいはそのうち

の１つ）としている可能性が高い。Laurence（１９９１）

が予測しているように，葉上に生育する菌類を食し

ているのかもしれない。S.pandellei は８個体しか得

られなかったが，本種はヨーロッパでは，伐られた

ばかりの針葉樹の樹皮上や板上から採集されている

（Peez，１９６７）。

ウスチャケシマキムシは，１個体しか得られな

かったが，本種は通常枯死した枝から採集されるこ

とが知られている（久松・田中，１９８６）。この両種

は，ヤマトケシマキムシに比べると個体数が少ない

のかもしれないが，葉上以外の場所に生息している

ためにスウィーピングでは採集されにくいのかもし

れない。

（２）個体数の季節変化

ラインセンサスでえられた２種のヒメマキムシ科

の季節変化を示す（Fig．３）。採集個体数が最も多

かったヤマトケシマキムシは，５月上旬から９月中

旬まで，８月中，下旬をのぞくと連続してえられて

おり，５月２８日に最大のピークがあり，５月２日，７

月１５日にもピークがあった。S.pandellei は，５月上

句から５月下句までに７個体と９月中句に１個体採

集されたが，６月上旬から９月上句までは採集され

なかった。不明瞭なピークが５月下旬にみられた。

２種の季節消長を比較すると，ヤマトケシマキムシ

は S.pandellei よりも採集される期間が長く，季節

消長のピークがはっきりしていた。両種とも季節消

長が春から初夏と秋とに分かれており，８月には採

集されなかった。８月に成虫がとれない理由には，

（１）成虫の休眠，（２）移動（テントウムシ科で知られ

ている（Hodek &

＾

Honek，１９９６）），（３）夏期は成虫

期ではないなどがあげられるが，真相は不明である。

（３）空間分布，特に生息環境と植生上の高度分布

Table２B と Fig．４にラインセンサスでえられた

ヒメマキムシ科の区画別，高さ別の採集個体数を示

す。ヤマトケシマキムシは多くの区画（１０区画）に

わたり広く出現した。地形別にみると，谷間（区画

１～６）に２個体（１区画あたり。スウィーピング

１回あたりでは，０．０２８個体。以下同様），斜面（区

画７～９）に４．３個体（０．０５７個体），尾根（区画１０

～１３）に３．３個体（０．０４１個体）であり，谷間より斜

面や尾根で密度が高いことがわかる。植生別に見た

場合，草地・ハンノキ林（区画１～６）で２個体

（０．０２８個体），二次林（区画７～８，１０～１２）で４．６

個体（０．０５４個体），ギャップで１．５個体（０．０２５個体）

であり，二次林内で密度が高かった。植生の高さ別

に見た場合，S（０～０．５m）には０．５７個体（区画あ

たり。スウィーピング１回あたり０．０１６個体。以下

同様），L（区画１～６：０．５～１．５m，区画７～１３：

０～１．５m）には０．６９個体（０．０３６個体）であったの

に対して，H（１．５m 以上）では２．０個体（０．１０２個

体）であり，上層から多くえられた。区画ごとに高

さ別に見た場合，最も密度が高かったのは，ススキ

群落である区画５の L であったが（スウィーピン

グ１回あたり０．１２５個体），様々な樹種が生育する二

次林内の H でまんべなく密度が高かった。以上の

結果から，本種は，斜面や尾根の林内の樹上，特に

H（１．５m 以上の高さ）に主に生息し，色々な樹種

に奇生する菌類を食する可能性が高い。

一方，S.pandellei は，１３区画のうち５区画から採

集された。地形別にみると谷間（区画１～６）に０．７

個体（区画あたり。スウィーピング１回あたり０．００９

個体。以下同様），斜面（区画７～９）に１個体（０．０１３

個体），尾根（区画１０～１３）に０．２５個体（０．００３個体）
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であり，尾根では少ないことがわかる。植生の高さ

別に見た場合，L（区画１～６：０．５～１．５m，区画

７～１３：０～１．５m）には０．４個体（区画あたり。

スウィービング１回あたり０．０１４個体。以下同様），

H（１．５m 以上）では０．３個体（０．００８個体）であっ

たのに対し，S（０～０．５m）では採集されなかった

（Table２）。S.pandellei の密度は L で高く，特に区

画５のススキ群落（L）で最も高かった（Fig．４）。

S.pandellei の生息域は，ヤマトケシマキムシよりも

狭かったが，植生や地形との関連は不明である。

本科に関する生態学的知見は，生息環境や季節消

長などの基礎データでさえ，これまでほとんどな

かった。今後，本科の生態をさらに解明するために，

スウィーピング法だけではなく，さまざまな採集法

を用いる必要があるだろう。
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摘 要

１．１９９７年４月から１１月にかけて，金沢市角間丘陵

にある金沢大学角間キャンパス周辺の二次林で，ス

ウィーピング法によるラインセンサスをおこな

い，４５科３５１種４，７３１個体の甲虫をえたうち，ヒメマ

キムシ科は，ヤマトケシマキムシ Melanophthalma ja-

ponica Johnson（３８個体），Stephostethus pandellei Bris．

（８個体），ウスチャケシマキムシ Corinicara gib-

bosa（Herbert）（１個体）の合計３種４７個体であっ

た。

２．ヤマトケシマキムシと S.pandellei は，（１）春か

ら初夏（季節消長の最大のビークは，５月下旬）と

（２）秋に採集され，８月には採集されなかった。

３．ヤマトケシマキムシは，斜面や尾根の二次林内

の高さ１．５m 以上の層から広範囲にわたって採集さ

れ，S.pandellei は生息域が狭く，谷筋と斜面の限ら

れた区画からのみ採集された。
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１．はじめに

白峰村市ノ瀬は白山の登山拠点として初夏から秋

にかけて多くの人が訪れている。近年，この地域で

は吊り橋や休憩舎が設置されたり，岩屋俣谷園地の

観察路が整備されており，自然観察しながら気軽に

散策できるコースも多い。

しかしながら，岩屋俣谷園地遊歩道での昆虫に関

する調査報告はまだない。そこで筆者は，本地域の

地表性ゴミムシ類の種類相とその特徴を知るため

に，ピットフォールトラップ法による調査を行った

ので，その結果を報告する。

２．調査地域・調査時期・調査方法

調査は，白峰村市ノ瀬にある自然観察路（標高約

白峰村市ノ瀬における地表性ゴミムシ類の種類相

平 松 新 一 白峰小学校

THE SPECIES COMPOSITION OF GROUND BEETLES IN ICHINOSE,

SHIRAMINE VILLAGE, ISHIKAWA PREFECTURE

Shin-ichi HIRAMATSU, Shiramine Elementary School

図１ 調査地域
×は調査地点を，点線は１００m ごとの等高線を示す．
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８００m）に２ヶ所（A, B 地点）及び岩屋俣谷園地遊

歩道の標高９００m，１，０００m，１，１００m 地点に２ヶ所

ずつ（C－H 地点），計８ヶ所にピットフォールト

ラップを設置して実施した（図１）。トラップには

口径７cm のプラスティック製のコップを用い，コッ

プの開口部が地面と同じ高さになるように埋設し

た。コップはいずれの地点とも１０個ずつ埋設し，誘

引物質としてそのうちの５個にはすし酢を，５個に

はサナギ粉を入れた。トラップは２００２年７月３０日，８

月６日，８月１４日，８月２２日の４回設置し，その翌

日に採集されたゴミムシ類の回収を行った。

これらの採集結果から，Shannon-Wiener 関数を用

いて，地点ごとの種多様性 H’を以下のように算出

した（小林，１９９５参照）。

H’= Σpi・log２pi

ただし，pi は総個体数 N に対する種 i の個体数 n

の占める割合 ni /N を示し，Σpi＝１である。

また，各地点間の類似度を検討するために，Pianka

の α 指数を用いて，St. h 及び St. i 間の重複度を以

下のように算出した（小林，１９９５参照）。

Σphj・pij
α＝

（Σphj
２・Σpij

２）１／２

Σphj＝１，Σpij＝１

ただし，phj 及び pij はそれぞれ St. h 及び St. i に

おける種 j の個体数の割合である。

A，B 地点のある市ノ瀬自然観察路は市ノ瀬キャ

ンプ場から川の下流に向かって続く遊歩道でドロノ

キをはじめとするヤナギ類，ハンノキ類，サワグル

ミ，トチノキなどが多く，地表は主に砂質である。

岩屋俣谷園地遊歩道のうち，標高９００m 付近（C，D

地点）は比較的傾斜が強く，高木層にはサワグルミ

が多く，地表はその落葉で覆われており比較的湿潤

である。標高１，０００m 付近（E，F 地点）はスギ植林

地で，地表はその落枝や落葉が多い。標高１，１００m

付近（G，H 地点）はほぼブナだけからなる林で，

低木や草本はほとんどない。地表はブナの落葉で覆

われ，９００m，１，０００m 地点よりも乾燥している。

３．調査結果

表１ 採集種一覧

種 名 地 点 A B C D E F G H 総 出現
標 高 ８００m ８００m ９００m ９００m １，０００m１，０００m１，１００m１，１００m 個体数 地点数

Carabus maiyasanus Bates マヤサンオサムシ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ４ ６ ３

Leptocarabus procerulus（Chaudoir） クロナガオサムシ ０ ４ １ ２ ０ ８ ６ ５ ２６ ６

Trigonognatha cuprescens Motschulsky アカガネオオゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ３ ２

Pterostichus yoritomus Bates ヨリトモナガゴミムシ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ９ ２

P. polygenus Bates ニッコウヒメナガゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １

P. abaciformis Straneo ムナビロナガゴミムシ １ ０ ２ ２ ７ ５ ６ ７ ３０ ７

P. asymmetricus Bates ミズギワナガゴミムシ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１ １１ １

Pristosia aeneola（Bates） ホソヒラタゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ２ ０ ２ ５ ３

Colpodes mutator Bates フクシマモリヒラタゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １

Parabroscus crassipalpis（Bates） フトクチヒゲヒラタゴミムシ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ １ ３ ２

Synuchus cycloderus（Bates） クロツヤヒラタゴミムシ ９ １ ０ ０ ２ ０ １ ５ １８ ５

S. melantho（Bates） コクロツヤヒラタゴミムシ １３ ９ ２２ ２３ １６ ４６ １７ ３２ １７８ ８

S. congruus（Morawitz） ヒメクロツヤヒラタゴミムシ １ ０ ０ ０ ０ １ ２ ２ ６ ４

S. crocatus（Bates） シラハタツヤヒラタゴミムシ １３ １ １ ７ ０ ０ １ ０ ２３ ５

S. arcuaticollis（Motschulsky） マルガタツヤヒラタゴミムシ ２２ １５ ０ ４ １ ２ ３ １ ４８ ７

S. montanus（Lindroth） ミヤマツヤヒラタゴミムシ ０ ０ ０ １２ ２ ３ ６ ８ ３１ ５

S. callitheres（Bates） キアシツヤヒラタゴミムシ ２ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ２

Trichotichnus sp. ツヤゴモクムシ類の１種 ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ３ ２

総個体数 ６２ ３４ ２６ ５３ ３２ ７０ ４３ ８８ ４０８

種 数 ８ ６ ４ ８ ９ ９ ９ １３ １８

H’ ２．３３ ２．０５ ０．８５ ２．３２ ２．２６ １．８４ ２．５７ ３．０２ ２．９４

＊表中の数値は採集個体数を示す．
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本調査では，１８種４０８個体のゴミムシ類が採集さ

れた（表１）。これらのうち，１５種３７３個体がナガゴ

ミムシ亜科 Pterosichinae で，総種数の８３．３％，総個

体数の９１．４％を占めていた。さらに，同亜科の中で

もツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus が７種３１０個体，

ナガゴミムシ属 Pterostichus が４種５１個体と特に多

かった。最も多かった種はコクロツヤヒラタゴミム

シ S. melantho（１７８個体，全体の４３．６％）で，マル

ガタツヤヒラタゴミムシ S. arcuaticollis（４８個体，

全体の１１．８％），ミヤマツヤヒラタゴミムシ S. mon-

tanus（３１個体，全体の１１．８％）と同属の種がこれ

に続く。

今回の調査で最も多くの個体が採集された地点

は，H 地点で８８個体，最も少なかったのは C 地点

で２６個体であった。種数については，５つの地点で

８－９種が確認されたが，H 地点では１３種と最も多

く，逆に C 地点では４種と少なかった。一方，種

多様性指数 H’は，H 地点が３．０２，G 地点が２．５７と

標高１，１００m のブナ林２地点で最も高く，C 地点が

０．８５と他地点に比べて極めて低い他は，いずれの地

点も比較的近い値となった。

出現種のうち全地点で採集されたのはコクロツヤ

ヒラタゴミムシ，７地点で採集されたのはムナビロ

ナガゴミムシ P. abaciformis 及びマルガタツヤヒラ

タゴミムシで，１地点でだけ採集された種はニッコ

ウヒメナガゴミムシ P. polygenus，ミズギワナガゴ

ミムシ P. asymmetricus，フクシマモリヒラタゴミム

シ Colpodes mutator の３種であった。マヤサンオサ

ムシ C. maiyasanus は F，G，H の標高の高い３地

点で確認された。また，ヨリトモナガゴミムシ P.

yoritomus は全個体数の８８％が，ミズギワナガゴミ

ムシはすべての個体が H 地点で採集された。さら

に，ホソヒラタゴミムシ P. aeneola，ミヤマツヤヒ

ラタゴミムシも標高の高い地域でより多く採集され

ていた。これに対して，キアシツヤヒラタゴミムシ

S. callitheres は最も低い A,B 地点でだけ採集され，

シラハタクロツヤヒラタゴミムシ S. crocatus は標

高の低い地域でより多く採集される傾向があった。

誘引物質による採集個体数は，全体ですし酢１６８

個体，サナギ粉２４０個体であった。採集個体数上位

６種については，クロナガオサムシ L. procerulus だ

けがサナギ粉よりもすし酢で多く採集され，他の５

種はサナギ粉でより多く採集された（図２）。これ

ら以外の種でもほとんどがサナギ粉でより多く採集

されるか，両誘引物質の間での採集個体数の差がな

かった。

４．考 察

市ノ瀬地域の地表性ゴミムシ相の特徴

市ノ瀬の地表性ゴミムシ類の亜科内の種数割合及

びナガゴミムシ亜科 Pterostichinae 属内の種数割合

を石川県河内村福岡（富樫・杉江，１９９４），同金沢

市平栗（富樫・橋本，１９９４），同押水町沢川（富樫・

杉江，１９９５），白峰村ナナコバ谷（富樫ら，１９９２）

での調査結果と合わせて図３及び図４に示す。これ

らのうち，河内村，金沢市，押水町の調査地は標高

２００－４００m の低山地の広葉樹林内及びその林縁

で，白峰村の調査地は山間部にある出作りの焼畑で

ある。図によると，ナナコバ谷を除くいずれの地域

図２ ２種のベイトによる採集率
グラフ内の数値は採集個体数を表す．

平松：白峰村市ノ瀬における地表性ゴミムシ類の種類相
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図３ ゴミムシ類の種数割合（他地域との比較）
１）富樫・杉江．１９９４，１９８９年５－１０月調査，
２）富樫・橋本．１９９４，１９９３年５－１０月調査，
３）富樫・杉江．１９９５，１９９０年５－９月調査，
４）富樫他．１９９２，１９９１年８－９月調査．

１）から４）はいずれも無餌ピットフォールトラップ．

図４ ナガゴミムシ亜科の種数割合（他地域との比較）
１）富樫・杉江．１９９４，１９８９年５－１０月調査，
２）富樫・橋本．１９９４，１９９３年５－１０月調査，
３）富樫・杉江．１９９５，１９９０年５－９月調査，
４）富樫他．１９９２，１９９１年８－９月調査．

１）から４）はいずれも無餌ピットフォールトラップ．
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ともナガゴミムシ亜科の種数割合が最も高く，ゴモ

クムシ亜科 Harpalinae 及びアオゴミムシ亜科 Calis-

tinae の種数割合が低い。中でも，本地域と河内村

福岡は，ナガゴミムシ亜科の割合が他の地域より高

く，ゴモクムシ亜科及びアオゴミムシ亜科の割合が

他の地域より低いなど類似した亜科構成をしてい

た。一方，ナガゴミムシ亜科の属構成について，市

ノ瀬地区は他の地区よりもナガゴミムシ属の種数割

合が低く，ツヤヒラタゴミムシ属の種数割合が高

かった。

これらの特徴は，高度別の種数割合からも明らか

である。平松（未発表）による白山の高度ごとの地

表性ゴミムシ類の亜科ごとの種数割合及びナガゴミ

ムシ亜科の属ごとの種数割合を図５，図６に示す。

本調査結果は市ノ瀬地区の含まれる標高８００－１，５００

m や，１，５００－２，１００m の種数割合と類似している。

また，ナガゴミムシ亜科内の種数割合も，標高８００

－１，５００m のそれと最も類似しており，高度上昇に

つれてその違いが大きくなっていた。

これらの種数割合の違いは，誘引物質の有無を始

図５ ゴミムシ類の種数割合（白山の高度帯との比較）
５）平松．未発表，１９９７－２００１年調査．

図６ ナガゴミムシ亜科の種数割合
（白山の高度帯との比較）

５）平松．未発表，１９９７－２００１調査．

平松：白峰村市ノ瀬における地表性ゴミムシ類の種類相
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めとする調査方法の違いが原因の一つと考えられ

る。しかしながら，市ノ瀬地区の地表性ゴミムシ類

は，県内山地帯の地表性ゴミムシ類と種数割合は似

ているものの，亜高山帯，高山帯のゴミムシ類のそ

れとは異なっていた。したがって，市ノ瀬をはじめ

とする山地帯の林内における地表性ゴミムシ類は，

ナガゴミムシ亜科の種数割合が高く，中でもツヤヒ

ラタゴミムシ属の種数割合が高いという特徴を持っ

ているということができる。

さらに，同じ白峰村山間部であっても，ナナコバ

谷ではゴモクムシ亜科やアオゴミムシ亜科の種数割

合が高いことや，ツヤヒラタゴミムシ属が出現しな

いことなど種構成が大きく異なっている（図３，図

４）。このことは，これら２地域が比較的近い地域

であっても，森林と畑地という全く異なった環境で

あることによると考えられる。

本調査との共通種は表２に示すように，金沢市９

種，河内村７種で，押水町では５種であった（表２）。

また，いずれの地点とも，マヤサンオサムシ，クロ

ナガオサムシ，アカガネオオゴミムシ T. cupres-

cens，ムナビロナガゴミムシが採集されている。こ

れらの種は県内では広い範囲で記録されており（高

羽，１９９８），低山地からブナ帯を含めて広く分布す

る種と考えられる。一方，ツヤヒラタゴミムシ属は，

これら３地域ともに共通して出現する種がいなかっ

た。特に，ミヤマツヤヒラタゴミムシ，シラハタツ

ヤヒラタゴミムシはこれまでに白山ろくでしか記録

されておらず（高羽，１９９８），さらにヒメクロツヤ

ヒラタゴミムシ S. congruus はこれまでに県内での

記録がなかったことから，この地域の特徴を表して

いる種の一つであると言うことができる。

調査地点ごとの特徴

今回の調査では，個体数，種数，多様性指数とも

H 地点が最も高く，C 地点が最も低かったが，それ

ぞれの環境や標高の違いによる一定の傾向は見出さ

れなかった（表１）。ただし，多様性指数について

は他環境に比べてブナ林内の２地点が高かった。

石谷（１９９９）は，近接した常緑広葉樹林，落葉広

葉樹林，アカマツ林，常緑広葉樹林の伐採跡地でゴ

ミムシ相の調査を行い，いずれの地点とも同様な種

構成で，森林性種と樹種の間に特定な関係を見いだ

せなかったことを報告している。岩屋俣谷園地で

も，それぞれの調査地点で優占している高木層の樹

種がサワグルミ，スギ，ブナと異なっていたが，園

地内の６地点間相互の類似度は，表３に示すように

いずれも０．８以上の高い値であった。このように樹

種が異なっても，それぞれの種構成に大きな変化が

なかったのは，これらの地域が比較的近接している

こと，樹種は異なっても同じ林内であるということ

に加えて，いずれの地点とも地表面が落葉に覆わ

れ，その下部は落葉が分解してできた土壌から成

り，ゴミムシ類の生息環境として類似していること

が影響しているためと考えられる。ただし，H 地点

だけで採集されたミズギワナガゴミムシのように，

決まった植生や標高で出現する種も存在するようで

ある。

また，市ノ瀬観察路内の A,B 地点相互の類似度

表２ 市ノ瀬との共通種

種 名 金沢市 河内村 押水町
平栗１） 福岡２） 宝達山３）

C. maiyasanus マヤサンオサムシ ○ ○ ○

L. procerulus クロナガオサムシ ○ ○ ○

T. cuprescens アカガネオオゴミムシ ○ ○ ○

P. yoritomus ヨリトモナガゴミムシ ○ ○

P. polygenus ニッコウヒメナガゴミムシ ○

P. abaciformis ムナビロナガゴミムシ ○ ○ ○

P. crassipalpis フトクチヒゲヒラタゴミムシ ○

S. cycloderus クロツヤヒラタゴミムシ ○

S. melantho コクロツヤヒラタゴミムシ ○ ○

S. crocatus シラハタツヤヒラタゴミムシ ○

S. arcuaticollis マルガタツヤヒラタゴミムシ ○

合 計 ９ ７ ５

１）富樫・橋本．１９９４．
２）富樫・杉江．１９９４．
３）富樫・杉江．１９９５．
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が０．８５８と高かったことも，両地点がほぼ同じ環境

であるためと考えられる。

一方，市ノ瀬遊歩道 A,B 地点と岩屋俣谷園地 C

－H 地点の間の類似度はすべて０．４－０．６の範囲内と

低い値で，両地域のゴミムシ相が大きく異なってい

た。また，市ノ瀬遊歩道だけで採集されたキアシツ

ヤヒラタゴミムシや，逆にこの地点では記録されな

かったミヤマツヤヒラタゴミムシのような種も存在

する。市ノ瀬遊歩道は河原に近く，地表が砂質であ

るなど，岩屋俣谷園地とはかなり異なった環境であ

る。このような環境の違いが両地域のゴミムシ相の

違いに影響していると考えられる。
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０．４９７ ０．５５８ ０．４９０ ０．５４７ ０．５９８ ０．４７５ B
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０．８９４ G
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１．はじめに

白山周辺には，標高数百 m から２，０００m の山々が

数多く存在する。筆者は１９９７年以来，白山の砂防新

道を中心に地表性ゴミムシ類の調査を行ってきたが

（平 松，１９９９；平 松 ら，１９９９；平 松，２０００a；平

松，２０００b），その一方で白山周辺の山々での調査は

未だ行っていない。

そこで筆者は，これら白山周辺の山々での地表性

ゴミムシ類の種類相とその特徴を把握するために，

河内村口三方岳においてピットフォールトラップ法

による調査を行ったので，その結果を報告する。

２．調査地域・調査時期・調査方法

調査は，河内村内尾にある口三方岳（標高１，２６９

m）の登山道で，標高６００m，９００m，１，０００m，１，２００

m の４ヶ所にピットフォールトラップを設置して

実施した（図１）。トラップには口径７cm のプラス

ティック製のコップを用い，コップの開口部が地面

と同じ高さになるように埋設した。コップはいずれ

の地点とも２０個ずつ埋設し，誘引物質としてそのう

河内村口三方岳で採集された地表性ゴミムシ類

平 松 新 一 白峰小学校

THE GROUND BEETLES COLLECTED IN MT. KUCHISANPODAKE,

KAWACHI VILLAGE, ISHIKAWA PREFECTURE

Shin-ichi HIRAMATSU, Shiramine Elementary School

図１ 調査地域
×は調査地点を，点線は２００m ごとの等高線を示す．
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ちの１０個にはすし酢を，１０個にはサナギ粉を入れ

た。トラップは２００２年６月１日，１０月１２日の２回設

置し，その翌日に採集されたゴミムシ類の回収を

行った。

標高６００m 地点では，高木層には樹高１５m 以上の

ミズナラが多く，これにカエデ類やトチノキが混在

し，低木にはオオバクロモジ，サクラ類，ハンノキ

類などがみられる。標高９００m 地点でも高木層は６００

m 地点とほぼ同じで，中低木にはオオカメノキ，

リョウブ，オオバクロモジなどがある。標高１，０００

m 地点ではミズナラの樹高は５－７m 程度にな

り，その数も少なくなる。また，低木にはオオカメ

ノキ，リョウブなどがみられる。標高１，２００m 地点

では樹高５－７m のブナ，スギが散在し，低木層

にはリョウブやカエデ類が存在する。地表はいずれ

の地点もこれら木本の落葉とそれが分解してできた

土壌が表面を覆い，比較的柔らかい。なお，加賀地

方における植物群落域は，標高４００－１，６００m の範

囲がブナ帯とされており（古池，１９９７），本調査地

域すべてがこのブナ帯の範囲に含まれている。

３．調査結果

本調査では，表１及び表２に示すように，６月に

１３種１４９個体，１０月に１０種３６８個体，合計１７種５１７個

体のゴミムシ類が採集された。これらのうち，１０種

３８６個体がナガゴミムシ亜科 Pterosichinae で，総個

体数の７４．７％を占め，同亜科の中でもツヤヒラタゴ

ミムシ属 Synuchus が４種３６９個体と多かった。最も

多かった種はクロツヤヒラタゴミムシ S. cycloderus

で３３１個体（全体の６４．０％），次いでマヤサンオサム

シ Carabus maiyasanus の６６個体（全体の１２．８％）

であった。

今回の調査で最も多く採集されたのは，６月，１０

月とも６００m 地点でそれぞれ６３個体，２４６個体であっ

た。最も少なかったのは，６月は１，０００m 地点で１４

個体，１０月は９００m 及び１，０００m 地点で１０個体であっ

た。種数については，６月に４－８種，１０月に２－

８種が記録された。このうち１，２００m 地点は６月に

最も多い８種が記録されたが，１０月には２種と最少

となり，種数の変動が大きかった。

出現種のうち全地点で採集されたのは６月はマヤ

表１ 口三方岳で採集されたゴミムシ類（６月２日採集）

種 名 ６００m ９００m １０００m １２００m total

Calosoma maximowiczi（Morawitz） クロカタビロオサムシ ３ ７ １０

Carabus yamato （Nakane） ヤマトオサムシ １８ ５ ２３

C. maiyasanus Bates マヤサンオサムシ １４ ６ ９ ３３ ６２

Leptocarabus procerulus（Chaudoir） クロナガオサムシ １ １ １ ４ ７

L. harmandi（Lapouge） アルマンオサムシ ５ ５

Damaster blaptoides Kollar マイマイカブリ ３ ３

Apatrobus sp. ヌレチゴミムシ属の１種 １ １

Pterostichus subovatus（Motschulsky） マルガタナガゴミムシ １ １

P. yoritomus Bates ヨリトモナガゴミムシ １ １

P. polygenus Bates ニッコウヒメナガゴミムシ １ ２ ３

Pterostichus sp. クロナガゴミムシ属の１種 １ ４ ５

Colpodes mutator Bates フクシマモリヒラタゴミムシ ２ ２

Synuchus cycloderus（Bates） クロツヤヒラタゴミムシ ２６ ２６

合 計 ６３ １９ １４ ５３ １４９

＊数値は採集個体数を示す．
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サンオサムシ及びクロナガオサムシ Leptocarabus

procerulus の２種，１０月はクロナガオサムシの１種

であった。クロカタビロオサムシ Calosoma maxi-

mowiczi，ヤマトオサムシ C. yamato，クロツヤヒラ

タゴミムシは９００m 以下の地点で採集される割合が

高く，アルマンオサムシ Leptocarabus harmandi，マ

イマイカブリ Damaster blaptoides，クロナガゴミム

シの１種 Pterostichus sp.は１，０００m 以上の地点で多

く採集されていた。また，各地点で最も多く採集さ

れた種は，６００m，９００m ではクロツヤヒラタゴミム

シ，１，０００m，１，２００m ではマヤサンオサムシであっ

た。

６月と１０月では，出現種，個体数とも大きく変化

していた。クロカタビロオサムシ，アルマンオサム

シ，マイマイカブリは６月に出現し，１０月には記録

されず，マヤサンオサムシも６月の採集数は１０月に

比べ極めて多かった。また，オオクロツヤヒラタゴ

ミムシ S. nitidus，コクロツヤヒラタゴミムシ S. mel-

表２ 口三方岳で採集されたゴミムシ類（１０月１２日採集）

種 名 ６００m ９００m １０００m １２００m total

Carabus yamato （Nakane） ヤマトオサムシ １ １

C. maiyasanus Bates マヤサンオサムシ １ １ ２ ４

Leptocarabus procerulus（Chaudoir） クロナガオサムシ １ ８ ４ ２ １５

P. polygenus Bates ニッコウヒメナガゴミムシ １ １ １ ３

Pterostichus sp. クロナガゴミムシ属の１種 １ １

Synuchus nitidus（Motschulsky） オオクロツヤヒラタゴミムシ １ １

S. cycloderus（Bates） クロツヤヒラタゴミムシ ２１５ ８８ ２ ３０５

S. melantho（Bates） コクロツヤヒラタゴミムシ １７ １７

S. takeuchii Habu タケウチツヤヒラタゴミムシ ９ ３ ８ ２０

Trephionus kinoshitai Habu シロウマホソヒラタゴミムシ １ １

合 計 ２４６ １０２ １０ １０ ３６８

＊数値は採集個体数を示す．

図２ ゴミムシ類の種数割合
１）富樫・杉江（１９９４），１９８９年５－１０月調査，無餌ピットフォールトラップ
２）平松（２００２），２００２年７－８月調査，すし酢及びサナギ粉によるベイトトラップ

平松：河内村口三方岳で採集された地表性ゴミムシ類
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antho，タケウチツヤヒラタゴミムシ S. takeuchii は

６月には出現せず，１０月に採集され，クロツヤヒラ

タゴミムシも１０月の採集数は６月よりも極めて多

かった。

４．考 察

口三方岳の地表性ゴミムシ相の特徴

口三方岳の地表性ゴミムシ類の亜科ごとの種数割

合及び本地域のゴミムシ類中最も種数の多かったナ

ガゴミムシ亜科の種数割合を石川県河内村福岡（富

樫・杉江，１９９４）と白峰村市ノ瀬（平松，２００２）の

調査結果と合わせて図２及び図３に示す。なお，河

内村福岡の調査地は標高約２００m の広葉樹林内及び

その林縁とスギ植林地，白峰村市ノ瀬の調査地は標

高８００－１，１００m のブナ帯にある落葉広葉樹林及び

スギ植林地である。それぞれの調査方法等が異なる

ために，詳細な比較はできないが，この２地域と本

地域ではナガゴミムシ亜科が全種数の半分以上を占

めていること，ゴモクムシ亜科 Harpalinae 及びアオ

ゴミムシ亜科 Callistinae が少ないこと，ナガゴミム

シ亜科でナガゴミムシ属及びツヤヒラタゴミムシ属

表３ 口三方岳との共通種

種 名
河内村
福岡１）

白峰村
市ノ瀬３）

C. yamato ヤマトオサムシ ○

C. maiyasanus マヤサンオサムシ ○ ○

L. procerulus クロナガオサムシ ○ ○

D. blaptoides マイマイカブリ ○

P. yoritomus ヨリトモナガゴミムシ ○ ○

P. polygenus ニッコウヒメナガゴミムシ ○

S. nitidus オオクロツヤヒラタゴミムシ ○

S. cycloderus クロツヤヒラタゴミムシ ○ ○

S. melantho コクロツヤヒラタゴミムシ ○

合 計 ７ ６
１）富樫・橋本（１９９４）．
２）平松（２００２）．

図３ ナガゴミムシ亜科の種数割合
１）富樫・杉江（１９９４），１９８９年５－１０月調査，無餌ピットフォールトラップ
２）平松（２００２），２００２年７－８月調査，すし酢及びサナギ粉によるベイトトラップ
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の割合が高いことなど亜科構成や属構成が類似して

いる。

口三方岳で記録された１７種のうち，河内村福岡と

は７種，白峰村市ノ瀬とは６種と，本地域で出現し

た三分の一以上の種がそれぞれの地区と共通してい

た（表３）。共通種数はさらに詳細な調査をするこ

とにより増加するであろう。したがって，共通種の

多さからも白山ろくの森林内のゴミムシ相はいずれ

も類似したものであるということができる。

一方，今回の調査では，この地域を含め特徴的な

分布を示すいくつかの種があった。これらの種の分

布について以下に検討する。

ヤマトオサムシ C. yamato（Nakane）

ヤマトオサムシはこれまで石川県内では河内村福

岡でしか記録されていなかった（富樫・杉江，

１９９４）。筆者は１９９９年から２００２年にかけて同種を河

内村江津（標高２５０m），同村内尾の笠山登山道（標

高７００m），吉野谷村佐良の笠山林道（標高５５０m）

で採集した（未発表）。したがって，同種は少なく

とも河内村直見谷川上流部から吉野谷村の瀬波川よ

り北の標高１，０００m 以下の範囲に分布していると推

察される。また，採集された場所はいずれも落葉広

葉樹林であり，このような環境に好んで生息してい

ると考えられる。

アルマンオサムシ L. harmandi（Lapouge）

アルマンオサムシは青森県南部から琵琶湖の東側

までの中部及び北部日本に分布し，主に山岳部の海

抜５００－２，１００m の範囲に生息することが知られて

いる（Ishikawa，１９８６）。本地域で採集されるのは，

この種のうち最も西に分布する亜種，ニシアルマン

オサムシ L. harmandi mizunumai（Ishikawa）で，両

白山地，飛騨高地，飛騨山脈，御岳，木曽山脈から

記録されている。石川県では，主に尾口村及び白峰

村の白山登山道標高１，０００－２，０００m からの記録が

主で（野中ら，１９８８；平松，１９９９；平松ら，１９９９），

それ以外には富山県境の金沢市赤摩木古山山頂付近

（標高１，４５０m）からの採集例があるだけであった

（中西・野中，１９８８）。筆者は本調査以外にも尾口

村女原の三村山（標高１，０００m）で同種を採集した

（未発表）。したがって，同種は白山周辺の標高１，０００

m 以上２，０００m 以下の範囲に広く分布していると考

えられ，今後の調査によりさらに詳細な分布域が明

らかになると期待される。

ナガゴミムシ属の一種 Pterostichus sp.

本種はこれまでに県内でミヤマナガゴミムシ P.

karasawai Tanaka として記録されていた種である

が，腹端節の形態等が若干異なっており，ここでは

Pterostichus sp.として扱った。同種は県内では，白

山禅定道（高羽，１９９８）や砂防新道の標高１，５００m

での記録（平松，２０００b）があり，白山周辺のブナ

帯上部を中心に分布していると考えられる。

タケウチツヤヒラタゴミムシ S. takeuchii Habu

表４ 主な種の分布高度

種 名 口三方岳 白 山１）

C. maiyasanus マヤサンオサムシ ６００―１，２００m ８００―１，５００m

L. procerulus クロナガオサムシ ６００―１，２００m ８００―１，５００m

L. harmandi アルマンオサムシ １，２００m １，０００―２，０００m

D.blaptoides マイマイカブリ １，２００m ８００―２，３００m

P. subovatus マルガタナガゴミムシ １，０００m ８００―１，２００m

P. yoritomus ヨリトモナガゴミムシ １，２００m １，２００―１，５００m

P. polygenus ニッコウヒメナガゴミムシ ６００―１，０００m ８００―１，５００m

S. cycloderus クロツヤヒラタゴミムシ ６００―１，０００m ８００―２，１００m

S. melantho コクロツヤヒラタゴミムシ ６００― ９００m ８００―２，１００m

S. takeuchii タケウチツヤヒラタゴミムシ ６００―１，２００m １，２００―２，３００m

１）平松（２０００a）．

口三方岳は６００―１，２００m． 白山は８００―２，５００m での調査．

平松：河内村口三方岳で採集された地表性ゴミムシ類
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同種はこれまで石川県では白峰村白山登山道の標

高１，２００－２，３００m の地域で記録されている。さら

に，Martin（１９８９）は同種を長野県南アルプスの甲

斐駒ヶ岳・千丈岳の標高１，２００－３，０００m で採集し

ており，これらの記録に比べても本地域での同種の

分布範囲はかなり低い。

出現標高

今回の調査で，総個体数は６月，１０月とも６００m

地点が最も多く，１，０００m 地点が最も少なかった（表

１，表２）。一方，種数で最も多かったのは６月は

１，２００m 地点，１０月は６００m で，最も少なかったの

は６月で９００m 地点，１０月で１，２００m 地点で，総個

体数，種数とも標高との関連性は見出されなかっ

た。

平松（２０００a）は，白山における地表性ゴミムシ

類が種ごとに一定の分布高度範囲をもっていること

を明らかにした。この調査に比べて，今回の調査高

度は６００－１，２００m とより低い地域であったが，採

集された標高が限られている種も存在した。本調査

結果からは，クロカタビロオサムシ，ヤマトオサム

シ，クロツヤヒラタゴミムシ，コクロツヤヒラタゴ

ミムシは標高９００m 以下の低い地域で，アルマンオ

サムシ，Pterostichus sp．は標高１，０００m 以上のより

高い地域で出現する種ということができる。一方，

マヤサンオサムシ，クロナガオサムシ，タケウチツ

ヤヒラタゴミムシは標高に関係なく多く採集され

た。ただし，表４に示すように本調査での出現高度

は白山での分布高度（平松，２０００a）と必ずしも同

じものばかりではなかった。

出現時期

今回の調査で，６００m，９００m 地点での１０月の総個

体数は，それぞれ６月の３．９倍，５．４倍あった。一

方，１，０００m では両時期の総個体数に大きな差はな

く，１，２００m では逆に６月調査時の総個体数が１０月

の５．３倍あった。これは，１０月の６００m，９００m 地点

ではクロツヤヒラタゴミムシがそれぞれ２１５個体，８８

個体と多量に採集されたのに対して，６月の１，２００

m 地点ではマヤサンオサムシが３３個体と多く採集

されたためで，このことが総個体数の多さに寄与し

ている。

６月に多いクロカタビロオサムシ，アルマンオサ

ムシ，マイマイカブリ，マヤサンオサムシはすべて

オサムシ亜科で，この４種はすべて春に繁殖する。

一方，１０月に多いクロツヤヒラタゴミムシ，コクロ

ツヤヒラタゴミムシ，タケウチツヤヒラタゴミムシ

はすべてツヤヒラタゴミムシ属で，同属の種は秋に

繁殖することが知られている（久保田，１９９８）。こ

れらの種は繁殖期に入ると，栄養を蓄えるために餌

を求めて盛んに活動する。そのため，それぞれの繁

殖期にはより多くの個体が採集されるのであろう。
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はじめに

わが国におけるヘビ類群集については，Fukada

（１９９２），Kadowaki（１９９４）などの低地における研

究例はあるが，山岳地の爬虫類についての報告例は

少なく，特に多くの記録を基にして報告されたもの

はほとんどみられない。少し以前の報告として，赤

羽（１９５８）の御嶽の報告では，爬虫類の種ごとに垂

直分布が述べられているものの具体的な個体数につ

いての記載はない。また柴田（１９７０）の石鎚山，柴

田（１９７１）の大雪山の報告では，主に食性について

述べられており，垂直分布についても触れられてい

るが例数は僅かである。

白山地域を含む石川県内に生息している陸生爬虫

類については徳本（１９９６）に詳しいが，そこでは種

ごとに県内での具体的な記録が記載されているもの

の，環境との関わりなど，より深い考察はなされて

いない。筆者は白山の登山道において，鳥類や哺乳

類の調査時などに出現した爬虫類の記録を集めてき

たが，今回これをまとめ，環境ごとの爬虫類相や各

種の垂直分布について明らかにすることができたの

で報告する。

本報告に先立ち，文献等の収集に大変お世話に

なった徳本 洋氏，戸田光彦氏，森 哲氏，門脇正

史氏，種の同定をしていただいた千石正一氏，また

表１の発見者・確認者に記した多くの方々に謝意を

表します。

調査地と調査方法

白山地域は最高峰である御前峰（標高２，７０２m）

を中心として，南北に主稜線が連なり，また東西に

稜線を派生させ，その間は急峻な谷となっている。

これら稜線上を中心に登山道が広く分布しており，

環境の概略は以下のようである。山頂から標高２，３００

m 付近までがハイマツ林や高山草原，自然裸地（岩

礫地，砂礫地）などの高山帯，それから下の標高１，６００

m 付近までが，オオシラビソ林やダケカンバ林な

どを主とする亜高山帯である。その下は山地帯（ブ

ナ帯）であるが，１，０００m 以上には原生的なブナ林

が多く，それ以下ではブナ林は部分的となり，ミズ

ナラやクリ，コナラ等の落葉広葉樹林やスギ植林地

などとなっている。山麓の集落の標高は，岐阜県白

鳥町上在所が約７４０m，岐阜県白川村平瀬が６３０m，

石川県尾口村一里野が５５０m，石川県白峰村白峰が

５００m などであり，それらより下方に定住地がある

（図１）。調査は基本的に歩道や車道で行っており，

ブナ林や亜高山帯の高木林以外は，樹冠部のない日

当たりのよいところが多い。

爬虫類の記録は，筆者が白山の登山道などを歩き

ながら発見したものについて，その場所と標高を地

形図および高度計により，また環境を目視により記

録したもの（１５５例）を中心とした。また山麓での

生息状況を補足する目的で，石川県内の白山麓での

聞き取り調査により得た情報や，白山自然保護セン

ターに保管されている標本，および徳本（１９９６）の

白山地域（鶴来町，河内村，鳥越村，吉野谷村，尾

口村，白峰村）の記録を加えた。また一部，金沢市

の山地の記録（犀川上流と医王山の６例）について

も，筆者のものに限り含めてある。

調査した白山の登山道は，北から，北縦走路（ゴ

マ平，標高１，８４０m～三方岩駐車場１，４５０m，馬狩７２０

白山地域における爬虫類相－特に生息環境と垂直分布について

上 馬 康 生 石川県白山自然保護センター

REPTILIAN FAUNA IN MT. HAKUSAN AREA－HABITAT

AND VERTICAL DISTRIBUTION

Yasuo UEUMA, Hakusan Nature Conservation Center, Ishikawa
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図１ 調査地域
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m～野谷荘司山１，７９７m），中宮道（中宮温泉６７０m～

ゴマ平～室堂２，４５０m），岩間道（新岩間温泉７９０m

～樅ヶ丘２，０８０m～室堂），楽々新道（新岩間温泉～

小桜平２，０００m～樅ヶ丘），加賀禅定道（ハライ谷口

６５０m～奥長倉山１，７７１m～四塚山２，５３０m～室堂），

百合谷林道９９０m～砂御前山１，３２６m，釈迦新道（室

堂～七倉山２，５６０m～白山釈迦岳２，０５３m～市ノ瀬

８３０m），観光新道（別当出合１，２６０m～室堂），砂防

新道（別当出合～室堂），南竜道，エコーライン（南

竜ヶ馬場２，０７０m～室堂），トンビ岩コース（南竜ヶ

馬場～室堂），展望歩道（南竜ヶ馬場～室堂），山頂

お池めぐりコース（室堂～御前峰～千蛇ヶ池～室

堂），平瀬道（大白川１，２６０m～室堂），別山・市ノ

瀬道（市ノ瀬～チブリ尾根～別山２，３９９m～南竜ヶ

馬場），鳩ヶ湯新道（鳩ヶ湯温泉５４０m～上小池９１０

m～三ノ峰２，１２８m），石徹白道（いとしろ大杉登山

口９６０m～銚子ヶ峰１，８１０m）である。調査は石川県

内のみならず，岐阜県や福井県など広くほとんどす

べての白山の登山道において行った。調査期間は

１９８０年～２００２年である。

なお筆者の聞き取り調査は，１９９５年の吉野谷村と

２００２年の白峰村とで有識者に対して行ったものであ

る。また，徳本（１９９６）の報告では１９４７年～１９９５年

の記録が集められている。

調査結果

調査により集まった記録は合計２３３例，２３７個体で

あり，各種ごとの総個体数は図２に示した。またそ

れぞれについて，種名，発見年月日，発見場所，発

見場所標高，国土数値情報第３次メッシュコード，

個体数，生息環境，発見者，確認者等について表１

に記載した。ただしニホンイシガメについては，多

数とあるのを１個体として計算してある。期間とし

ては１９４７年から２００２年までの記録となるが，１９７０年

代より以前の記録は１１例のみで，全体の９５％以上が

１９８０年から２００２年までの記録である。

年別では２００２年４８例，２００１年２６例，１９９２年２０例，

１９９１年２０例等が多いが，２００２年は特に爬虫類の調査

を目的としたこと，またこれら４年については哺乳

類の糞採集調査で登山道を歩いたことがあり，視点

を地面に集中していたことが結果として爬虫類の発

見に結びついたと考えられる。

カメ目イシガメ科ニホンイシガメ Mauremys ja-

ponica，有鱗目ヤモリ科ニホンヤモリ Gekko japoni-

cus，トカゲ科ニホントカゲ Eumeces latiscutatus，

カナヘビ科ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoi-

des，ナミヘビ科タカチホヘビ Achalinus spinalis，

シマヘビ Elaphe quadrivirgata，ジムグリ Elaphe con-

spicillata，アオダイショウ Elaphe climacophora，シ

ロマダラ Dinodon orientale，ヒバカリ Amphiesma

図２ 白山地域の爬虫類の総記録個体数

上馬：白山地域における爬虫類相－特に生息環境と垂直分布について
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表１ 白山地域で記録された爬虫類一覧
例番号 種 名 年／月／日 場 所 １ 場 所 ２ 場所標高 メッシュコード 個体数 年齢 環 境 発見者・確認者 備考、文献（＊）
No．１ ニホンイシガメ １９５０／頃 吉野谷村 中宮 ４６０ ５４３６－４４３９ １ 池 茨木友男 Ｕ
No．２ ニホンイシガメ １９６０／頃 吉野谷村 下吉野 １９０ ５４３６－４４３９ １ 池 田中 稔 Ｕ
No．３ ニホンイシガメ １９７５／頃・秋 鳥越村 五十谷 ２６０ ５４３６－３４９５ 多数 幼 野村政治 ＊４
No．４ ニホンヤモリ １９９５／夏 吉野谷村 中宮 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 人家 茨木友男 ＊４、Ｕ
No．５ ニホンヤモリ １９９５／夏 吉野谷村 木滑 ２８０ ５４３６－３５６１ １ 人家 海崎夏樹 ＊４、Ｕ
No．６ ニホンヤモリ １９９５／夏 吉野谷村 市原 ２８０ ５４３６－３５７２ １ 人家 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．７ ニホンヤモリ １９９５／夏 鳥越村 出合 １８０ ５４３６－４４２８ １ 野村政治 ＊４
No．８ ニホンヤモリ ２００２／７／ 尾口村 女原 ３１０ ５４３６－３５３２ １ 人家 井南睦子 Ｕ、以前からみられる
No．９ ニホンヤモリ ２００２／７／３１ 河内村 吉岡 １８０ ５４３６－４４４９ １ 成 人家 宮道光男 写真あり
No．１０ ニホンヤモリ ２００２／８／２３ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 幼 人家等 上馬康生 室内で死体
No．１１ ニホントカゲ １９８４／８／２３ 白峰村 チブリ尾根 １０００ ５４３６－１５３７ １ ブナ林 上馬康生
No．１２ ニホントカゲ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ ブナ二次林 上馬康生
No．１３ ニホントカゲ １９９１／１１／７ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ 幼 ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．１４ ニホントカゲ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ 幼 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生
No．１５ ニホントカゲ １９９３／６／１６ 吉野谷村 瀬波川、取入れ～大ザクレ ５００ ５４３６－３５６７ １ 幼 砂礫地 上馬康生 ＊４
No．１６ ニホントカゲ １９９４／５／２０ 吉野谷村 カジヤ谷 ６５０ ５４３６－３６１１ １ オニグルミ林 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１７ ニホントカゲ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．１８ ニホントカゲ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、温泉右岸 ７１０ ５４３６－３６０１ １ 幼 車道、低木林 上馬康生
No．１９ ニホントカゲ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 幼 人家等、草地 上馬康生 写真あり
No．２０ ニホントカゲ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 亜成 人家等、草地 上馬康生 写真あり
No．２１ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生 写真あり
No．２２ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ ２ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生 一方が他方を襲う
No．２３ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３３０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生
No．２４ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３３０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生 約５０ｍに５個体
No．２５ ニホンカナヘビ １９７５／７／１８ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 花井正光 ＊４、Ｓ
No．２６ ニホンカナヘビ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、桧新宮北方 １１６０ ５４３６－２５９８ １ ミズナラ林 上馬康生 ＊４
No．２７ ニホンカナヘビ １９９１／６／５ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳北西 １５７０ ５４３６－２６６３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２８ ニホンカナヘビ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、標識とちのき坂東方 １３３０ ５４３６－２６８２ １ ブナ二次林 上馬康生
No．２９ ニホンカナヘビ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、標識とちのき坂 １３５０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．３０ ニホンカナヘビ １９９１／９／１１ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋西方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．３１ ニホンカナヘビ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、湯谷頭南東方 １４００ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．３２ ニホンカナヘビ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３８０ ５４３６－２６７３ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．３３ ニホンカナヘビ １９９３／５／４ 白峰村 おまい山 ６００～７００ ５４３６－１５９０ １ 成 上馬康生
No．３４ ニホンカナヘビ １９９３／６／８ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき北方 １４３０ ５４３６－２６７３ １ ブナ林 上馬康生
No．３５ ニホンカナヘビ １９９３／６／１６ 吉野谷村 瀬波川、取入れ～大ザクレ ５００ ５４３６－３５６７ １ 成 砂礫地 上馬康生 ＊４
No．３６ ニホンカナヘビ １９９３／８／２４ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂西方 １３４０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生
No．３７ ニホンカナヘビ １９９４／９／１９ 吉野谷村 中宮カジヤ谷 ６５０ ５４３６－３６１１ １ オニグルミ林 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．３８ ニホンカナヘビ １９９５／６／２５ 白峰村・大野市 鳩ヶ湯新道、六本檜 １４３０ ５４３６－０５９８ １ 成 ブナ、ヒノキ林 上馬康生
No．３９ ニホンカナヘビ １９９５／８／９ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １５８０ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４０ ニホンカナヘビ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １６００ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４１ ニホンカナヘビ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １６００ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４２ ニホンカナヘビ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １６００ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４３ ニホンカナヘビ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．４４ ニホンカナヘビ ２００１／５／１５ 白峰村 おまい山 ６７０ ５４３６－１５９０ １ 草地 上馬康生
No．４５ ニホンカナヘビ ２００１／５／１５ 白峰村 おまい山 ６８０ ５４３６－１５９０ １ 草地 上馬康生
No．４６ ニホンカナヘビ ２００１／５／１５ 白峰村 おまい山 ７００ ５４３６－１５９０ １ 草地 上馬康生
No．４７ ニホンカナヘビ ２００１／５／１９ 白峰村 砂御前山 １２５０ ５４３６－２５１３ １ スギ、シャクナゲ林 上馬康生
No．４８ ニホンカナヘビ ２００１／５／１９ 白峰村 砂御前山 １３００ ５４３６－２５１３ １ スギ、シャクナゲ林 上馬康生
No．４９ ニホンカナヘビ ２００１／７／２４ 白峰村 砂防新道 １４１０ ５４３６－１６４０ １ ブナ林 上馬康生
No．５０ ニホンカナヘビ ２００１／７／２４ 白峰村 砂防新道 １４６０ ５４３６－１６４０ １ ブナ林 上馬康生
No．５１ ニホンカナヘビ ２００１／８／８ 白峰村 釈迦新道 １２９０ ５４３６－１５５７ １ ブナ林 上馬康生
No．５２ ニホンカナヘビ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、 ８８０ ５４３６－３６０１ １ 成 高茎草原 上馬康生
No．５３ ニホンカナヘビ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、 １２１０ ５４３６－２６９１ １ 成 ヒノキ、キタゴヨウ林 上馬康生
No．５４ ニホンカナヘビ ２００２／８／２９ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３５０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林 上馬康生
No．５５ ニホンカナヘビ ２００２／８／ 白峰村 赤谷口 ５１０ ５４３６－２５６０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．５６ ニホンカナヘビ ２００２／８／ 白峰村 西山 ７２０ ５４３６－１４８８ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．５７ ニホンカナヘビ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 成 林道、クリ、コナラ林 上馬康生 写真あり
No．５８ ニホンカナヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 幼 オオバヤナギ、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．５９ ニホンカナヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 オオバヤナギ、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．６０ ニホンカナヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 オオバヤナギ、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．６１ タカチホヘビ １９５５／頃 鳥越村 渡津 ２１０ ５４３６－４４０８ １ 富樫一次 ＊４
No．６２ タカチホヘビ １９６０／または６１ 白峰村 六万山釈迦新道入口 ９５０ ５４３６－１５３６ １ 富樫一次 ＊４
No．６３ タカチホヘビ １９８５／８／１２ 吉野谷村 白山スーパー林道 ５９０ ５４３６－３６００ １ 成 車道（山側の端） 戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６４ タカチホヘビ １９８５／８／１４ 吉野谷村 白山スーパー林道 ５７０ ５４３６－３５０９ １ 幼 車道（山側の端） 戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６５ タカチホヘビ １９８５／８／１８ 吉野谷村 白山スーパー林道 ６００ ５４３６－３６１０ １ 成 車道（山側の端） 戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６６ タカチホヘビ １９８５／８／２０ 吉野谷村 白山スーパー林道 ６９０ ５４３６－３６１２ １ 成 車道（山側の端） 八神徳彦・戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６７ タカチホヘビ １９８６／８／４ 金沢市 奥新保町 ２２０ ５４３６－６６７４ １ 成 林道側溝、スギ植林 上馬康生 ＊５、４０～５０㎝、６：１０発見
No．６８ タカチホヘビ １９８６／８／４ 金沢市 奥新保町 ２２０ ５４３６－６６７４ １ 成 林道側溝、スギ植林 上馬康生 ＊５、７：４０、捕獲、９／１まで飼育
No．６９ タカチホヘビ １９８６／８／４ 金沢市 奥新保町 ２２０ ５４３６－６６７４ １ 成 林道側溝、スギ植林 上馬康生 ＊５、７：４０、約３０ｍの間に３個体目
No．７０ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 成 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７１ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７２ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７３ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７４ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７５ タカチホヘビ １９８６／８／１９ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 成 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７６ タカチホヘビ １９８８／６／１５ 河内村 奥三方山登山道 １３００ ５４３６－４６１０ １ 林 正一 ＊４
No．７７ タカチホヘビ １９８８／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．７８ タカチホヘビ １９９２／６／１１ 吉野谷村 中宮、蛇谷自然観察園路 ６５０ ５４３６－３６１１ １ 成 永村春義・上馬康生 Ｓ
No．７９ シマヘビ １９８２／８／２６ 白峰村 チブリ尾根 １６７０ ５４３６－１５３９ １ 成 ブナ、ダケカンバ林 上馬康生
No．８０ シマヘビ １９８４／７／２３ 尾口村 岩間噴泉塔付近 ９００ ５４３６－２６１６ ２ 川端義信 ＊４
No．８１ シマヘビ １９８４／８／２３ 白峰村 チブリ尾根 １５９０ ５４３６－１５３９ １ 成 ブナ林 上馬康生 ８０㎝大
No．８２ シマヘビ １９８７／７／１０ 白峰村 チブリ尾根 １９２０ ５４３６－１６３０ １ 成 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生 １m 大
No．８３ シマヘビ １９８８／６／１９ 鳥越村 河原山 ２７０ ５４３６－３５７１ １ 幼 耕作地、人家等 本田富子・上馬康生 ＊４、Ｓ
No．８４ シマヘビ １９９１／６／６ 吉野谷村 中宮道、清浄坂北西 １１００ ５４３６－２６９１ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．８５ シマヘビ １９９１／７／１０ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳南方 １６９０ ５４３６－２６６４ １ 幼 ダケカンバ林 上馬康生 ３０㎝
No．８６ シマヘビ １９９１／８／２０ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳南方 １６９０ ５４３６－２６６４ １ オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ＊４
No．８７ シマヘビ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、湯谷頭南東方 １４００ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 地上４m のクロベの幹に絡みつく
No．８８ シマヘビ １９９３／５／４ 白峰村 おまい山 ６００～７００ ５４３６－１５９０ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．８９ シマヘビ １９９３／７／２９ 白峰村 砂防新道 １４５０ ５４３６－１６４０ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．９０ シマヘビ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．９１ シマヘビ １９９８／４／２７ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 亜成 人家等 中村真一郎・上馬康生 Ｓ
No．９２ シマヘビ ２００２／７／２９ 鳥越村 三ツ屋野 ２６０ ５４３６－３５８１ １ 幼 車道 上馬康生 写真あり
No．９３ シマヘビ ２００２／８／１ 鳥越村 左礫 ２４０ ５４３６－３４６８ １ 成 車道、耕作地 上馬康生 １m 大、写真あり
No．９４ シマヘビ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋西方 １４１０ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生
No．９５ シマヘビ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 人家等、草原 上馬康生 写真あり
No．９６ シマヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 根倉谷出合 ７３０ ５４３６－１５３４ １ 幼 車道 上馬康生
No．９７ シマヘビ ２００２／９／１８ 鳥越村 三ツ屋野 ２６０ ５４３６－３５８１ １ 成 車道、人家等 上馬康生 写真あり
No．９８ シマヘビ ２００２／９／２０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 幼 人家等 徳野 力 ・上馬康生
No．９９ ジムグリ １９７８／８／１０ 白峰村 室堂平 ２４５０ ５４３６－１６７１ １ 幼 木下道雄 ＊４、Ｓ
No．１００ ジムグリ １９８４／１０／７ 吉野谷村 中宮本村 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 幼 人家等 水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１０１ ジムグリ １９８６／７／下旬 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 田中宏明・上馬康生 ＊４、Ｓ
No．１０２ ジムグリ １９８６／８／２７ 白峰村 御前峰山頂 ２７０２ ５４３６－１６８１ １ 岩礫地 木下道雄・上馬康生 写真あり
No．１０３ ジムグリ １９９０／８／７ 尾口村 加賀禅定道、桧新宮北方 １３５０ ５４３６－２５８８ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１０４ ジムグリ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、奥長倉北方 １６５０ ５４３６－２５５８ １ 幼 ブナ、ヒノキ、クロベ林 上馬康生 ＊４
No．１０５ ジムグリ １９９０／９／２２ 尾口村 加賀禅定道、ハライ谷 １２３０ ５４３６－２５９８ １ 幼 スギ植林 上馬康生 ＊４
No．１０６ ジムグリ １９９１／５／１３ 吉野谷村 途中谷 １０１０ ５４３６－３６２０ ２ 三原ゆかり Ｕ、雪の消えた地上、同所２個体
No．１０７ ジムグリ １９９１／６／５ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳南方 １６００ ５４３６－２６５４ １ 成 ブナ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、８０㎝～
No．１０８ ジムグリ １９９１／６／６ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋 １４４０ ５４３６－２６７３ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４、８０㎝
No．１０９ ジムグリ １９９１／９／２５ 白峰村 観光新道、殿ヶ池下方 １９５０～２０００ ５４３６－１６６０ １ 半田浩志・上馬康生 ”４８，４㎝、S"
No．１１０ ジムグリ １９９１／１２／５ 河内村 口三方岳登山道 ８１０ ５４３６－４５２６ １ 成 ミズナラ林 上馬康生 ＊４、雪の消えた地上、逃げる
No．１１１ ジムグリ １９９４／７／６ 吉野谷村 中宮道 ９９０ ５４３６－２６９１ １ 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１１２ ジムグリ １９９５／６／２５ 白峰村・大野市 鳩ヶ湯新道 １８６０ ５４３６－０６９０ １ 成 ササ、草原 上馬康生
No．１１３ ジムグリ １９９６／６／２４ 尾口村 加賀禅定道、檜新宮西方 １５００ ５４３６－２５７８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ～３０㎝、赤い背と黒班の腹
No．１１４ ジムグリ １９９６／８／２１ 白峰村 室堂平 ２４４８ ５４３６－１６７１ １ 幼 高木雅紀 ＊３
No．１１５ ジムグリ １９９７／８／１２ 白峰村 お池めぐりコース ２５５０ ５４３６－１６８１ １ 幼 高木雅紀 ＊３
No．１１６ ジムグリ ２００１／８／２８ 尾口村 楽々新道 １８００ ５４３６－２６４０ １ 成 オオシラビソ林 上馬康生
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No．１１７ ジムグリ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道 ９４０ ５４３６－３６０１ １ 成 高茎草原 上馬康生
No．１１８ ジムグリ ２００２／１０／４ 尾口村 岩間道 １３５０ ５４３６－２６６１ １ 亜成 ブナ林 野上達也・上馬康生 写真あり
No．１１９ アオダイショウ １９８４／７／２４ 吉野谷村・白川村 念仏尾根（妙法山付近） １７４０ ５４３６－２６ １ 戸田光彦 ＊４
No．１２０ アオダイショウ １９８８／７／９ 白峰村 別当出合手前の S 字カーブ １１７０ ５４３６－１５４８ １ 幼 車道、ブナ林 殊才 実・上馬康生 Ｓ
No．１２１ アオダイショウ １９８８／９／２６ 吉野谷村 中宮本村 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 幼 人家等 水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１２２ アオダイショウ １９９０／７／２４ 白峰村 別当出合 １２６０ ５４３６－１５４９ １ 成 草地 上馬康生 ＊４
No．１２３ アオダイショウ １９９０／８／７ 尾口村 加賀禅定道、奥長倉北方 １６５０ ５４３６－２５５８ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１２４ アオダイショウ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、しかり場南方 １５４０ ５４３６－２５７８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１２５ アオダイショウ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．１２６ アオダイショウ ２００２／８／ 白峰村 赤谷口 ５１０ ５４３６－２５６０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．１２７ アオダイショウ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 亜成 人家等、草地 上馬康生 写真あり
No．１２８ アオダイショウ ２００２／９／１８ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 亜成 林道、スギ植林 上馬康生 写真あり
No．１２９ シロマダラ １９４７／７／２４ 白峰村 白峰～市ノ瀬間 ５４３６－１６ １ 名和正男 ＊４
No．１３０ シロマダラ １９６０／または６１ 白峰村 弥陀ヶ原 ２３４０ ５４３６－１６６１ １ 富樫一次 ＊４
No．１３１ シロマダラ １９７１／９／１１ 吉野谷村 蛇谷 ５４３６－ １ 幼 川岸 Ｓ
No．１３２ シロマダラ １９７４／８／中旬 金沢市 倉谷 ３７０ ５４３６－４６８０ １ 成 山小屋の床下 上馬康生 ＊４
No．１３３ シロマダラ １９８３／夏 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 八神徳彦 Ｓ
No．１３４ シロマダラ １９８３／１１／１０ 白峰村 岩屋俣谷出合 ８８０ ５４３６－１５３７ １ 幼 車道、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．１３５ シロマダラ １９８５／１０／４ 吉野谷村 中宮レストハウス ５９０ ５４３６－３６００ １ 幼 八神徳彦 ＊４、Ｓ
No．１３６ シロマダラ １９９６／７／２８ 金沢市 医王山、西尾平付近 ６５０ ５４３６－６６３２ １ 成 車道 林 哲 Ｓ
No．１３７ シロマダラ １９９９／９／２１ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 成 人家等 安本辰雄・上馬康生 写真あり
No．１３８ シロマダラ ２００１／８／２４ 鳥越村 数瀬～阿手間 ２８０ ５４３６－３４５６ １ 車道 石原一彦 ＊１、道路上で捕獲
No．１３９ シロマダラ ２００１／１１／５ 鳥越村 大日スキー場付近 ３００ ５４３６－３４４５ １ 幼 落葉上 泉 克彦・徳本 洋 ＊２
No．１４０ ヒバカリ １９８３／ 鶴来町 月橋町、獅子吼への車道 ５４３６－５５ １ 車道の側溝 八神徳彦 ＊４、Ｓ
No．１４１ ヒバカリ １９８７／６／３０ 吉野谷村 ブナオ・オオゴロ間スーパー林道 ５７０ ５４３６－３５０９ １ 車道 安本辰雄・水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１４２ ヤマカガシ １９８０／６／１３ 金沢市 犀川ダム下流 ３００ ５４３６－５６１０ １ 成 車道、 上馬康生 ８０～１００㎝大
No．１４３ ヤマカガシ １９８３／９／１９ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 安本辰雄・水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１４４ ヤマカガシ １９８４／１０／１ 吉野谷村 中宮本村 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 幼 人家等 水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１４５ ヤマカガシ １９８６／９／２３ 白峰村・大野市 鳩ヶ湯～赤兎山 １５７０ ５４３６－０５７３ １ 成 ブナ林 上馬康生 大きな個体（斑紋なし）
No．１４６ ヤマカガシ １９８６／９／２４ 大野市 鳩ヶ湯～小池 ６５０ ５４３６－０５５６ １ 幼 車道 上馬康生 死体
No．１４７ ヤマカガシ １９８６／９／２４ 大野市 上小池 ９２０ ５４３６－０５７７ １ 車道 上馬康生 死体
No．１４８ ヤマカガシ １９８７／７／１８ 白峰村 百万貫岩 ６８０ ５４３６－１５５３ １ 亜成 車道 殊才 実・上馬康生 ＊４、Ｓ
No．１４９ ヤマカガシ １９９０／９／２８ 吉野谷村 中宮道 １２５０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生 ＊４、５０㎝～
No．１５０ ヤマカガシ １９９１／７／９ 吉野谷村 中宮道、しなのき南方 １４４０ ５４３６－２６７３ １ 幼 ブナ林 上馬康生
No．１５１ ヤマカガシ １９９１／９／１１ 吉野谷村 中宮道、湯谷頭西方 １２４０ ５４３６－２６８１ １ 幼 ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．１５２ ヤマカガシ １９９１／９／１１ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １４００ ５４３６－２６７２ １ 幼 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．１５３ ヤマカガシ １９９１／９／２５ 白峰村 大杉谷 ９００ ５４３６－１５９５ １ 林道、ミズナラ林 上馬康生 ＊４
No．１５４ ヤマカガシ １９９２／６／１１ 金沢市 倉谷、雨量計 ３８０ ５４３６－４６８０ １ 成 砂礫地 上馬康生 ＊４
No．１５５ ヤマカガシ １９９２／８／４ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき北西方 １４４０ ５４３６－２６７３ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１５６ ヤマカガシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、岩場 １２１０ ５４３６－２６９１ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．１５７ ヤマカガシ １９９３／８／２４ 吉野谷村 中宮道、岩場南東方 １３００ ５４３６－２６８１ １ 幼 ブナ二次林 上馬康生 ＊４、２０㎝～
No．１５８ ヤマカガシ １９９４／５／２０ 吉野谷村 中宮道 ７９０ ５４３６－３６０１ １ 高茎草原 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１５９ ヤマカガシ １９９４／７／６ 吉野谷村 中宮道 ９２０ ５４３６－３６０１ １ 高茎草原 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１６０ ヤマカガシ １９９４／９／１９ 吉野谷村 ジライ谷 ６４０ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１６１ ヤマカガシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １４４０ ５４３６－２６７０ １ 成 ブナ、コメツガ林 上馬康生 ４０㎝～
No．１６２ ヤマカガシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １６００ ５４３６－２６６０ １ 成 オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ６０㎝～
No．１６３ ヤマカガシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １６３０ ５４３６－２６６０ １ 成 ダケカンバ林 上馬康生 ６０㎝
No．１６４ ヤマカガシ １９９５／９／４ 白峰村 観光新道 １８００ ５４３６－１５５９ １ オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ４０㎝～、斑点なし
No．１６５ ヤマカガシ １９９５／９／４ 白峰村 観光新道 １８３０ ５４３６－１６６０ １ オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ４０㎝～
No．１６６ ヤマカガシ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、奥長倉小屋北方 １７２０ ５４３６－２５４８ １ 成 ダケカンバ林 上馬康生 ７０～１００㎝、写真あり
No．１６７ ヤマカガシ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 U
No．１６８ ヤマカガシ １９９６／７／２５ 白川村 平瀬道 ２０７０ ５４３６－１６７３ １ ササ、低木林 上馬康生
No．１６９ ヤマカガシ １９９６／８／２１ 白川村 平瀬道 ２３４０ ５４３６－１６７２ １ 高木雅紀 ＊３
No．１７０ ヤマカガシ １９９６／１０／２１ 尾口村 加賀禅定道、長倉山南方 １６２０ ５４３６－２５６８ １ 成 ダケカンバ、ブナ林 上馬康生 １m 大
No．１７１ ヤマカガシ １９９８／６／１２ 白峰村 釈迦新道 １２６０ ５４３６－１５５７ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７２ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １０６０ ５４３６－４１０６ １ 幼 上馬康生
No．１７３ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １３７０ ５４３６－０６４１ １ 幼 ブナ林 上馬康生
No．１７４ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １４１０ ５４３６－０６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７５ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １４５０ ５４３６－０６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７６ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １５２０ ５４３６－０６５２ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７７ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町・荘川村 石徹白道、銚子ヶ峰 １６２０ ５４３６－０６６２ １ 成 ブナ林 上馬康生 ８０㎝大、ヒキガエル（５㎝～）くわえる
No．１７８ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町・荘川村 石徹白道、銚子ヶ峰 １８１０ ５４３６－０６７１ １ 成 ササ 上馬康生
No．１７９ ヤマカガシ ２００１／８／８ 白峰村 釈迦新道 １６００ ５４３６－１５６８ １ 幼 ブナ林 上馬康生
No．１８０ ヤマカガシ ２００１／８／８ 白峰村 釈迦新道 １８３０ ５４３６－１５７８ １ 幼 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生
No．１８１ ヤマカガシ ２００１／８／２８ 尾口村 楽々新道 １４６０ ５４３６－２６６０ １ 成 キタゴヨウ、コメツガ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１８２ ヤマカガシ ２００１／８／２８ 尾口村 楽々新道 １８４０ ５４３６－２６４０ １ 成 ササ、低木林 上馬康生 １m 大
No．１８３ ヤマカガシ ２００１／８／３０ 吉野谷村・白川村 北縦走路、妙法山北方 １７００ ５４３６－２６６７ １ 成 オオシラビソ林 上馬康生
No．１８４ ヤマカガシ ２００１／９／２３ 尾口村 岩間道 １５６０ ５４３６－２６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１８５ ヤマカガシ ２００１／９／２３ 尾口村 岩間道 １７００ ５４３６－２６５１ １ 成 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生
No．１８６ ヤマカガシ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂 １３４０ ５４３６－２６８１ １ 成 ブナ二次林 上馬康生
No．１８７ ヤマカガシ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂 １３６０ ５４３６－２６８１ １ 成 ブナ二次林 上馬康生
No．１８８ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １２３０ ５４３６－１５３８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ３０～４０㎝
No．１８９ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １２８０ ５４３６－１５３８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ３０～４０㎝
No．１９０ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １４３０ ５４３６－１５３８ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９１ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １４４０ ５４３６－１５３８ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９２ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １５８０ ５４３６－１５３９ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９３ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １６１０ ５４３６－１５３９ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９４ ヤマカガシ ２００２／９／３ 白峰村 御前峰山頂 ２７０２ ５４３６－１６８１ １ 成 岩礫地 土田 博・千石正一 写真あり
No．１９５ ヤマカガシ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 成 林道、スギ植林 上馬康生 写真あり
No．１９６ ヤマカガシ ２００２／９／１２ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 田中 稔 写真あり
No．１９７ ヤマカガシ ２００２／９／１３ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 幼 林道、クリ、コナラ林 上馬康生
No．１９８ ヤマカガシ ２００２／９／１８ 尾口村 女原 ３５０ ５４３６－３５２２ １ 成 車道 上馬康生 写真あり
No．１９９ ヤマカガシ ２００２／１０／４ 尾口村 岩間道、コエト小屋跡 １７００ ５４３６－２６４１ １ 成 オオシラビソ林 野上達也・上馬康生 写真あり
No．２００ ニホンマムシ １９８１／９／２２ 白峰村 チブリ尾根 １０５０ ５４３６－１５３７ １ 成 ブナ林 上馬康生 ６０～７０㎝大
No．２０１ ニホンマムシ １９８２／６／２０ 吉野谷村 蛇谷 １ 松井正人 ＊４
No．２０２ ニホンマムシ １９８２／９／２４ 尾口村・鳥越村 鷲走ヶ岳 １０２０ ５４３６－３４１９ １ 成 上馬康生 山頂へ９００m の位置
No．２０３ ニホンマムシ １９８４／７／２１ 吉野谷村 中宮展示館付近 ６００ ５４３６－３６１１ ２ 戸田光彦 ＊４
No．２０４ ニホンマムシ １９８４／７／２３ 尾口村 岩間噴泉塔付近 ９００ ５４３６－２６６１ １ 戸田光彦 ＊４
No．２０５ ニホンマムシ １９８６／６／２８ 白峰村 チブリ尾根 １４００ ５４３６－１５３８ １ 成 ブナ林 上馬康生 ６０㎝～
No．２０６ ニホンマムシ １９８６／８／２８ 白峰村 チブリ尾根 １２３０ ５４３６－１５３８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２０７ ニホンマムシ １９９０／８／７ 尾口村 加賀禅定道、御仏供水 １４００ ５４３６－２５７８ １ 成 高茎草原 上馬康生
No．２０８ ニホンマムシ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、長倉山南方 １６６０ ５４３６－２５６８ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２０９ ニホンマムシ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき南東方 １５７０ ５４３６－２６７３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１０ ニホンマムシ １９９１／９／１０ 吉野谷村 中宮道、標識滝ヶ岳北西方 １６６０ ５４３６－２６６３ １ ダケカンバ林 上馬康生 ＊４
No．２１１ ニホンマムシ １９９２／６／１１ 金沢市 高三郎山、クラコシ尾根 １０６０ ５４３６－４６５１ １ ヒノキ、ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１２ ニホンマムシ １９９２／８／４ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳北西方 １５２０ ５４３６－２６６３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１３ ニホンマムシ １９９２／８／４ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳北西方 １６００ ５４３６－２６６３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１４ ニホンマムシ １９９２／８／１１ 吉野谷村 中宮道、岩場北方 １２００ ５４３６－２６９１ １ ブナ林 上馬康生
No．２１５ ニホンマムシ １９９２／８／１１ 吉野谷村 中宮道、標識湯谷頭南東方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．２１６ ニホンマムシ １９９２／８／１１ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき南東方 １４４０ ５４３６－２６６３ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４、６０㎝大
No．２１７ ニホンマムシ １９９２／８／１２ 吉野谷村 中宮道、ゴマ平南方 １８５０ ５４３６－２６４４ １ 幼 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生 ＊４、１５～２０㎝大
No．２１８ ニホンマムシ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂 １３５０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．２１９ ニホンマムシ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき南東方 １５５０ ５４３６－２６６３ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４、５０～６０㎝大
No．２２０ ニホンマムシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ 成 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、６０㎝大
No．２２１ ニホンマムシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ 成 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、６０～７０㎝大
No．２２２ ニホンマムシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ 成 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、６０～７０㎝大
No．２２３ ニホンマムシ １９９３／８／２４ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋 １４５０ ５４３６－２６７３ １ ブナ林 上馬康生 逃げる
No．２２４ ニホンマムシ １９９５／７／２９ 吉野谷村 姥ヶ滝上 ７５０ ５４３６－３６０４ １ 林 正一 ＊４
No．２２５ ニホンマムシ １９９５／８／９ 尾口村 加賀禅定道 １３７０ ５４３６－２５８８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２２６ ニホンマムシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １３６０ ５４３６－２６７０ １ 成 ブナ林 上馬康生 ４０㎝～
No．２２７ ニホンマムシ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．２２８ ニホンマムシ １９９６／５／１１ 金沢市 高三郎山、砺倉分岐 ９２０ ５４３６－４６５１ １ ブナ林 上馬康生 ３０㎝～
No．２２９ ニホンマムシ １９９６／６／２４ 尾口村 加賀禅定道、しかり場南方 １５２０ ５４３６－２５７８ １ 成 ブナ林 上馬康生 太い、５０～７０㎝
No．２３０ ニホンマムシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １４６０ ５４３６－０６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２３１ ニホンマムシ ２００２／７／２４ 尾口村 加賀禅定道、 １３２０ ５４３６－２５８８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２３２ ニホンマムシ ２００２／７／２６ 尾口村 岩間道 １６７０ ５４３６－２６５１ １ 成 コメツガ林 上馬康生
No．２３３ ニホンマムシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １７５０ ５４３６－１５３９ １ 成 オオシラビソ林 上馬康生 ５０㎝～

＊１：石原一彦（２００２） ＊２：泉 克彦（２００２） ＊３：高木雅紀（１９９８） ＊４：徳本 洋（１９９６） ＊５：徳本 洋・上馬康生（１９９６） ＊６：戸田光彦（１９８５） Ｓ：石川県白山自然保護センター標本 Ｕ：上馬康生聞き取り
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vibakari vibakari，ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus ti-

grinus，クサリヘビ科ニホンマムシ Gloydius blomhof-

fii の２目６科１２種が記録された。ただし，和名，

学名は爬虫両棲類学会（２００１）によった。

この中で最も多く見つかったのはヤマカガシで５８

個体，全体の２４．５％であり，次いでニホンカナヘビ

３６個体（１５．２％），ニホンマムシ３５個体（１４．８％）

が多く，この３種で全体の５４．４％となり半数を超え

る（図２）。またジムグリ，タカチホヘビ，シロマ

ダラなど，一般的にはあまり多く見つからない種が

比較的多く記録されている。これは図３に示したよ

うに収集されて標本となっているものが多いことに

よる。すなわちジムグリやシロマダラのように，特

異な色をしていて目立ったり種名が分からないた

め，またタカチホヘビのように同時期に同じ人に集

中して発見されるなど，選択的に収集されたためと

考えられる。これら標本は，３個体を除いてすべて

１，０００m 未満での記録である。

環境別の爬虫類相

爬虫類相を環境別にみていくに際し，調査地のと

ころで述べたように白山の環境を大きく次の４つに

分けた。まず最も低いところは，山麓の集落周辺か

ら車道があったり植林地や二次林など比較的人の手

が加わっている標高１，０００m 未満の範囲で，ここを

山麓部とした。次に，良好なブナ林の広がる標高

図３ 石川県白山自然保護センターの爬虫類標本数

図４ 白山山麓部の爬虫類記録個体数

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）
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１，０００m から標高１，６００～１，７００m 付近（この範囲で

もオオシラビソやダケカンバが優占しておれば，記

録は次の亜高山帯に入れた）がブナ帯。そこから

２，３００m 未満までのオオシラビソ林やダケカンバ林

を中心とするところが亜高山帯。それより上で山頂

御前峰までのハイマツ林や高山草原，岩礫地や砂礫

地のあるところが高山帯である。

山麓部

全体の４６．８％にあたる１１１個体の記録はこの範囲

にあり，タカチホヘビ１７個体が最も多く，ヤマカガ

シとニホンカナヘビがともに１６個体とこれに次いで

多い。以下シマヘビ，ニホントカゲ，シロマダラが

続き，全体で１２種記録された（図４）。タカチホヘ

ビはこの範囲で集中的に収集されたものである。前

にも述べたように限られた種が選択的に収集されて

いるので，これがこの環境の爬虫類相の特徴を表し

ているとはいえないが，今回記録されたすべての種

がみつかっていることと特定の種に偏りがないこと

が特徴といえるかもしれない。

ブナ帯

全体の４０．１％にあたる９５個体の記録があった。ヤ

マカガシが最も多く２７個体（２８．４％），次いでニホ

ンマムシ２４個体（２５．３％），ニホンカナヘビ２０個体

（２１．１％）と続き，この３種で７４．７％となり大部分

を占めている。この３種がブナ林の代表的な爬虫類

といえる。他にジムグリ，シマヘビ，ニホントカゲ，

アオダイショウ，タカチホヘビの計８種が記録され

た（図５）。

図５ 白山ブナ帯の爬虫類記録個体数

図６ 白山亜高山帯の爬虫類記録個体数

図７ 白山高山帯の爬虫類記録個体数

上馬：白山地域における爬虫類相－特に生息環境と垂直分布について
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図８ 白山地域の爬虫類の垂直分布
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亜高山帯

５種２４個体の記録があり，ヤマカガシが１３個体

（５４．２％）で最も多い。以下ニホンマムシ４個体，

ジムグリ３個体，シマヘビ３個体，アオダイショウ

１個体である（図６）。ヤマカガシが特に多いのが

特徴である。

高山帯

３種７個体の記録があり，ジムグリ４個体，ヤマ

カガシ２個体，シロマダラ１個体である（図７）。

ジムグリが多いのが特徴といえる。特にジムグリお

よびヤマカガシは，白山山頂の御前峰２，７０２m 三角

点付近の岩礫地に記録があり，白山で最も標高の高

い場所での記録である。

各種の垂直分布と主な生態

ニホンイシガメ

３例の記録があるが，いずれも少し以前の記録

で，最近いるという情報は得られていない。石川県

内では，低山地につくられた農業用貯水池や河川の

中流より上での発見例が多いとされる（徳本，１９９６）。

白峰村在住の山口一男氏によると，白峰村では昔か

らいるという話はないとのことであり，少し以前の

記録であるが，吉野谷村中宮の溜め池の標高４６０m

が白山地域では最も標高の高い場所である。

ニホンヤモリ

石川県内では，能登，加賀ともに低地の建築物に

広く生息し，人家の比較的多い大きな谷に沿ってか

なり深く分布を広げており，最も上流では吉野谷村

で確認されているが，その下流の河内村では記録が

ない（徳本，１９９６）とされていた。今回２００２年７月

３１日に河内村吉岡で成体が見つかった。また同年８

月２３日には吉野谷村木滑で幼体が見つかっている。

尾口村でも女原で２００２年７月にみつかっている。発

見者の井南睦子氏によれば女原では以前からみられ

るという。白峰村からはまだ知られていない。吉野

谷村中宮の標高４６０m が最も高い場所での記録であ

る。いずれも７～８月および夏に発見されている。

以上のすべてを合わせると７例７個体の記録となっ

た（図８）。赤羽（１９５８）は，ニホンヤモリは御嶽

では採集も記録もないとしている。

ニホントカゲ

１４例１５個体が記録され，山麓部からブナ帯の標高

１，３９０m まで分布している（図８）。山麓部に普通

にみられ，２００２年９月１１日の吉野谷村高倉山林道で

の例のように集中して見つかることがある。このと

きは，スギ植林地や落葉広葉樹林で囲まれた舗装道

路の約５０m 間に５個体発見でき，そのうち一例は

大きい個体が小さい個体を襲うように追いかけてい

た。季節的に最も早い記録は５月２０日（標高６５０m）

で，最も遅い記録は１１月７日（標高１，３９０m）であっ

た。御嶽では，標高１，５００から１，６００m までみられ

るが森林帯より上ではみられないとしている（赤

羽，１９５８）。白山でも今後，今回記録した最高標高

よりさらに高いところで見つかる可能性がある。

ニホンカナヘビ

３６例３６個体が記録され，全体としてヤマカガシに

ついで数が多い。山麓からブナ帯上部まで広く分布

しており，最も標高の高いところは１，６００m であっ

た（図８）。川原の砂礫地，林道上，草地，人家，

オニグルミ林，オオバヤナギ－ドロノキ林，クロベ

－キタゴヨウ林，ブナ二次林，ブナ原生林等，様々

な環境に生息していた。ブナ帯の優占種（第３位）

である。御嶽では山麓一帯にみられるが，山地に入

るに従って少なくなり，標高１，１００m 位の所までみ

られるとしている（赤羽，１９５８）が，白山ではより

高所まで多く分布していた。

タカチホヘビ

１８例１８個体が記録された。この内１１個体は標本で

ある。標高７００m 以下に１６個体と，ほとんどが記録

されているが，９５０m，１，３００m での記録もある（図

８）。御嶽では標高８００m から１，０００m の間で採集さ

れている（赤羽，１９５８）。次にこの種は，同じ日ま

たは同じ時期に狭い範囲に集中してみつかっている

のが特徴である。それらは，多くが車道の山側の部

分や側溝内に死体や生きた個体がみつかっている

（戸田，１９８５；徳本・上馬，１９９６）。

１９８６年８月４日の例では，標高２２０m の両側がス

ギ植林地（山側）と落葉広葉樹林（谷側）である林

道の，山側につくられた新しいコンクリート側溝内

に生きた個体が３頭ほぼ同じ時刻にみつかった。距

離約３０m 間に午前６時１０分に１個体，７時４０分に

２個体みつかり，大きさからいずれも成体と考えら

れた。その内１個体を捕獲し飼育したところ，８月

１４日に脱皮し，９月１日まで生きており，その時点

で体内に卵を３個持っていることが分かっている。

１９８６年８月１７日の例では，標高５９０m の，両側が高

茎草原や落葉広葉樹林（山側）と低木林や高茎草原

（谷側）である車道の距離約５００m 間に５個体みつ

かっている。この時はすべて死体であったが，時間

的に日射が強くなってからの発見であったためと考
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えられる。

このように，かなり高い密度で生息している場所

があることが分かる。夜行性のヘビであることやあ

まり目立たない小さい個体であるにもかかわらず，

このように比較的多く記録されており，場所によっ

ては普通種であるといえる。

なお，大野（１９８７）にタカチホヘビの産地の一つ

として白峰村白山御前峰となっているものがある

が，これは松村（１９６３）を引用したものであり，そ

の記載内容「白山御前峰付近にいる蛇で，あまり大

きくなく，色は赤みを帯びたやや透明感のある，い

かにも弱々しい感じの蛇である」からは，これをタ

カチホヘビと断定するには無理がある。むしろ後述

するようにジムグリが高山帯で比較的よくみつかっ

ていることや，前記の色彩の記録からもジムグリと

考えることのほうが妥当であろう。

シマヘビ

２０例２１個体の記録があり，低地から標高１，９２０m

の亜高山帯まで生息している（図８）。ブナ林で５

例，ブナ帯のクロベ－キタゴヨウ林で２例，ダケカ

ンバ林やオオシラビソ林で３例などの記録がある。

一般の人によく知られ，石川県内の海岸沿いから低

山に広く記録されているが（徳本，１９９６），白山地

域の低地の人家や耕作地のみならず，ブナ帯や亜高

山帯にまで生息していることがわかる。

ジムグリ

２０例２１個体の記録があった。白山地域では低山に

も記録はあるが，むしろブナ帯以上高山帯までに多

くみつかっている。特記すべきは白山山頂，御前峰

三角点付近でみつかっていることや，これを含め高

山帯に４例の記録があることである（図８）。この

他，未確認のため表１には記してないが，２００２年７

月３０日１４：００頃，白山の神社の石垣の中で長さ３０㎝

ほどの赤っぽいヘビを，また同年８月１３日１１：００頃

血ノ池付近で２０㎝くらいの茶色のヘビをそれぞれ見

たとの登山者の情報がある（石川県自然解説員研究

会 ２００２）。ともにジムグリの可能性が高く，前者

は標高約２，７００m，後者は標高約２，５８０m の，ともに

高山帯での記録である。これらのことから，ジムグ

リは高山帯には普通種として生息している可能性が

ある。御嶽の報告でも，劔ヶ峯（標高３，０６５m）頂

上三角点のあるところの岩の間でみたとされ，標高

２，５００m 以上でみかける蛇はほとんどこの種にかぎ

られる（赤羽 １９５８）としているのは，白山と類似

している。

次に出現時期としては，最も早い記録が５月１３日

（標高１，０１０m）の２個体から，遅いもので１２月５

日（標高８１０m）までの間に記録されている。特に

この２例は，ともに積雪期の記録であるが，雪の消

えた地上の落ち葉の上でみつかっている。前者は２

個体が接していて動かなかったといい（三原，私信），

ヘビの交尾は一般には春に行われる（Hukada，

１９９２）ので交尾中であった可能性がある。後者は暖

かな一日で，すぐに逃げて落ち葉の下へ潜り込むの

を目撃している。ともに山地の記録としては時期的

に特異であり，気温等条件がよければ，早い時期か

らかなり遅くまで活動していることが推定される。

アオダイショウ

シマヘビとともに一般によく知られたヘビである

が，１０例１０個体と記録は多くない。山麓部で半数が

みつかっているが，ブナ帯から亜高山帯下部（標高

１，７４０m）でもみつかっている（図８）。あまり一般

的なため記録として残っていないが，少なくとも山

麓部の人家や耕作地周辺では，聞き取り調査による

と実際は普通種であると考えられる。

シロマダラ

夜行性のヘビにもかかわらず，１１例１１個体の記録

があった。その内４個体は収集されて標本としてあ

る。詳しい場所が分からない２個体を含め１０個体ま

でが標高１，０００m 以下でみつかっている。１個体の

み少し古い記録であるが，白山の弥陀ヶ原（標高

２，３４０m）で記録されている（図８）。御嶽では，そ

の分布は山麓帯のみで高いところではみられない

（赤羽，１９５８）としている。

ヒバカリ

２例２個体のみで，鶴来町の獅子吼高原への車道

と，吉野谷村の白山スーパー林道で記録されてい

る。小型であまり目立たない体色のためか，標本が

この２個体あるのみである。石川県内では能登地方

で広く記録があり，舳倉島での生息も知られてい

る。今後注意して探せば，白山地域でももっと多く

記録されるであろう。

ヤマカガシ

今回，全体の約４分の１にあたる５６個体と最も多

く記録された。第２位がニホンカナヘビの３６個体で

あるから，群を抜く多さといえる。低地から標高

１，８４０m まで連続して生息しており，ブナ帯および

亜高山帯の爬虫類相の第１位を占める。２００m ごと

の個体数の標高別分布をみてみると図９のようにな

り，１，２００m～１，９９９m に多く，特に１，４００m～１，５９９
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標高�

標高�

m に多いことがわかる。御嶽では平地から７合半

（標高２，３００m）位までいるが５合（標高１，６００m）

以上には稀であるとしている（赤羽，１９５８）。白山

では高山帯でも２個体記録され，その１個体は２００２

年９月３日に山頂御前峰の三角点付近の岩礫地でみ

つかっており，白山で最も高い場所での記録である

（図８）。このヘビはカエル類が主な餌とされるが，

筆者は白山では標高２３００m 付近までにおいてアズ

マヒキガエルおよびタゴガエルと思われるものをみ

ているが，それ以上標高の高い場所でカエル類はみ

たことがなく，特に御前峰の山頂付近の岩礫地で

は，カエル類のみならず餌となりそうなサンショウ

ウオ類の生息も考えにくい。高山帯で何を食べてい

るのか興味のあるところである。なお白山における

タゴガエルの確実な記録として最も標高の高い場所

は，砂防新道黒ボコ岩付近の標高２，３００m である（宮

崎，１９９６）。

ヤマカガシは同じ日に集中して記録されることが

あり，２００１年７月２８日には石徹白道の標高１，０６０m

から１，８１０m の間のブナ林から亜高山帯下部で距離

４．２㎞に７個体（１，６７／㎞）が，また２００２年８月２７日

にはチブリ尾根の標高１，２３０m から１，６１０m の間の

ブナ林で，距離１．５㎞に６個体（４／㎞）がみつかっ

ている。

ニホンマムシ

３４例３５個体記録され，全体としてヤマカガシ，ニ

ホンカナヘビに次いで数が多い。特にブナ帯での記

録が２４個体と多く優占種（第２位）であり，亜高山

図９ ヤマカガシの標高別記録個体数

図１０ ニホンマムシの標高別記録個体数
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帯でも４個体みつかりヤマカガシに次いで多い種と

なっている。最も高い場所としては中宮道のゴマ平

南方，標高１，８５０m のダケカンバ－オオシラビソ林

でみつかっており，低地からこの標高まで連続して

記録があった（図８）。特に数が多いのは，図１０に

示したように標高１，２００～１，５９９m の範囲である。

御嶽では，個体数は少なくその分布も５合半（標高

１，７００m）までとされており（赤羽，１９５８），白山と

はかなり異なっている。

おわりに

白山地域で最も数の多い爬虫類はヤマカガシであ

り，また垂直的に最も広い分布をしているのはジム

グリとヤマカガシであることがわかった。低地の研

究で，京都市の水田地帯で最初ヤマカガシの数が圧

倒的に多かったが，約１５年の間に環境が急変すると

ともにヤマカガシの数は減少し，ある年からシマヘ

ビが優勢となったことが述べられている（Fukada，

１９９２）。今回述べた白山の山麓部を除くブナ帯以上

（標高１，０００m 以上）山頂までは，本来の自然がよ

く残っているところであり，各環境ごとの爬虫類相

は，自然のよい状態を表していると考えられる。今

後，少なくとも人為による環境の変化に伴う爬虫類

相の変化のないことを願いたい。次に御嶽の調査で

は，数のみならず具体的な植生等環境の記載がない

ので，詳しい比較ができなかった。また，爬虫類の

行動は，季節や時刻，天気などにも大きく影響され

ると考えられるので，今後，山岳地の爬虫類相を調

べる時には，調査時期や時刻を考えることと，環境

のみならず天気や気温，日射の当たり具合等も記録

しておくべきである。

摘 要

・白山地域の爬虫類の記録を収集したところ，２３３

例あり，個々について記録場所，標高，生息環境

等を一覧表として示した。

・２目６科１２種が記録され，ヤマカ ガ シ（５８個

体，２４．８％），ニホンカナヘビ（３６個体，１５．２％），

ニホンマムシ（３５個体，１４．８％）が多かった。ま

た，一般的には記録が少ないタカチホヘビやシロ

マダラなども比較的多く記録された。

・環境別ではブナ帯でヤマカガシ，ニホンマムシ，

ニホンカナヘビが優占し，亜高山帯でもヤマカガ

シが優占していた。また高山帯ではジムグリが最

も多かった。

・各種の垂直分布図を作成した。ジムグリとヤマカ

ガシが白山山頂，御前峰の三角点付近の標高２，７０２

m で記録された。

・一部の種について，明らかとなった生息密度や行

動などについて述べた。
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爬虫両棲類学会（２００１）標準和名選定委員会の発足と途中

経過．爬虫両棲類学会報，２００１（２），９３－９８．

石川県自然解説員研究会（２００２）平成１４年度白山活動報告

書のまとめ．

石原一彦（２００２）石川県内のシロマダラとタカチホヘビの

追加記録．いしかわ人は自然人６１号，６７．「自然人」編集

委員会．株式会社橋本確文堂．

泉 克彦（２００２）鳥越村でシロマダラを発見．いしかわ人

は自然人６１号，６７．「自然人」編集委員会．株式会社橋本

確文堂．

Kadowaki,S．（１９９４）A Preliminary Study of the Ecology of a

Japanese Snake Community-Species Composition over Five

Years. Japanese Journal of Herpetology１５（４），１２６－１３０．

松村 高（１９６３）動物．白山とその周辺，１０６－１１１．朋文

堂．東京．

宮崎光二（１９９６）両生類．石川県の両生・爬虫類，１－３１．

石川県両生爬虫類研究会編．石川県環境安全部自然保護

課発行．

大野正男（１９８７）日本のタカチホヘビ．日本の生物，１

（１０），４８－５５．

柴田保彦（１９７０）石鎚山地域の両生爬虫類相 とくに爬虫

類の食性と垂直分布について．陸上生態系における動物

群集の調査と自然保護の研究昭和４４年度研究報告，３７－

４５．

柴田保彦（１９７１）北海道大雪山地域の両生爬虫類相．陸上

生態系における動物群集の調査と自然保護の研究昭和４５

年度研究報告，５１－６０．

高木雅紀（１９９８）両生類・爬虫類．平成９年度生態系多様性

地域調査（白山地区）報告書，９－１２．岐阜県・石川県．

徳本 洋（１９９６）カメ類・有鱗類．石川県の両生・爬虫

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）

－ ５２ －



類，３３－５９．石川県両生爬虫類研究会編．石川県環境安

全部自然保護課発行．

徳本 洋・上馬康生（１９９６）石川県内でのタカチホヘビの

記録追加．いしかわ人は自然人３５号，５５．「自然人」編集

委員会．株式会社橋本確文堂．

戸田光彦（１９８５）石川県白山麓におけるカタチホヘビの新

産地．石川県白山自然保護センター研究報告第１２集，６７

－６９．

上馬：白山地域における爬虫類相－特に生息環境と垂直分布について
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はじめに

キツネ，テン，オコジョの生息状況を明らかにす

るため，昨年に引き続き白山の登山道においてそれ

らの糞を採取し，内容物を調査した。調査方法は昨

年（上馬・徳野，２００１）と同じである。資料作成に

協力いただいた西 真澄美さんに感謝の意を表しま

す。

調査地および調査結果

今年度新たに調査を行ったのは加賀禅定道，岩間

道，中宮道，別山・市ノ瀬道である。また，砂防新

道，山頂池めぐりコースにおいては再度調査した。

合計３５３個の糞が採取でき，内訳はキツネ５８個（１６．４

％），テン２６４個（７４．８％），オコジョ２５個（７．１％），

不明６個（１．７％）であった。砂防新道や山頂池め

ぐりコースなど登山者の利用の多い登山道では，昨

年同様他の利用の少ない登山道に比較して糞の数が

少なかった。しかし，加賀禅定道および岩間道と中

宮道および別山・市ノ瀬道のように，ともに利用者

の多くない登山道であるにもかかわらず，前者は糞

の数が少なく後者は数が非常に多い点など，単に利

用状況のみが原因ではないと考えられる。昨年の調

査資料と合わせて，また登山道の利用状況について

の資料等を参考に，来年度詳しい分析や考察をする

予定である。

ここには今年度調査した各登山道ごとの調査年月

日，種名，標高，内容物等を表に示した。

白山の登山道におけるキツネ，テン，オコジョの糞の内容（２００２年）

上 馬 康 生・徳 野 力 石川県白山自然保護センター

DROPPINGS OF RED FOX（VULPES VULPES JAPONICUS），

JAPANESE MARTEN（MARTES MELANPUS MELANPUS）

AND HONDO STOAT（MUSTELA ERMINEA NIPPON）

ON THE TRAILS IN MT. HAKUSAN IN２００２

Yasuo UEUMA & Chikara TOKUNO, Hakusan Nature Conservation Center, Ishikawa

No. 登山道 年月日 種名 標高 内容物 備考

１ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン ９９０ 昆虫 黒色、新しい

２ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １０３０ 種子、果皮（紫色）、
昆虫 黒色

３ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １０３０ 種子、果皮（紫色） 黒色、新しい

４ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １１３０ 種子、果皮（紫色） 黒色、新しい

５ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １１５０ 種子、果皮、昆虫
（甲虫） 黒色、新しい

６ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １１８０ 獣毛、骨片、昆虫 黒色

７ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １１８０ 獣毛、昆虫 黒色、No．６と
同所

８ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １１８０ 昆虫（甲虫） 黒色、No．６と
同所

９ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １２３０ 種子、果皮（紫色） 黒色、新しい

１０ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １２５０ 種子、果皮、獣毛、
昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１１ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １２６０ 種子、果皮（紫色）、
昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１２ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １２６０ 種子、獣毛、昆虫 黒色、カビ

１３ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １５１０ 種子、果皮 黒色、新しい

１４ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １５１０ 種子、果皮（紫色） 黒色

１５ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １５４０ 種子、果皮

１６ 加賀禅定道 ０２０７２４ テン １６１０ 種子、果皮 黒色、新しい

１７ 加賀禅定道 ０２０７２５ オコジョ １８３０ 獣毛、骨片 黒色、新しい

１８ 加賀禅定道 ０２０７２５ オコジョ １８３０ 獣毛、骨片 黒色、新しい、
No．１７と同所

１９ 加賀禅定道 ０２０７２５ テン １８９０ 獣毛、骨片、昆虫 黒色

２０ 加賀禅定道 ０２０７２５ テン ２１２０ 獣毛、骨片 白色、古い、
天池手前

２１ 加賀禅定道 ０２０７２５ キツネ ２０６０ 種子、獣毛、骨片 灰色、古い

２２ 加賀禅定道 ０２０７２５ 不明 ２４６０ 黒色、新しい

２３ 七倉山 ０２０７２５ キツネ ２５２０ 獣毛、骨片、輪ゴム 灰色、古い

２４ 岩間道 ０２０７２６ テン ２０００ 骨片、昆虫 古い、薬師下り

２５ 岩間道 ０２０７２６ テン １９８０ 昆虫（甲虫） 黒色、新しい

２６ 岩間道 ０２０７２６ テン １６８０ 獣毛、骨片 灰色

２７ 砂防新道 ０２０８０７ テン １３５０ 獣毛、骨片 黒色、新しい

２８ 砂防新道 ０２０８０７ テン １３９０ 種子、果皮

２９ 砂防新道 ０２０８０７ テン １４１０ 種子、獣毛、骨片 白色、古い

３０ 砂防新道 ０２０８０７ テン １４１０ 種子、獣毛、骨片 灰色、古い、
No．２９と同所

３１ 砂防新道 ０２０８０７ テン １４１０ 種子、果皮 新しい、No．２９
と同所

３２ 砂防新道 ０２０８０７ テン １４２０ 種子、果皮 古い

３３ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ 不明

（オコジョ） ２４５０ 獣毛、骨片

３４ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ 不明 ２４６０ 昆虫（甲虫・アリ） 黒色、新しい

３５ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ オコジョ ２４７０ 獣毛、骨片 黒色

３６ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ オコジョ ２４７０ 黒色、No．３５と

同所

３７ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ キツネ ２４８０ 果皮（緑色）、獣毛、

骨片、昆虫 灰色、古い

－ ５５ －



No. 登山道 年月日 種名 標高 内容物 備考

９２ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０６０ 種子、獣毛、骨片 黒 色、新し い、
No．９１と同所

９３ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０６０ 獣毛、骨片 黒色、新しい

９４ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０６０ 種子、骨片、昆 虫（甲
虫） 新しい

９５ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０７０ 種子、昆虫（甲虫） 黒色、新しい

９６ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０６０ 種子、獣毛、骨片 黒色、新しい

９７ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０５０ 種子、昆虫（甲虫） 黒色、新しい

９８ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２０４５ 種子、獣毛、昆 虫（甲
虫） 茶色、新しい

９９ 中宮道 ０２０８０８ 不明
（オコジョ） ２０３５ 昆虫 黒色、新しい

１００ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０３０ 種子（２種類）、
昆虫（甲虫） 灰色

１０１ 中宮道 ０２０８０８ テン １９７０ 獣毛 茶色

１０２ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０２０ 昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１０３ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０２０ 獣毛、骨片、
昆虫（甲虫）

黒色、新しい、
No．１０２と同所

１０４ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２０２０ 獣毛、骨片 白色、古い

１０５ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０３０ 種子 灰色、古い

１０６ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０３０ 種子、獣毛、骨 片、昆
虫

１０７ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０３０ 種子（２種類）、
獣毛、昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１０８ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０４０ 獣毛。骨片、
昆虫（甲虫） 古い

１０９ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０４０ 種子、獣毛、骨片 古い、No．１０８
と同所

１１０ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０５０ 獣毛、骨片 黒色

１１１ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０６０ 昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１１２ 中宮道 ０２０８０９ テン １５９０ 種子 黒色、新しい

１１３ 中宮道 ０２０８０９ テン １６００ 種子、果皮、獣毛、
骨片、昆虫 黒色、新しい

１１４ 中宮道 ０２０８０９ テン １６００ 種子、果皮 黒色、新しい、
No．１１３と同所

１１５ 中宮道 ０２０８０９ テン １６２０ 種子、果皮（紫） 黒色、新しい

１１６ 中宮道 ０２０８０９ テン １６５０ 種子、果皮 黒色、新しい

１１７ 中宮道 ０２０８０９ テン １６７０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１１８ 中宮道 ０２０８０９ テン １６８０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１１９ 中宮道 ０２０８０９ テン １６８０ 種子、果皮 黒色、新しい

１２０ 中宮道 ０２０８０９ テン １６８０ 種子、果皮 黒色、新しい、
No．１１９と同所

１２１ 中宮道 ０２０８０９ テン １６９０ 種子、果皮 黒色、新しい

１２２ 中宮道 ０２０８０９ テン １６９０ 種子、果皮 黒色、新しい

１２３ 中宮道 ０２０８０９ テン １６９０ 種子、果皮 黒色、新しい

１２４ 中宮道 ０２０８０９ テン 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１２５ 中宮道 ０２０８０９ テン １７００ 種子、果皮（紫） 黒色、新しい

１２６ 中宮道 ０２０８０９ テン １７００ 鳥類の羽、骨片 黒色、新しい

１２７ 中宮道 ０２０８０９ テン １５３０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１２８ 中宮道 ０２０８０９ テン １５１０ 種子、果皮、
昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１２９ 中宮道 ０２０８０９ テン １４５０ 種子、果皮、獣毛 黒色、新しい

１３０ 中宮道 ０２０８０９ テン １４５０ 種子、果皮 黒色、新しい

１３１ 中宮道 ０２０８０９ テン １４５０ 種子、果皮（紫） 黒色、新しい

１３２ 中宮道 ０２０８０９ テン １４６０ 種子、果皮、骨片、
昆虫（甲虫） 黒色

１３３ 中宮道 ０２０８０９ テン １４７０ 昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１３４ 中宮道 ０２０８０９ テン １４７０ 種子、果皮（緑）、
獣毛、骨片、昆虫

黒色、新しい、
No．１３３と同所

１３５ 中宮道 ０２０８０９ テン １４７０ 種子、果皮 黒色、新しい

１３６ 中宮道 ０２０８０９ テン １４７０ 種子、昆虫 黒色、新しい、
No．１３５と同所

１３７ 中宮道 ０２０８０９ テン １４７０ 種子、昆虫 黒色、新しい、
No．１３５と同所

１３８ 中宮道 ０２０８０９ テン １４８０ 鳥類の羽、骨片、
昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１３９ 中宮道 ０２０８０９ テン １４８０ 鳥類の羽、骨片、
昆虫 黒色、新しい

１４０ 中宮道 ０２０８０９ テン １５００ 種子 灰色、古い

１４１ 中宮道 ０２０８０９ テン １５００ 種子、果皮 黒色、新しい、
No．１４０と同所

１４２ 中宮道 ０２０８０９ テン １４８０ 種子、果皮、昆虫 カビ

１４３ 中宮道 ０２０８０９ テン １４７０ 種子、果皮、昆虫 黒色、シナノキ
平避難小屋前

１４４ 中宮道 ０２０８０９ テン １４５０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１４５ 中宮道 ０２０８０９ テン １４３０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

No. 登山道 年月日 種名 標高 内容物 備考

３８ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ キツネ ２７００ 獣毛、骨片、昆虫

（甲虫）
灰色、
ピーク西側

３９ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ キツネ ２７００ 獣毛、骨片、昆虫 灰色、

ピーク西側

４０ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ テン ２６２０ 獣毛、骨片 灰色、古い

４１ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ キツネ ２６２０ 獣毛、骨片 灰色

４２ 山頂池めぐり
コース ０２０８０７ キツネ ２４５０ 獣毛、骨片、昆虫

（甲虫）
灰色、
祈祷殿横

４３ 千蛇ヶ池
近道 ０２０８０８ テン ２４９０ 昆虫（甲虫） 新しい

４４ 千蛇ヶ池
近道 ０２０８０８ オコジョ ２６１０ 獣毛、骨片 黒色、新しい、

大汝南分岐

４５ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２６２０ 種子、獣毛、骨片、鳥類の
羽根、豆（大豆）人の食物？ 茶色、新しい

４６ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２５２０ 獣毛、骨片、昆虫 灰色

４７ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２４８０ 種子、獣毛、骨片 灰色、古い

４８ 中宮道 ０２０８０８ テン ２３３０ 種子、果皮 黒色、新しい

４９ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２３４５ 種子、獣毛、骨片 灰色

５０ 中宮道 ０２０８０８ テン ２３４０ 種子、果皮、昆虫 新しい

５１ 中宮道 ０２０８０８ テン ２３２５ 種子、獣毛、骨片、
昆虫（甲虫） 黒色、新しい

５２ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２２８０ 骨片、獣毛 白色、古い

５３ 中宮道 ０２０８０８ テン ２２６０ 獣毛、種子、骨片、
昆虫 灰色

５４ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２２４０ 獣毛、骨片、昆虫 白色、古い

５５ 中宮道 ０２０８０８ テン ２２４０ 獣毛、骨片 黒色、新しい、
No．５４より５m 先

５６ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２２２０ 獣毛、骨片、種子、
昆虫

白色、古い、
カビ

５７ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２２００ 獣毛、骨片 灰色、古い

５８ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２２００ 獣毛、骨片、昆虫 白色、古い、
No．５７より５m 先

５９ 中宮道 ０２０８０８ テン ２２００ 獣毛、骨片、種子、
昆虫 茶色

６０ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１３０ 鳥類の羽、種子、
果皮、昆虫 黒色、新しい

６１ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１３０ 鳥類の羽、種子、
果皮、昆虫

黒色、新しい、
No．１８と同所

６２ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１３０ 種子、昆虫 黒色、新しい、
No．１８と同所

６３ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１３０ 獣毛、骨片 白色、古い、
No．１８と同所

６４ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１４０ 種子（２種類）、
獣毛、骨片、昆虫 黒色、新しい

６５ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１４０ 獣毛、骨片 白色、古い

６６ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１４０ 種子、果皮、獣毛、
骨片 黒色

６７ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１５５ 種子（２種類）、
果皮、昆虫（甲虫） 黒色、新しい

６８ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１６０ 種子（２種類）、
昆虫（甲虫） 黒色、新しい

６９ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１７０ 鳥類の羽根、骨片 白色、古い、
地獄覗き広場

７０ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１７０ 獣毛 白色、古い、
地獄覗き広場

７１ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１７０ 獣毛、骨片、昆虫 白色、古い、
地獄覗き広場

７２ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１７０ 獣毛、骨片 白色、古い、
地獄覗き広場

７３ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２１５０ 種子、獣毛、骨片
（顎）、昆虫（甲虫） 茶色

７４ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１５０ 種子（クロウスゴ） 紫色、新しい、同所で
クロウスゴの実採集

７５ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１５０ 種子、果皮、
昆虫（甲虫）

黒色、新しい、
No．７４より１０m 下側

７６ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１５０ 果皮 紫色、新しい、
No．７５より１０m 下側

７７ 中宮道 ０２０８０８ 不明
（オコジョ） ２１４０ 種子 紫色、新しい

７８ 中宮道 ０２０８０８ テン ２１００ 種子、獣毛、骨片 茶色

７９ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０９０ 種子、果皮（緑）、
骨片、昆虫（甲虫） 黒色

８０ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０７０ 種子、鳥類の羽、
骨片 灰色、古い

８１ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０７０ 獣毛、骨片、種子、
昆虫

灰色、古い、
No．８０と同所

８２ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０７０ 種子（２種類）、
昆虫（甲虫）

黒 色、No．８０と
同所

８３ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０７０ 種子、獣毛、骨片、
昆虫（甲虫）

黒色、新しい、
No．８０より１m 下側

８４ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０６０ 種子、昆虫（甲虫） 黒色、新しい

８５ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０６０ 種子 黒色、新しい、
No．８４より１m 下側

８６ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０５０ 昆虫 古い

８７ 中宮道 ０２０８０８ 不明 ２０５０ 獣毛 古い、No．８６と
同所

８８ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０４５ 種子、鳥類の羽、
昆虫 黒色、新しい

８９ 中宮道 ０２０８０８ テン ２０２０ 種子 黒色、新しい

９０ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２０１０ 鳥類の羽根、骨片 白色、古い

９１ 中宮道 ０２０８０８ キツネ ２０６０ 白色、古い
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No. 登山道 年月日 種名 標高 内容物 備考

１４６ 中宮道 ０２０８０９ テン １４３０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１４７ 中宮道 ０２０８０９ テン １４３０ 種子、果皮、
昆虫（甲虫）

カビ、No．１４６と
同所

１４８ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮、昆虫 新しい

１４９ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、骨片、
昆虫（甲虫）

灰色、古い、
No．１４８と同所

１５０ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１５１ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮 黒色、新しい、
No．１５０と同所

１５２ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１５３ 中宮道 ０２０８０９ テン １４１０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１５４ 中宮道 ０２０８０９ テン １４１０ 種子、果皮（黒紫） 黒色、新しい、
No．１５３と同所

１５５ 中宮道 ０２０８０９ テン １４１０ 種子、果皮 黒色

１５６ 中宮道 ０２０８０９ キツネ １４００ 獣毛、骨片（顎、歯） 灰色、古い

１５７ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１５８ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１５９ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、果皮 黒色、新しい

１６０ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１６１ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、鳥類の羽、
骨片、昆虫 黒色、新しい

１６２ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、鳥類の羽、
昆虫 黒色、新しい

１６３ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 鳥類の羽、獣毛、
骨片。昆虫 灰色、古い

１６４ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、果皮 黒 色、新し い、
No．１６３と同所

１６５ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 種子、昆虫 黒色

１６６ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、鳥類の羽、
昆虫

１６７ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮 黒色、新しい

１６８ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、昆虫 茶色、新しい

１６９ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮 黒色、新しい

１７０ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮、
昆虫（甲虫）

黒色、新しい、
No．１６９と同所

１７１ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい、
No．１６９と同所

１７２ 中宮道 ０２０８０９ テン １４２０ 種子、果皮（紫） 黒色、新しい

１７３ 中宮道 ０２０８０９ テン １４３０ 昆虫（甲虫） 黒色

１７４ 中宮道 ０２０８０９ テン １４３０ 種子、果皮（紫） 黒色、新しい

１７５ 中宮道 ０２０８０９ テン １４００ 獣毛、昆虫 黒色

１７６ 中宮道 ０２０８０９ テン １３８０ 種子、果皮、
昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１７７ 中宮道 ０２０８０９ テン １３７０ 種子、果皮 黒色、新しい

１７８ 中宮道 ０２０８０９ テン １３６０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい

１７９ 中宮道 ０２０８０９ テン １３６０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい、
No．１７８と同所

１８０ 中宮道 ０２０８０９ テン １３６０ 種子、果皮 黒色、新しい、
No．１７８と同所

１８１ 中宮道 ０２０８０９ テン １３６０ 種子、果皮、昆虫 茶色、新しい、
ペースト状

１８２ 中宮道 ０２０８０９ テン １３６０ 昆虫（甲虫他） 黒色、新しい

１８３ 中宮道 ０２０８０９ テン １３５０ 種子、昆虫 黒色、新しい

１８４ 中宮道 ０２０８０９ テン １３７０ 種子、果皮 黒色

１８５ 中宮道 ０２０８０９ テン １３８０ 骨片、昆虫 黒色、中宮温泉ま
で３．８km 地点

１８６ 中宮道 ０２０８０９ テン １３１０ 種子、果皮（赤紫） 黒色、新しい

１８７ 中宮道 ０２０８０９ テン １３００ 種子、果皮 黒色、新しい

１８８ 中宮道 ０２０８０９ テン １３００ 種子、果皮 カビ

１８９ 中宮道 ０２０８０９ テン １３００ 種子、果皮（緑）、
昆虫

黒色、新しい、
つの字型

１９０ 中宮道 ０２０８０９ テン １２６０ 昆虫 黒色、新しい

１９１ 中宮道 ０２０８０９ テン １２６０ 種子、果皮（紫）、
鳥類の羽根、骨片 黒色

１９２ 中宮道 ０２０８０９ テン １２５０ 種子、骨片 黒色、新しい

１９３ 中宮道 ０２０８０９ テン １２６０ 昆虫 黒色、新しい

１９４ 中宮道 ０２０８０９ テン １２６０ 獣毛、骨片、昆虫 黒色、新しい

１９５ 中宮道 ０２０８０９ テン １２２０ 昆虫（甲虫） 黒色、新しい

１９６ 中宮道 ０２０８０９ テン １２２０ 種子、果皮 黒色、No．１９５
と同所

１９７ 中宮道 ０２０８０９ テン １２１０ 昆虫（甲虫） 黒色、木道上

１９８ 中宮道 ０２０８０９ テン １２２０ 種子、昆虫（甲虫）

１９９ 中宮道 ０２０８０９ オコジョ １２２０ 黒色、No．１９８
と同所

No. 登山道 年月日 種名 標高 内容物 備考

２００ 中宮道 ０２０８０９ テン １２２０ 種子、果皮（紫） 黒色、新しい

２０１ 中宮道 ０２０８０９ キツネ １２２０ 鳥類の羽根、骨片、昆
虫

白色、古い、
No．２００と同所

２０２ 中宮道 ０２０８０９ テン １２２０ 種子、果皮、昆虫

２０３ 中宮道 ０２０８０９ テン １２３０ 昆虫、果皮、卵殻 黒色

２０４ 中宮道 ０２０８０９ テン １２３０ 種子、昆虫 黒色、No．２０３
と同所

２０５ 中宮道 ０２０８０９ テン １２３０ 種子、果皮 黒色

２０６ 中宮道 ０２０８０９ テン ９９０ 種子、果皮、卵殻 黒色、新しい、
ペースト状

２０７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン ９３０ 緑、登山口

休憩所イスの上

２０８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １０２０ 種子（２種類）、

昆虫（甲虫） 黒色、新しい

２０９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １０２０ 種子、果皮（緑） 緑 色、新し い、

No．２０８と同所

２１０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １０３０ 種 子、果 皮（緑）、獣

毛、骨片 緑色、新しい

２１１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １０３０ 種 子、果 皮（緑）、獣

毛、昆虫 黒色、新しい

２１２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ オコジョ １０８０ 種子 黒色、新しい

２１３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ オコジョ １０９０ 黒色、新しい

２１４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １０９０ 種子 新しい、

No．２１３と同所

２１５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １１１０ 種子、果皮 古い

２１６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １１２０ 種子、果皮 黒色、新しい、

水場

２１７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １２９０ 種子、果皮（緑）、

昆虫 新しい

２１８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １３１０ 獣毛、骨片、昆虫 茶色、新しい

２１９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １３３０ 種子、果皮（黒） 黒色、新しい

２２０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １３７０ 種子、昆虫（甲虫） 黒色、新しい

２２１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １４１０ 種子、昆虫 緑色、新しい、

ペースト状

２２２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １４１０ 昆虫 黒 色、新し い、

No.２２１と同所

２２３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １４２０ 種子、果皮、昆虫 古い

２２４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １４８０ 昆虫 黒色、新しい

２２５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １４８０ 種子、獣毛、骨片 黒色、No．２２４

と同所

２２６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １５１０ 昆虫 灰色

２２７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １５２０ 昆虫（甲虫） 茶色、新しい、ペース

ト状、No．２２６より２０m

２２８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ キツネ １５７０ 種子、獣毛、骨片 灰色、古い

２２９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １７４０ 種子 灰色、古い

２３０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ テン １７５０ 獣毛、

骨片（爪、歯）、昆虫 古い

２３１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２７ キツネ １８９０ 種子、

獣毛（２種類）、昆虫 黒色、新しい

２３２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２０００ 種子、果皮（紫） 黒色

２３３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１００ 種子、果皮（黒）、

昆虫 灰色

２３４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１４０ 獣毛、骨片 白色、古い

２３５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ

（？） ２１５０ 種子、果皮（緑、黒）、
獣毛、骨片、昆虫 黒色

２３６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２３０ 種子、獣毛 黒色

２３７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２３０ 種子、果皮（緑） 黒色

２３８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２６０ 種子、果皮 黒色

２３９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３８０ 種子、獣毛 黒色、新しい

２４０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２３８０ 種子、獣毛、輪ゴム No．２３９と同所

２４１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２３６０ 獣毛、骨片 灰色、オシャリ

南分岐

２４２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ 獣毛

２４３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ 獣毛 No．２４２と同所

２４４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ 獣毛 No．２４２と同所

２４５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ 獣毛 No．２４２と同所

２４６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ 獣毛 No．２４２と同所

２４７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３６０ 獣毛、骨片、

植物繊維 No．２４２と同所

２４８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ 黒色、新しい

２４９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ No．２４８と同所

２５０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ No．２４８と同所

２５１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ No．２４８と同所

２５２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３６０ No．２４８と

同所、岩室５０m

２５３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３７０ 黒色

上馬・徳野：白山の登山道におけるキツネ，テン，オコジョの糞の内容（２００２年）
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No. 登山道 年月日 種名 標高 内容物 備考

２５４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３７０ No.２５３と同所

２５５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３７０ 獣毛、骨片 黒 色、No．２５４よ

り５m

２５６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３７０ 種子、獣毛、骨片 No.２５５より５

２５７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３７０ 種子（２種類）、果 皮

（緑）、骨片
茶色、新しい、
No.２５６より１０m

２５８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３８０ 種子、獣毛、骨片 灰色、古い

２５９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２３８０ 種子、獣毛、骨片 黒色、No.２５８

より１０m

２６０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２３８０ 種子（２種類）、

獣毛、骨片、ナッツ？
黒色、新しい、
No．２５９より１０m

２６１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３９０ 種子、果皮（緑） 別山手前３０m

２６２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３６０ 種子、果皮、昆虫 茶色、新しい

２６３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３５０ 黒色

２６４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３５０ No.２６３と同所

２６５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３５０ No.２６３と同所

２６６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３５０ No.２６３と同所

２６７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３３０ 種子、果皮（緑）、

昆虫（甲虫） 灰色

２６８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３２０ 種子、果皮（緑） 茶色、新しい

２６９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２３２０ 果皮（緑色）、獣毛、

骨片（ノウサギの足）
灰色、新しい、
No.２６８より１０m

２７０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ オコジョ ２３１０ 獣毛、骨片 黒色

２７１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３００ 種子、果皮（緑） 茶色、新しい

２７２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２３００ 種子、果皮 黒 色、新し い、

No．２７１より５m

２７３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２８０ 種子、果皮（緑）、昆虫 茶色、新しい

２７４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２７０ 種子、果皮、昆虫

２７５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２２９０ 種子、獣毛 黒色、新しい、

大ビョウブ東

２７６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２３００ 獣毛、骨片 黒色、新しい

２７７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３００ 種子 黒色、カビ、

No２７６と同所

２７８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３００ 獣毛、骨片、昆虫 灰色、古い、

No．２７６と同所

２７９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３００ 種子、果皮、昆虫 茶 色、新し い、

No．２７６より１５m

２８０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２９０ 種子、果皮、獣毛 黒色、古い

２８１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３００ 種子、果皮 赤色、新しい

２８２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２３００ 種子（２種類）、

果皮（緑色）、昆虫 茶色

２８３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２２７０ 獣毛、骨片 黒色、新しい

２８４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２７０ 種子、果皮（緑） 茶色、新しい、

No．２８３と同所

２８５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２５０ 種子、果皮、獣毛 赤色、新しい

２８６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２４０ 種子、果皮、昆虫 新しい

２８７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２４０ 種子、獣毛、骨片 茶色

２８８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２５０ 昆虫 黒色、新しい

２８９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２２６０ 種子、獣毛、骨片、

昆虫 茶色、新しい

２９０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２７０ 獣毛、骨片、昆虫 黒色、古い

２９１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２７０ 種子、昆虫 茶色

２９２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２５０ 種子、

果皮（緑、赤）、昆虫 赤色、新しい

２９３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２５０ 種子、昆虫 新しい、

No.２９２より５m

２９４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２５０ 種子、果皮（緑）、

昆虫
新しい、
No．２９３と同所

２９５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２２４０ 種子（２種類）、

果皮
茶色、新しい、
両側池

２９６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２４０ 獣毛 黒色、古い、

No．２９５の近く

２９７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２４０ 種子、果皮 赤、新しい

２９８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２３０ 種子、果皮（緑）、

昆虫 黒色、新しい

２９９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２２３０ 種子、獣毛、骨片 黒色

３００ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２３０ 種子、獣毛、昆虫 黒色

３０１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２３０ 昆虫 黄土色、

No．３００より３m

３０２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、果皮

３０３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１８０ 種子、昆虫（甲虫） 黒色、古い

３０４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１８０ 種子、

果皮（２種類） 赤色、新しい

３０５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１６０ 獣毛 白色、古い

３０６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１６０ 獣毛、骨片 灰色、古い、

No.３０５と同所

３０７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１６０ 種子、果皮 緑色、新しい、

No．３０５と同所

No. 登山道 年月日 種名 標高 内容物 備考

３０８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１６０ 獣毛、骨片 灰色、古い、苔付

き、No．３０５と同所

３０９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１６０ 種子、果皮 茶色

３１０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１８０ 種子、獣毛、骨片 黒色、新しい

３１１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１８０ 種子、果皮、昆虫 黒色、新しい、

No．３１０と同所

３１２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１９０ 種子、果皮（緑） 茶色、新しい、天

池

３１３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１９０ 種子、果皮、昆虫 赤色、新しい、天池、

No．３１２と同所

３１４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１９０ 獣毛 灰色、古い、

No．３１２と同所

３１５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 新しい

３１６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、果皮 黒 色、新し い、

No．３１５と同所

３１７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、昆虫 古い、No．３１５

と同所

３１８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子（２種類）、

果皮 黒色、新しい

３１９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、果皮 灰色、古い、

No．３１８と同所

３２０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、獣毛、骨片 灰色、古い、

No．３１８と同所

３２１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２２１０ 獣毛、骨片、輪ゴム 灰色、古い、

No．３１８より２０m

３２２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、果皮（緑）、

昆虫 赤色、新しい

３２３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、果皮 緑色、新しい

３２４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、果皮（緑）、

昆虫 緑色、新しい

３２５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、果皮、昆虫 黄土色、新しい、

No．３２４より５０m

３２６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１９０ 種子、獣毛、骨片 黒色

３２７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、昆虫 茶色

３２８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子 茶色

３２９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、果皮 No３２８と同所

３３０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、果皮 No.３２８と同所

３３１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、果皮（赤） 赤色、新しい、

No．３２８より１０m

３３２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、果皮 黒色、古い

３３３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 獣毛、骨片 灰色、古い、

No．３３２と同所

３３４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２２０ 種子、果皮（緑）、

昆虫
黒色、新しい、油
坂頭南２０m

３３５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２２００ 種子、獣毛、骨片、

昆虫
黒 色、No．３３４よ
り１０m

３３６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子。果皮（緑） 緑色、新しい、

油坂頭

３３７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、果皮 古い、No．３３６

と同所

３３８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、昆虫 黒 色、古 い、油

坂頭より北１０m

３３９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２１０ 種子、昆虫 茶色、古い

３４０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、昆虫 緑色、新しい

３４１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子 古い

３４２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、果皮 茶色、No．３４１

より１０m

３４３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２２００ 種子、果皮 茶色、No．３４２

と同所

３４４ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１９０ 種子 古い、No．３４３

より５m

３４５ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１６０ 獣毛 灰色、古い

３４６ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１６０ 種子、獣毛 茶色、No．３４５

と同所

３４７ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２１６０ 種子、獣毛 黒色、No．３４５

と同所

３４８ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２１２０ 種子、果皮 古い

３４９ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン １９９０ 種子、果皮 黒色

３５０ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２０００ 種子、果皮 茶色、

南竜登り

３５１ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ キツネ ２０２０ 獣毛、骨片 白色、古い、

南竜登り

３５２ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２０５０ 種子、果皮 茶色、新しい、

山荘手前１００m

３５３ 別山・
市ノ瀬道 ０２０８２８ テン ２０５０ 種子、果皮（黒） 黒色、新しい、

No．３５２より３０m
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はじめに

私達は，白山自然保護調査研究会平成１３年度研究

課題の一つ「石川県内の野生ニホンザル個体群の生

息状況」について，これまでと同様冬期間を中心に

手取川流域及び犀川流域の調査を実施した。目的

は，現在の石川県内における野生ニホンザル個体群

の分布を把握し，県内の分布の特徴及び個体群の分

布域拡大状況とその特性，積雪地域に生息するニホ

ンザルの生態学的・社会学的特性を検討することで

ある。また，現在多発している猿害問題等を保護管

理的視点や環境教育的視点から究明することにあ

る。

さて，１９６０年代より継続的に調査が実施され，白

山地域の個体群も確実にその個体数や群れ数，群れ

の由来等が把握されてきた。さらに，犀川上流域を

分布域にする群れも少しずつ情報が得られてきてい

る。一方，石川県内の個体群の様子が判明してきた

が，分布域が広範囲になってきたことで，調査自体

が困難を極め，集中して群れを追跡することが難し

くなったり，群れの識別に混乱をきたす状況に陥っ

ている。また，カムリ A 群やカムリ C 群等に行わ

れていた餌付けが１９９５年に中止されたことで，それ

らの動向が把握できない状況になり，かつ蛇谷本流

を分布域としている各群れの情報も少なくなってき

ている。このような状況の中で，昨年の報告では，

今まで混乱していた白山地域に生息するニホンザル

の個体数と群れ数を確定させることができた。そし

て，今冬，これらの資料の再確認をメイン・テーマ

に調査を実施した。

今冬，２００２年２月１８日から２７日の冬季総合調査の

際には，主に手取川上流域に生息する群れを中心に

調査を実施したが，非常に好天に恵まれた反面，調

査がしづらい条件が多かった。また，２００１年１２月３０

日と２００２年１月１４日には犀川上流域のニホンザルの

生息調査も実施した。こちらの水系での調査では，

群れの確認やハナレザルの観察ができた。この期間

以外にも，３月５日に手取川下流域の群れの調査も

実施した。これらの調査で得られた資料を基に報告

する。

結 果

１）２００１年度冬の各群れの状況に関して

白山地域では１９６０年代より野生ニホンザルの生態

調査が実施されてきた。これまでの調査で，白山地

域，特に手取川流域に生息する個体群の動態や生息

域の変動が解明されてきた。また，白山山系北部に

位置する犀川流域に生息するニホンザルの群れにつ

いても徐々にではあるが知見が得られてきており，

石川県内におけるニホンザル個体群の現状が次第に

把握されてきた（伊沢１９８２，三原・野崎１９９４，水野

１９８４，野崎ほか１９９１，１９９２，１９９３，滝沢１９８３a.b，

滝澤 １９９６，滝澤・志鷹１９８５，滝澤ほか１９８９，１９９０，

１９９１，１９９２，１９９４，１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，太郎

田ほか ２００１，上馬１９９２）。

ところが，個体数の増加に伴い群れの分裂，遊動

域の変化が発生し，かつ群れの下流域への進出等が

連鎖的に起こり，調査自体が広範囲をカバーしなけ

ればならなくなった。さらに，下流域の群れの調査

は見通しの良い場所が少ない上，積雪量も少ないこ

ともあって，調査条件が非常に悪く，資料の収集自

石川県内の野生ニホンザル個体群の現状

太郎田（滝澤） 均 いしかわ動物園

伊 沢 紘 生 宮城教育大学

志 鷹 敬 三 アサヒ商会

THE PRESENT SITUATION OF WILD JAPANESE MONKEY

（MACACA FUSCATA）POPULATION IN ISHIKAWA PREFECTURE

Hitoshi(TAKIZAWA) TARODA, Ishikawa Zoo

Kosei IZAWA, Miyagi University of Education

Keizo SHITAKA, Asahi Company
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体が困難を極めている。ただ，石川県白山自然保護

センターにおいて個体に発信機を装着してのテレメ

トリー調査及び群れ移動の把握調査が実施されてい

ることもあって，今までは収集が難しかった１年を

通しての下流域の一部の群れの遊動の仕方が把握さ

れてきている。一方，上流域を遊動域にしている群

れに関しては，調査域の拡大に伴い，調査対象地域

へのアプローチが長くなり，十分な調査が実施でき

ない状況にある。特に，餌付け中止後のカムリ A

群に関しては情報自体が激減し，群れ内の個体関係

や社会構造，個体数の推移等の資料が全く収集でき

ない状態に陥ってしまった。より上流域の群れに関

しても同様である。

ところで，中流域の群れに関しては，地肌が現れ

る等観察条件が悪かったにもかかわらず，多少の資

料が得られたので，ここで示す。

今冬観察できた群れやグループは，１２グループに

止まった。そのうちフルカウントに近くその構成や

個体数，及び遊動域が確認された群れやグループは

８グループである。そこで，今冬，観察された各群

れやグループの構成と個体数（表１）及び遊動域（図

１）を示した。遊動域の中で，破線で示されたもの

は推定を示す。

蛇谷上・源流域は，今冬も調査ができなかった。

クニミ群とカムリ C 群，カムリ F 群は確認できな

かった。そのため，その個体数と構成は不明である。

これらの群れの中で，カムリ C 群は１９８１年に A 群

から分裂した群れであり，カムリ F 群は１９９３年に

A 群から分裂している。１９９７年にカムリ A 群から

分裂したのではないかと推測しているカムリ G 群

（？）は，オトナメス・アズらが A 群から離脱して

形成した群れと考えられているが，この群れに関し

ては，それ以降，観察例が全くない。

餌付け放棄後のカムリ A 群に関しては，今冬新

たなグループが観察された。１９９５年の餌付け中止ま

での群れ内では第１位であったキク血縁集団からな

る３３頭のグループである。このグループは三ツ又の

発電所まで遊動して来ていて，その後中宮展示館周

辺へ移動していった。昨年の調査ではこの地域に

１９７７年生まれのオトナメス・リーを含む２８頭ほどの

グループが観察されていた。ところで，このグルー

プにいたリーはキク血縁集団の一員であること，昨

年観察されたグループにはアカンボウが３頭いた

が，今冬観察されたグループには１歳が３頭いるこ

とから，昨年から観察されていたグループが今冬も

観察されたと推測できる。今冬観察されたグループ

内に，リーは確認されなかったが，年老いていたリー

は死亡したのかもしれない。

それ以外のカムリ A 群関連のメンバーで観察で

きていない個体に関しては，今冬も確認できなかっ

た。昨年もカムリ A 群が２つのグループに分かれ

て行動しているのではないかと考えられる資料が収

集されたことから，今冬も２グループが存在してい

て，独自に遊動しているものと推測される。キク血

縁集団を核としたグループが蛇谷本流を三ツ又周辺

から中宮展示館までと，見つからなかったグループ

は途中谷内を主に利用していたのではないだろう

か。

今冬観察されたカムリ A 群関連のグループは三

ツ又まで利用していた。本来この地域はタイコ B

関連群やカムリ E 群が主に利用していた地域であ

り，上記グループでは初めてのことである。そのこ

とも影響してか，カムリ E 群が確認できずにいた

が，山毛欅尾山の尾添川斜面・オオノマ谷上部を遊

動している１９頭のグループが観察された。このグ

ループがカムリ E 群と考えれば，カムリ A 群関連

グループの進出によりより下流域を利用していたと

も推測される。

多くの群れが集中して利用している場所に，山毛

欅尾山の三ツ又から雄谷の出会い付近がある。この

地域は，過去最大で１０群利用していると推測されて

いた地域でもある。今冬，この地域ではカムリ E

群と推測されるグループも含めると４群が観察され

た。群れ以外にもサブグループと思われる小グルー

プも観察されている。ブナオ山観察舎の記録による

と，山毛欅尾山斜面を２月上・中旬に２群遊動して

いることが認められる。ところが，調査期間中はオ

オノマ谷からズバイ壁周辺を主に１群利用している

のが観察されている。フルカウントされた際の個体

数は５９頭で，昨年までの土地利用を考慮するとこの

群れはタイコ B２２群と推測される。一方，中ノ川か

ら三ツ又にかけて利用している群れも観察されてい

る。フルカウントはできなかったが，２４頭＋α 確認

できた。この群れは，タイコ B２１群と推測され，今

冬主に上流側を利用していたようである。三ツ又よ

り上流の中ノ川などを利用しているタイコ B１群

は，今冬確認できなかった。三ツ又周辺をタイコ B

２１群が広く利用していたこと，積雪量も少なく，中

ノ川の利用できたこと等で，下流域に移動してこな

かったのではないだろうか。
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雄谷の出会いから中宮集落にかけて，１群がフル

カウントできた。この群れは調査期間中に一時的に

２～３つほどのグループに分かれて行動しているの

が観察されているが，個体数や土地利用の様子，人

馴れの状態から，カムリ D 群と推測された。個体

数は５２頭であった。中宮集落や尾添集落，一里野温

泉スキー場周辺から雄谷にかけて広く利用してい

て，この群れ以外にこの地域を他の群れが利用して

いる状況ではなかった。例年ならばオダニ群が利用

している地域であるが，今冬は，オダニ群自体が雄

谷の奥で観察されていることから，広い地域をカム

リ D 群が利用できたものと推測される。

オダニ群に関しては，９頭＋α が雄谷の奥で観察

できた程度である。積雪量も少なく，好天続きで，

雄谷上流域のナバタも大きく地肌を現していて，利

用しやすい条件を備えていたことで，下流域へあま

り移動して来なかったのだろう。ただ，雄谷にある

高尾谷からヒコ谷に移動しているアカンボウ２頭を

含む１１頭のグループが観察されている。このグルー

プが観察されている時，その下流にはカムリ D 群

がいたことから，オダニ群のサブグループではな

かったのかと推測される。

カムリ D 群とタイコ B２２群以外には正確なカウ

ントができなかったが，この２群の個体数から，徐々

に個体数が増加していることが認められる。

目附谷を主に利用している群れは今冬も観察され

た。観察地点が群れから２㎞ほど離れていたことも

あって，フルカウントとは断定はできない。この時

の個体数は３５頭＋α である。例年目附谷を利用して

いる群れはタイコ A３群であり，この群れもタイコ

A３群と推測される。一昨年の冬には３２頭カウント

されていることから考えても，３０頭台の個体数で安

定した群れを維持しているものと推測される。

昨冬は，目附谷と尾添川の出会いから下流へ尾口

村・瀬戸野集落までの地域を利用しているタイコ A

２関連群に関しては，１月から２月にかけて，この

地域で２群観察できた。尾口村・瀬戸集落対岸付近

のより下流域で観察された群れは，７６頭＋α カウン

トされ，タイコ A２１群と考えられた。一方，尾口村・

東荒谷集落から野尻周辺のより上流域を利用してい

る群れも確認でき，個体数は４４頭で，タイコ A２２群

と推測していた。今冬，この地域では，同時に３グ

ループ観察された。同時観察の時，野尻付近の両岸

で，各３０頭のグループが２つ観察できた。この時，

下流の瀬戸集落対岸でも１つグループが確認されて

いる。しかし，昨年のような７０頭を超すグループは

観察されなかった。ただし，瀬戸集落対岸のグルー

プは遠過ぎたこと，木の上で採食している個体のみ

で全体が見えなかったこと等が重なり，群れのサイ

ズが全く判明していないため，大きなグループで

あった可能性もある。ところで，後日，瀬戸集落か

ら少し上流の右岸を移動しているグループを観察

し，この時は３９頭のフルカウントがなされた。この

グループは３つのグループのどれに該当するのか不

明である。これら３グループを足しても，昨冬観察

された個体数（この地域を利用している２グループ

総個体数１２０頭＋α）には２０頭ほど及ばないことも

あり，この地域の中にまだ他のグループがいる可能

性がある。この地域では，１９９５年冬には分裂して２

群いるのではないかと推測されたが，その後，１９９６

年及び１９９７年冬には１群しか観察されず，１９９８年に

なると，６９頭と７頭＋α の２グループが独自に遊動

しているのが観察され，１９９９年冬には，この地域で

９８頭の群れが確認される等，非常に不安定なグルー

プが観察される地域であった。これらを，単なるサ

ブグルーピングなのか，或いは大きくなった群れが

分裂する兆候を示す現象なのか，今後とも追跡して

いかなければならない。

さらに下流域で確認されている群れで，今冬観察

できた群れはクロダニ群だけである。クロダニ群は

吉野集落の郵便局の近くの杉林の中で，住民が捨て

たジャガイモを採食している時に観察したが，観察

条件が悪かったこと，私を見てすぐに杉林の中に逃

げて行ったことで，３２頭＋α しかカウントできな

かった。しかし，野崎英吉氏（石川県白山自然保護

センター）からの情報では，昨年１４７頭カウントさ

れた時のような大きなサイズを維持したままのよう

だというように，非常に多くの個体がいる雰囲気で

あった。遊動域はより下流域に拡大を続け，河内村

の直海谷川水系にまで利用するようになっている。

他のタイコ A１群，タイコ A４群，ガラダニ群に

ついては観察できなかった。

２）オスグループやハナレザルについて

今冬観察されたオスグループやハナレザルを図２

に示した。

ハナレザルは野尻対岸のナバタで採食している個

体と中宮集落へ渡る橋の上のスノーシェイドで休息

する個体，中宮集落から尾添集落へと渡す尾添大橋

の上流右岸で採食している個体だけである。
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図１ 各群れの分布（２００２年２月～３月）
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図２ オスグループ，ハナレザルの動向（２００２年２月）
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図３ アゲハラ群及び犀川流域の状況（２００１年１２月～２００２年１月）
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表１ 各群れの個体数及び構成（Jan.－Mar.２００２）

群れ A♂ A♀ A? ６Y ５Y ４Y ３Y ２Y １Y ０Y ？ Total

KMA ？

KMC ？

KMD １１ １５ １ ７ ４ ４ ６ ４ ５２

KME ３ ４ １ １ ４ １ ２ １ ２ １９

KMF ？

KMA－SUBG ５ １１ １ １ ２ ２ １ ３ ７ ３３

TA１ ？

TA２？ ６ １３ ３ １ １ ３ ４ ５ ３ ３９

TA２？ １ １０ ３ ８ ２ １ ２ ３ ３０

TA２？ ３ ７ ２ ６ １ ３ ３ ３ ２ ３０

TA３ １０ ８ ２ １ １ １ ４ ２ ６ ３５＋α

TA４ ？

TB１ ？

TB２１ ５ ８ １ ４ １ １ ３ ２４＋α

TB２２ １２ １９ ３ ８ ４ ３ ３ ２ ５ ５９

OD １ ５ １ １ １ ９＋α

OD－SUBG １ ３ １ ２ １ １ ２ １１

KR １ ３ １ １ ３ ２ １ ２０ ３２＋α

GR ？

KN ？

注意：KM（カムリ），TA（タイコ A），TB（タイコ B），OD（オダニ），KR（クロダニ），GR（ガラダニ），KN（クニ
ミ），SUBG（サブグループ）
今年は存在が確定している群れについてのみ記入

表２ アゲハラ群の個体数及び構成（２００２年１月１４日）

A♂ A♀ A? ６Y ５Y ４Y ３Y ２Y １Y ０Y ？ Total

agehara ６ １２ ４ １ １ ３ ４ ３ ８ ５ ４７
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オスグループもズバイ壁下流側の斜面でオトナオ

ス２頭のグループが観察されているにすぎない。

今冬の観察条件の悪さから，発見率が下がったの

であろう。

３）犀川上流域個体群について

２００１年１２月から２００２年１月にかけて調査を実施し

た。犀川ダム下流右岸のオビヨ谷から移動してくる

群れを完全ではないが，４７頭カウントできた（表

２）。この地域を遊動している群れはアゲハラ群と

推測される。観察場所が多少上流側であり，前回観

察した際，左岸しか利用していなかったため，あま

り右岸は利用しないのではないかという推測してい

たが，今回は右岸で観察されたことになり，違いは

あるが，アゲハラ群に相違ないだろう。また，１９９８

年２月に始めて見た時の個体数は４２頭であったもの

が，今回は４７頭と非常に似通ってもいる。ただし，

群れ自体のサイズは手取川水系の個体群に比べ，大

きな増加を示してはいない。これは，各水系の自然

環境の違いでもあって影響しているのか断定はでき

ない。

ところで，この調査の時，金沢市にある寺津発電

所１㎞上流付近から延々と林道上に２㎞も続くグ

ループの足跡が観察された。挙原山の対岸の深い谷

の中に消えていったが，その個体数が１０頭以上と推

測され，中にはコドモの小さな足跡も１頭分確認で

きた。このグループはオスグループなのか，群れな

のか，あるいはサブグループなのか全く不明であ

る。この時，大きな足跡２頭分も観察されていて，

これはオスグループの可能性が高い。このグループ

はアゲハラ群がいた上流域に向かって移動してい

た。他に，ハナレザルの観察もできた。犀川上流域

で右岸の最も奥に位置する集落になる金沢市寺津集

落内の畑に出て，取り残しの野菜を探しているオト

ナオスが１頭観察された。図３に今冬の犀川流域で

の群れ等の状況を示した。

考 察

１）各群れの現状と新たな問題点

１９８０年代からの個体数の急増に伴い，群れの分裂

が進み，群れ自体の数も１９６０年代の白山での調査開

始時の群れ数（推定６群）を大幅に上回る（２００１年

現在１８群－推定含む－）ようになってきた。このよ

うな個体数の急増は，白山地域のような積雪地域で

生活するニホンザル個体群（非積雪地域で生活する

個体群と比べて）にも，本来，非積雪地域の個体群

と同様に高い潜在的繁殖能力が内在していることを

示唆している。逆に，１９８７年頃から続いている暖冬

傾向が，積雪期に衰弱で死亡したり，妊娠に失敗し

たりすることを極端に少なくする状況を作り出すこ

とで，多雪地域である白山地域のニホンザル個体群

の潜在的繁殖能力を一気に解放したとも考えられる

（太郎田ほか ２００１）。

そのため，遊動域の拡大，それに伴う分布空白地

域（より下流地域）への進出が発生してきている。

また，個体数の増加に伴い群れの分裂やサブグルー

ピング化が多発し，群れの分散に拍車をかけている

とも考えられる。

最上流域の群れに関しては，カムリ A 群が２グ

ループに分裂している兆候があり，群れの遊動域を

確保する上で，非常に過密状態になっていると推測

される。過去にカムリ A 群から新たに形成された

群れもカムリ C 群とカムリ E 群，カムリ F 群，カ

ムリ G 群（この群れに関しては，数年間だけ観察

されているだけなので，現在確実に存在するのか断

定できないでいる）になり，その上，今現時点で２

グループに分かれていると考えられるからである。

遊動域に変化が現れてきた兆候が今冬観察され，カ

ムリ A 群の一部のグループが三ツ又付近まで利用

していた。この影響によるものなのか，カムリ E

群と推測される小グループが山毛欅尾山・オオノマ

谷上部で観察されるなど今まで利用していた群れが

さらに周辺に弾き出されるような現象が観察されて

いる。蛇谷はクニミ群を含めて６群ほどがひしめき

合っている状況であり，餌付けも中止し，個体数の

急激な増加は今後発生する可能性は低くなっている

とはいえ，暖冬等個体数の増減に影響与える要因が

大きく作用するならば，他の野生群での個体数の漸

増傾向から推測して，ますます過密になってくるの

ではないだろうか。

後で考察することになるが，渓谷の最奥部のよう

な生息条件の厳しい環境を利用しているクニミ群の

ような群れの個体数には余り変動が見られないこと

を考慮すると，これらの群れの個体数は今後あまり

変動しないとも考えられる。さらには，屋久島にお

ける群れの消滅現象のような小さなサイズの群れが

消えていく可能性もあるだろう。今後とも調査を継

続していくことで，群れの遊動域の環境条件の違い

による個体群動態，さらに群れの消長問題，遊動域
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の確立問題等に解明の資料が収集されてくるであろ

う。

今冬の群れの状況で，非常に混乱しているのは，

野尻周辺から瀬戸集落にかけての地域である。この

地域は主にタイコ A２関連群が利用しているところ

である。ここで３グループの観察ができていたが，

個体数も３０頭，３０頭，３９頭と今までに観察されたこ

とのないものであった。例年ならこの地域には２群

１２０頭ほどの個体がカウントできるのであるが，こ

のようなサイズの小さなグループの多発が分裂等群

れの社会構造の変動によるものなのか，或いは積雪

量が少ないことが影響して，その行動に何らかの変

化が起きているのか，単なる一時的なサブグループ

なのかは不明である。今後の経過を慎重に見極めな

ければならない。この地域は集落に挟まれた状態の

地域のため，このようにサイズの小さな群れが多数

存在すること自体，猿害を助長する事態に陥る可能

性が高いからである。

今冬確認できていない群れにタイコ A１群とタイ

コ A４群がある。これらの群れは猿害を発生させて

いる群れであり，かつタイコ A１群は２０００年冬には

１０８頭＋α，２００１年冬は２つのグループで行動して

いて，各グループは６６頭，４９頭＋α，タイコ A４群

も２００１年冬は３９頭カウントされているように，個体

数を増加させている。また個体に発信機を装着した

テレメトリー法により群れの追跡が常時なされてい

るため，年間を通じて遊動の仕方は解明されてきて

いる。石川県白山自然保護センターの資料による

と，タイコ A１群は分裂しているようで，年間を通

じて２グループで行動している。しかし，時には一

緒に行動することもあるような現象も記録されてい

る。タイコ A１群は非積雪期には瀬波川と尾添川に

挟まれた稜線付近を大きく利用していて，冬期は手

取川を挟んで両岸の斜面を別々のグループが利用し

ているという。タイコ A４群に関しては，手取川ダ

ム付近から仏師ヶ野集落，河原山集落，瀬女高原ス

キー場を越えて瀬戸集落周辺一帯を利用していて，

まさに集落を取り囲むような土地利用の仕方であ

る。この２群に関しては猿害発生群であり，駆除の

対象になっており，今後対策が実施されることでそ

の社会構造に大きな変動とダメージがおきることが

予想され，注目される群れである。

今冬の調査で，クロダニ群に関しては，その一部

が観察された程度である。この群れにも発信機がつ

いていることもあって，群れの年間を通じた動向が

解明しつつある。石川県白山自然保護センターの資

料から，現在はほとんど瀬波川に戻ることがなく，

瀬波集落より下流の手取川右岸斜面に加え，河内村

江津集落や河内村直海谷川流域の左岸斜面も利用し

ているという。ますます下流域に進出していること

になる。昨年は１４７頭という大きな群れであったが，

今年もその巨大さには変化がないという。この群れ

も猿害を起こしている群れのため，タイコ A１群や

A４群のように注目して追跡しなければならない。

ガラダニ群やクニミ群については言及するだけの

資料がない。一方，中ノ川から尾添川の東荒谷集落

までと，目附谷の中を利用している群れに関して

は，特段の変化はない。特に目附谷の中を利用して

いるタイコ A３群は３０頭台を維持したままである

が，目附谷から出ることは無いようで，大きな問題

をはらんでいる群れとはいえない。タイコ B 群関

係とオダニ群，カムリ D 群に関しては徐々に個体

数を増加させているようである。特にオダニ群とカ

ムリ D 群は中宮集落や尾添集落，一里野温泉の周

辺まで利用していることもあって，猿害を引き起こ

していると考えられる。カムリ D 群にしては個体

数も大きくなっている上，人馴れしていることも

あって，注意を要する群れといっても過言ではな

い。ほかのタイコ B 群関連の３群については，山

毛欅尾山周辺を冬季間利用している際に人との接触

が考えられること以外，現在のところ神経質になる

必要はないだろう。

ところで，大日川水系の鳥越村・阿手集落や左礫

集落周辺でも，年間を通じて群れが観察され，かつ

猿害を起こしている。この群れの由来ははっきりし

ないが，昔からいたのではないかとの情報もある

が，現実として，それは考えにくい。タイコ A１群

が仏師ヶ野集落や河原山集落，木滑集落，市原集落

に進出し猿害を起こし始めた頃，駆除対象になり，

実際に実施されたことで，群れの社会構造に変動が

発生し，細分化し，小集団化したうちのひとつのグ

ループが鷲走岳の稜線を越えて，大日川水系に移動

し，定着したのではないかと推測しているが，直接

観察がなく，その群れの規模や行動の特性等不明な

ため，断言できない。この群れも駆除対象のため，

早急に調査をしなければ，確認する以前に消滅して

しまう恐れがある。

２）白山地域の個体群動態に関わる一つの要因につ

いて
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今年度の調査では群れの個体数把握も不完全で，

群れ自体の確認も低調に終わった。しかし，昨年の

調査で，白山地域の群れの同定や個体数の数値が出

て，ある程度正確な群れ数と個体数が確定できた（太

郎田ほか，２００１）。

白山地域の個体群は全体としては一様に漸増傾向

を示しており，その増加の様子を図４に示した。こ

の図の中では，群れの観察ができなかった場合，最

新のフルカウントできた年の個体数を推定個体数と

して当てはめ修正したものである。またカムリ関連

群やクロダニ群のような個体数の急激な変動を示し

ている群れは，その折れ線の谷の部分でカウントが

正確にできていない数値をそのまま利用しているこ

とによる。この図からいえることは，地域個体群の

漸増傾向は維持されているものの，群れによって増

加の様子に明らかな違いが見られるということであ

る。大きな増加を示している群れはタイコ関連群

で，その次に餌付け群であったカムリ関連群が続

く。カムリ関連群に関しては１９９５年の餌付け中止

後，急激な減少を示しているようになっているが，

これは確実な調査がなされていないことによる。

さて，個体数を増加させては下流域に進出して

行ったタイコ関連群は白山地域で最も大きな伸びを

示している。また，現在最下流域を利用しているク

ロダニ群も２００１年冬に１４７頭まで増加し，タイコ関

連群についで大きな群れとなっており，一つの群れ

としては白山地域最大の群れである。一方，クニミ

群やガラダニ群に関しては２０～３０頭台とその個体数

に変動は見られない。この差は，各群れが利用して

いる遊動域の生息環境の差が反映されたものと考え

られる。つまり，クニミ群やガラダニ群の遊動域は

谷の最奥部であるが，下流域のタイコ関連群（特に，

タイコ A１，A２１・A２２，A４群）やクロダニ群の

ような下流域を利用している群れとは，その積雪期

間や融雪による地肌の出現時期に大きな違いがある

と推測されるからである。個体が越冬できるかどう

かに微妙に影響しているのが積雪日数である。滝澤

ほか（１９８５）でも指摘したが，豪雪年の大量死に顕

著に現れるように長期化した積雪が影響して，本来

ならば融雪期を迎えた時期に残雪が多量にあること

で体力の落ちた個体が死亡していく現象がある。こ

のことから考え，白山地域で局所的に積雪期間の長

期化をもたらす可能性のある地域は谷の上流域と考

えられる。この地形的な条件から長期化した積雪期

の中に取り残された状態となっている上流域の群れ

の個体数の増加は必然的に抑制され，白山地域全体

としては，一律した増加を示さず，群れ間の増加傾

向に際立った違いを発生させることが明確に理解で

きるであろう。

２月２６日に実施した県の防災ヘリによる上空から

の調査でも，その積雪量の差や地肌の出現状態の差

は歴然としていた。下流域が黒く地肌が出現してい

ても，上流域は白く多量の雪が残されている状況で

あった。

３）犀川流域の群れに関して

今年度は，犀川流域の調査で群れの観察ができ

た。個体数もあまり変化していなかったが，遊動し

ている地域が犀川ダムの直下付近で観察されたこと

や昨年は犀川ダム周辺地域までに全く痕跡等の確認

できなかったことから考えて，あまり下流域を利用

していないものと推測できる。

犀川流域の調査は寺津発電所から犀川ダムまでの

およそ６㎞以上の林道を踏査することで実施してい

るが，この林道沿いに食痕があまり発見されない。

このことからも下流域の利用頻度は低いものと推測

される。ただし，今冬，寺津発電所から上流へ２㎞

ほど行ったところから林道上に小グループの足跡が

２㎞ほど延々と続き，その後犀川右岸の深い谷に

入って行った。この小グループが何であったのかは

不明であるが，このような小グループやハナレオス

が存在していることからも踏まえて，この地域が全

く利用されていないとは断言できない。

ところで，前述したように，２月２６日，県の防災

ヘリに搭乗させていただき犀川上流域や蛇谷上流域

を空から観察できる機会を，石川県白山自然保護セ

ンターに設けてもらった。上空からの観察は非常に

難しく，カモシカは確認できたが，ニホンザルの確

認はできなかった。ただ，上空からの積雪の様子

は，２月から暖かい日が続いているにもかかわら

ず，斜面にビッシリ付いて残っている状況であっ

た。この状況から，やはり上流域は生存条件が厳し

いものと推測され，クニミ群のように最上流域を利

用している群れは，その個体数を増加させにくい条

件下で生存しているものと再度納得できた。

この流域の個体群はまだまだ不明な点ばかりで，

今後とも調査を継続していかなければならない。

４）ニホンザルの保護・管理について

２００２年度から石川県野生動物保護管理計画が実際

太郎田・伊沢・志鷹：石川県内の野生ニホンザル個体群の現状

－ ６９ －



にスタートする。やっとワイルドライフマネージメ

ントが緒に就いたことになる。現在確認されている

石川県内に生息するニホンザルの個体数に対して，

適正数がどれほどか明確に指摘はできない。ただ，

この個体数は徐々に増える傾向にあることだけはい

える。この増加傾向はニホンザルが潜在的に持って

いる能力が表面に出てきたことに過ぎない。この能

力を最大限に引き出してきた要因は，近年特に顕著

になってきた暖冬傾向のような自然現象や白山地域

という豊かな自然環境もあるが，人間との関係とい

う社会的背景も影響している。時間の経過と共に，

人間と野生動物の関係が急激に変化してきたことと

疎遠になってきたこと等が考えられるのである。一

時的に減少した個体数が，保護や愛護の運動に影響

を受けつつ，省みられなくなっていた時期に徐々に

回復し，また奥山に限られていた分布が個体数の増

加やそれに伴う拡大によって，人目に触れるように

なってきた。そしてかわいい仕草等が人にとって更

なる愛着等を形成することになり，そのことがニホ

ンザルの存在を容認する結果になった。

こうしたことを背景に，徐々に分布域を下流域に

拡大してきた訳であるが，今現在の拡大は昔の状態

に戻りつつあることに他ならない。ニホンザルに限

らず野生動物の特性である効率よく採食でき，生存

しやすい環境を選択すること，つまり楽して生活し

やすい環境を選んでいるのに過ぎないと考えられる

のである。しかし，そんな地域は昔から人の生活圏

でもあった。そこには人と野生動物の緊張関係が保

たれていて，常時敵対的な交渉が発生していたと考

えられる。今現在，この地域が猿害という大きな問

題が発生している地域であるが，昔も同様なことは

あったと考えられる。

このような地域は，今度，県の管理計画では最重

要地域と呼べるゾーンに含まれてくる。県は管理す

る上で，３つの地域分けをしており，各地域は保護，

緩衝，排除になる。この排除地域に今問題を起こし

ている地域の農地や集落地が該当してくるが，この

地域を利用している群れには，下流域のクロダニ群

とタイコ A４群，タイコ A１群，タイコ A２関連群，

オダニ群かカムリ D 群が含まれてくるであろう。

また，この管理計画では個体群の中の群れを保全

群，調整群，排除群とに分けて保護管理することに

なっている。すると，これら７群はどのカテゴリー

に分類されようとしているのだろうか。非常に注意

が払われなければならない。これら７群の２００１年と

２００２年にカウントされた総個体数は白山地域に生息

する個体群の６０％を優に超す数値を示しており，対

応の仕方によっては白山地域の個体群に計り知れな

いダメージを与えかねないからである。これらの群

れがいかに猿害を発生させていようが，そこに学術

的な価値がなくなった訳ではない。また，人の生活

圏に近いということもあって，観察することも容易

な面もあり，環境教育や自然教育の教材としても価

値が高い存在でもある。人との利害関係で対立して

いても，一方でその価値や生命も認める姿勢が必要

であろう。

徹底した排除（駆除）も個体数の減少や被害の減

少に繋がってくることは確かである上，サルの人に

対する警戒感を形成することにも有効に作用してく

ることはあろうが，ソフトランディング的に人の怖

さや危険性を植え込むためのこまめな追い払いも積

極的に進めるべきであろう。人間に対する緊張感や

警戒を植え込むことで，共存が可能となるのではな

いかとも考えられる。時間はかかると思うが，この

ような取り組みも大切である。猿害問題を解決する

には，地域住民の理解と積極的な取り組みが重要に

なってくる。一方で，地域住民や観光客等に対する

普及・指導も精力的に機会を設けて実施する必要が

ある。その上で，白山地域全体を自然の中の博物館

として機能させることで，人と野生動物たちとの本

来の関係を再考する機会を与え，また新たな事実を

知る機会を与えることが可能になってくるのではな

いかと考えられる。さらに，実際の被害の防御方法

や個体群の保護管理方法を考える機会や場を提供し

てくれると期待もできるであろう。今後とも，様々

な方策を考えて，共存できる環境作りをしていかな

ければならない。
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はじめに

石川県内では，これまでに２科１４種のコウモリ類

が確認されている（佐野・上馬，１９８１；山本，１９９０・

１９９８a，b；前 田 ら，１９９２；上 馬・三 原，１９９５；佐

野，２０００）。今回，石川県側の白山地域の夏期のコ

ウモリ調査を実施した結果，新たに２種のコウモリ

が確認されたので報告する。

調査地と調査方法

調査地は，石川郡吉野谷村中宮温泉周辺と同郡白

峰村市ノ瀬周辺，同郡尾口村深瀬周辺の３ヶ所であ

る（図１）。中宮温泉周辺では，日没後に石川県白

山自然保護センター中宮展示館前の蛇谷の川原でカ

スミ網による捕獲調査を行った。また，展示館背後

の蛇谷自然園路のトンネル内と白山スーパー林道の

トンネル内，（株）北陸電力三ツ又発電所冬期用隧道

をルーストとして利用しているコウモリ類の調査も

行った。市ノ瀬周辺では，日没後にブナ林内でカス

ミ網による捕獲調査を行った。また，市ノ瀬ビジター

センター周辺で人工構造物をルーストとして利用し

ているコウモリ類の調査を行った。深瀬周辺では，

夕方にブナ林内の樹洞より出巣するコウモリの観察

とトンネル内をルーストとして利用しているコウモ

リ類の調査を行った。

調査は，７月２７日～２９日と８月１３日～１５日の６日

間実施した。

本調査におけるコウモリ類の捕獲は，環境省の捕

獲許可（平成１３年１０月２３日付環中部許第７１６号 許

可番号 第６‐１８３号）の下に行った。捕獲したコ

ウモリはすべて標識（前腕部へのバンディング）し

た後，放逐した。

分類と学名，標準和名は，阿部ら（１９９４）と前田

（１９８３，１９９６，１９９７）に従った。

結果と考察

調査では，２科７種のコウモリ類が確認できた（表

１）。表中のメッシュ番号はコウモリ類を確認でき

白山地域におけるコウモリ目相

山 本 輝 正 岐阜県立八百津高等学校

野 崎 英 吉 石川県白山自然保護センター

FAUNA OF CHIROPTERA IN HAKUSAN, ISHIKAWA PREFECTURE

Terumasa YAMAMOTO, Gifu prefectural Yaotu senior High School.

Eikichi NOZAKI, Hakusan Nature Conservation Center, Ishikawa Prefecture.

図１ 調査地
×は調査実施場所を示す．
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た地点を示し，環境庁（１９９７）の３次メッシュコー

ド番号を用いた。

これまで，白山地域石川県側のコウモリ調査は，

佐野・上馬（１９８１），山本（１９９０・１９９８a,b），上馬・

三原（１９９５），佐野（２０００）がある。これまでの白

山地域でのコウモリ調査の結果を含めて，各調査地

ごとのコウモリ相についてまとめてみたい。

（１）中宮温泉周辺（（株）北陸電力三ツ又発電所

から白山スーパー林道三方岩駐車場）

今回の調査で中宮温泉周辺では，２科６種のコウモ

リ類，すなわちキクガシラコウモリ Rhinolophus fer-

rumequinum，カグヤコウモリ Myotis frater，モモジ

ロコウモリ Myotis macrodactylus，ノレンコウモリ

Myotis nattereri，モリアブラコウモリ Pipistrellus en-

doi，テングコウモリ Myotis hilgendorfi が確認され

た（表１）。

これまで中宮温泉周辺では，２科９種のコウモリ

類，すなわちキクガシラコウモリ（佐野・上馬，

１９８１；山本，未発表），コキクガシラコウモリ Rhi-

nolophus cornutus（佐野・上馬，１９８１；野崎，１９８２），

コテングコウモリ Murina silvatica（佐野，私信；

上馬，私信），テングコウモリ（佐野・上馬，１９８１），

ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi（山本，１９９８

a,b），カグヤコウモリ（山本，１９９８a，b），モモジ

ロコウモリ（山本，１９９８a,b），ウサギコウモリ Ple-

cotus auritus（佐野・上馬，１９８１），ユビナガコウモ

リ Miniopterus schreibersi（沢田，１９７６）が確認され

ている。

今回の調査結果と合わせて，中宮温泉周辺から

は，２科１１種のコウモリ類の生息が確認されたこと

となった。

ノレンコウモリ（写真１）とモリアブラコウモリ

（写真２）が，新たに確認されたことで，石川県で

記録されたコウモリ類は２科１６種となった。

また，三方岩駐車場（標高１，４５０m）の人工建築

物内で，この標高としては初めてキクガシラコウモ

リが確認された。

（２）市ノ瀬周辺（市ノ瀬から六万山）

今回の調査で市ノ瀬周辺では，２科３種のコウモ

リ類，すなわちキクガシラコウモリ，カグヤコウモ

リ，クロホオヒゲコウモリ Myotis pruinosus が確認

された（表１）。

これまで市ノ瀬周辺では，２科６種のコウモリ

表１ 調査場所，調査日別コウモリ捕獲結果

調査 場所 メッシュ番号 調査日 キクガシラ
コウモリ

モリアブラ
コ モ リ

テ ン グ
コウモリ

カ グ ヤ
コウモリ

モモジロ
コウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

ノ レ ン
コウモリ

吉野谷村中宮 白山自然保護センター ５４３６３６１１ ７月２７日 ２♀ad（※２） １♂ad ９♂ad
付近の川原 ５４３６３６１１ ８月１３日
蛇谷自然観察園路トンネル ５４３６３６１１ ８月１３日 目視２
白山スーパー林道 ５４３６３６０４ ７月２７日 １♂ad
のトンネル ～５４３６３６０５ ８月１３日 目視１
三方岩駐車場 ５４３６３６１７ ８月１３日 目視４

（尾ロ村尾添） 三ッ又発電所 ５４３６３５０９ ８月１４日 死体１０（※１） １♂ad
尾口村深瀬 ブナ林 ５４３６２５８０ ７月２８日

トンネル ５４３６２５６１ ７月２８日
白峰村市ノ瀬 ブナ林 ５４３６１５３５ ７月２８日

市ノ瀬ビジターセン ５４３６１５３６ ７月２８日 目視１ １♂ad
ター周辺 ５４３６１５３６ ８月１４日 目視４ ４♂ad

５４３６１５３６ ８月１５日 １♀ad,
１♀sub

合 計 ２２ ２ １ ６ ９ ２ １

※１詳しくは，本文参照
※２ad は成体を，sub は亜成体（指骨の骨化が完成していない個体）をあらわす

写真１ ノレンコウモリ

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）
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類，すなわちキクガシラコウモリ（佐野・上馬，１９８１

；山本，１９９０，１９９４，１９９８a，b），クロホオヒゲコ

ウモリ（山本，１９９０），カグヤコウモリ（山本，１９９０），

ヒメホオヒゲコウモリ（佐野・上馬，１９８１），テン

グコウモリ（佐野・上馬，１９８１），ウサギコウモリ

（山本，１９９０）が確認されている。

今回の調査結果と合わせて，市ノ瀬周辺からは，２

科６種のコウモリ類の生息が確認されたこととなっ

た。

（３）深瀬周辺（深瀬及び鴇ヶ谷）

今回の調査で深瀬周辺では，コウモリ類は確認で

きなかった。しかし，これまでに深瀬周辺からは，

キクガシラコウモリ（山本，１９９５），ヤマコウモリ

Nyctalus aviator（山本，１９９５，未発表；石川県，

１９９９），ユビナガコウモリ（山本，未発表），カグヤ

コウモリ（山本，１９９５），モモジロコウモリ（山本，

１９９５）の２科５種のコウモリ類の生息が確認されて

いる。

（４）コウモリ類の種ごとの結果

今回の調査結果から石川県で確認されたコウモリ

類は２科１６種となった。一方，近隣県の岐阜県では

２科１６種，福井県では２科７種（福井県，２００２）の

コウモリ類が確認されている。近隣県で確認されて

いて石川県で確認されていないコウモリ類は，チチ

ブコウモリ Barbastella leucomelas のみである。今

後の調査でこの種も見つかる可能性があるといえよ

う。

今回初めて確認されたモリアブラコウモリは，岐

阜県大野郡庄川村尾上郷地区で捕獲されている（前

田，１９９１）。今回カスミ網により捕獲された２個体

は，ともに外部形態より授乳中の雌成獣個体である

と考えられた。このことより，モリアブラコウモリ

は，中宮温泉周辺で繁殖しているものと考えられ

る。石川県側に生息するモリアブラコウモリの個体

数は少ないかもしれないが，白山地域には広く分布

している可能性が出て来た。

一方，同じく今回石川県内で初めて捕獲されたノ

レンコウモリは，岐阜県，福井県の白山地域でも全

く捕獲されていない（福井県，２００２）。白山地域と

しては初めての記録である。白山地域でのノレンコ

ウモリの生息状況については，全く不明である。な

おこの個体は，（株）北陸電力三ツ又発電所の冬期

用隧道内の岩の窪で休息している状態で確認され

た。

今回，目視であるが広範囲にしかも数多く確認で

きたキクガシラコウモリは，白山地域に広範囲に分

布している考えられた（山本，１９９０，１９９８a，b；佐

野，２０００）。一方，今回初めて大量の死体が，（株）

北陸電力三ツ又発電所の冬期用隧道内で確認された

（表１）。すでに骨だけになってしまった死体から，

まだ乾燥した肉片や毛が残っている死体までが確認

された（写真３）ことから，各個体の死亡時期は異

なっているいるものと考えられた。死亡原因につい

ては，不明である。今回のように一度に１０頭のコウ

モリの死体が見つかったことは，繁殖期の繁殖場所

以外では初めてである。

モモジロコウモリは，石川県白山自然保護セン

ター中宮展示館前の蛇谷の川原で実施したカスミ網

による捕獲で，日没後１時間程経過した頃からの１

時間の間に集中して捕獲された。このことは，この

周辺にモモジロコウモリが生息している洞穴か人工

写真２ モリアブラコウモリ

写真３

山本・野崎：白山地域におけるコウモリ目相
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的なそれに類する構造物が存在しているものと考え

られる。

カグヤコウモリは，前回の調査の際にも（山

本，１９９８a，b）広範囲に多く捕獲された。今回も，

捕獲調査を実施した３地域のいずれの場所でも捕獲

されており（表１），白山地域には多く生息するも

のと考えられた（山本，１９９８a，b）。

クロホオヒゲコウモリは，今年生まれの個体が人

工構造物内で休息している状態で確認された。これ

まで，クロホオヒゲコウモリは市ノ瀬でのみ確認さ

れてきたが，継続して確認があり，今回今年生まれ

個体が確認されたことから，市ノ瀬周辺では繁殖が

（山本，１９９４），継続して行われていると考えられ

た。

摘 要

（１）今回確認できたコウモリ類は，キクガシラコ

ウモリ，モリアブラコウモリ，テングコウモリ，カ

グヤコウモリ，モモジロコウモリ，クロホオヒゲコ

ウモリ，ノレンコウモリの２科７種である。

（２）モリアブラコウモリとノレンコウモリが新た

に記録され，石川県で確認されたコウモリ類は２科

１６種となった。

（３）キクガシラコウモリ１０頭の死体が確認され

た。
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はじめに

母村を離れ，山中に住居を構え，焼畑や炭焼き・

養蚕を営む出作りは，白山麓に発達した独特の生活

形態であった。田中・幸田（１９２７）によれば，明治

４３年（１９１０）頃の石川県・福井県の白山麓に拡がる

出作り戸数は約７８０戸に及ぶ。その生活形態は，大

正年間を経て，昭和に入り戦後も維持されてきた

が，昭和３０年代の高度経済成長とともに急速に衰退

した。現在，出作りを営む人はほとんどみられなく

なった。この出作りについては多くの研究がある

が，中心地の白峰村の出作りを主としたものが多く

（例えば幸田，１９５６；石川県白山自然保護セン

ター，１９８８；Park et al ., １９９９），吉野谷村での出作

りについては十分に行われていなかった。

本稿では，吉野谷村において出作りが盛んに行わ

れていた中宮の出作りについて，その分布等につい

て調査を行ったので報告する。

地域の概要と調査の方法

吉野谷村中宮集落は，手取川支流の尾添川右岸部

に発達した河岸段丘上に立地している（図１）。背

後（北側）は１，０００m 級の山々に囲まれ，中宮地区

としては，上流部の雄谷や蛇谷を含み，広大な山間

後背地を抱えている。この山間地を利用して出作り

が行われていた。中宮は白山本宮（現在の白山比�
神社）から白山山頂へ続く加賀禅定道の通り道にあ

たり，かつては集落東端の「笥笠中宮神社」を中心

に白山信仰の重要拠点として古くから栄えたとされ

る歴史のある集落である。「中宮」の語源は，白山

山頂の奥宮と鶴来町の白山比�神社との間に位置す

ることから「中宮」の名が伝えられている。

調査は，集落在住の出作り情報所有者への聞き取

りによって行った。出作り地の位置を１／５，０００森林

基本図に記し，その居住者を明らかにすることを基

本に，出作りの居住形態（永久出作り，季節出作り，

通い出作り１）），出作りを始めた年，止めた年，現在

の居住地等についてできうる限り聞き取りを行っ

た。なお，正確な情報を得るために，聞き取りは原

則二人の方から同時にお話しを聞き互いに情報を確

認しながら行った。

中宮での出作り

調査の結果，７３か所の出作り地についてその分布

地（図１）及び各か所ごとの居住形態等の調査項目

吉野谷村中宮における出作りの分布

小 川 弘 司 石川県白山自然保護センター

DISTRIBUTION OF DEZUKURI AT CHUGU,

YOSHINODANI VILLAGE

Hiroshi OGAWA, Hakusan Nature Conservation Center, Ishikawa

写真１ 中宮の出作り小屋（昭和３３年１１月撮影）
図１・表１の番号５４の出作り小屋。季節・通い出作り
の小屋として利用。現在は，屋根がトタン葺きとなっ
ているが現存している。写真提供：不破幹夫氏
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図１ 吉野谷村中宮の出作り地分布
図中の番号は，表１の番号と一致する。国土地理院発行２万５０００分の１地形図「市原」，「中宮温泉」使用。
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表１ 吉野谷村中宮の出作り地一覧

NO. 屋 号 出作り形態 土地
所有 いつから いつまで 現在の居住地 備 考

１ セイタ 季節 自作 大正初期 昭和２５、６年 中宮
２ チョウマ 季節 自作 － 昭和３０年頃 中宮
３ シロ 季節→通い 自作 大正初期 昭和４０年 金沢市
４ コザエモン 通い 自作 － 昭和３０年頃 中宮
５ イサ 季節 自作 昭和初期 昭和３７、８年 中宮
６ チョウハチ 季節 自作 昭和初期 昭和３５、６年 鶴来町

７ タイチャトコ 季節→通い 自作 昭和２５年頃 昭和３０年頃（季節）／
昭和４４、５年（通い） 鶴来町 ７３から移動

８ チョウベエサン 季節 年季 昭和１７年頃 昭和３０年頃 廃絶
９ スワトコ 季節 年季 昭和１７、８年 昭和２２年頃 中宮 ４５へ移動
１０ チョウベエチョウ 季節 自作 昭和２０年頃 昭和３０年頃 廃絶
１１ ロク 季節 自作 昭和２２、３年 昭和３０年頃 金沢市 ３３へ移動
１２ マンタロウ 季節 自作 昭和１５、６年 昭和２２年 金沢市 ２６へ移動
１３ ジロモ 季節 自作 － 昭和２７年 中宮
１４ キンマ 季節 自作 昭和２０年頃 昭和３０年頃 野々市町
１５ サンスケニサオジ 季節 年季 昭和２０年頃 昭和３０年頃 中宮
１６ チュウサク 季節 年季 昭和２０年頃 昭和３０年頃 鶴来町
１７ ゴンスケ 季節 年季 昭和１０年頃 昭和３０年頃 鶴来町
１８ スエオジ 季節 年季 昭和１２、３年 昭和３０年頃 鶴来町
１９ ショウノニサオジ 季節 年季 昭和１７年頃 昭和３０年頃 野々市町
２０ サダオジ 季節 年季 昭和２０年頃 昭和３０年頃 金沢市
２１ タスケ 通い 自作 － 平成１２年 金沢市 稲作／１００年以上の歴史あり／小屋現存
２２ タイモ 季節→通い 自作 － 昭和４６年 中宮 稲作／はじまりは大正末－昭和初頭

２３ セシロウ 季節 年季 昭和２０年頃 昭和２７、８年 鶴来町 日当たりがよく土地が肥えている。その
分面積が狭い。

２４ タザエモンサンキ
チオジ 季節 年季 昭和２０年頃 昭和２７、８年 金沢市 〃

２５ チョンゴロウイチ 季節 年季 昭和１４年 昭和１７、８年 鶴来町 〃
２６ マンタロウ 季節 自作 昭和２２年頃 昭和３０年頃 金沢市 〃
２７ キタロウ 季節 自作 昭和２２、３年 昭和３０年頃 金沢市
２８ タザエモン 季節 自作 昭和１５、６年 昭和２７、８年 中宮
２９ イサノオジ 季節 自作 － 昭和３０年頃 金沢市 稲作
３０ マタジロウノオジ 季節 自作 － 昭和４４、５年 県外 稲作
３１ ヒガシショウノ 季節 年季 昭和１８年 昭和３０年頃 鶴来町
３２ ヨサハチ 季節 年季 昭和２０年頃 昭和２６年 中宮
３３ ロク 季節 自作 昭和２７、８年 昭和４４、５年 金沢市 ほぼ稲作のみ
３４ ヤスジロウ 季節 自作 － 昭和４４－４８年 中宮 稲作
３５ ニョウモハチロウ 季節 自作 昭和２０－２７年 － 金沢市
３６ ゴンタ 季節 年季 － 昭和３１、２年 京都市
３７ マツ 季節 年季 昭和２３年 昭和３０年頃 鶴来町
３８ サンマオジ 季節 年季 大正 昭和２２、３年 金沢市
３９ タスケノオジ 季節 年季 昭和２０年頃 昭和３０年頃 小松 ４６から移動
４０ ショウノヨ 季節 年季 － 昭和３２、３年 鶴来町
４１ マサ 季節 年季 明治３５、６年 明治末 金沢市 ４９へ移動
４２ ニオジ 季節 年季 昭和初期 昭和１４、５年 鶴来町
４３ セスケ 季節 年季 － 昭和３５、６年 中宮
４４ サンキチ 季節 － － 昭和２６、７年 中宮
４５ スワトコ 季節 年季 昭和２７、８年 昭和３０年頃 中宮
４６ タスケノオジ 季節 年季 － 昭和１８年 小松
４７ チョンゴロウオジ 季節 総山 明治末 or 大正初め 大正時代 不明
４８ マゴオジ 季節 総山 － 昭和１０年頃 廃絶 ヒエ、アワの実入りが悪く麻を作って出荷
４９ マサ 季節 総山 － 大正初め 金沢市
５０ ハッチョモ 季節 年季 － 昭和２３、４年 鶴来町
５１ ショウスケ 季節 自作 － 昭和１０年頃 京都市
５２ カンタ 季節 自作 － 昭和３０年頃 京都市
５３ サブロウ 季節 自作 － 昭和３３、４年 鶴来町 稲作
５４ マタジロウ 季節→通い 自作 － 平成４、５年頃 中宮 稲作／小屋現存
５５ マタイモ 季節 自作 － 昭和３６、７年 中宮 小屋現存
５６ スエマツ 季節 年季 － 昭和２７、８年 廃絶
５７ タイチャトコ 季節 自作 － 戦前 鶴来町 ７３へ移動
５８ サンスケ 季節 年季 － 戦前 金沢市 ６８へ移動
５９ サダ 季節 自作 － 昭和３３年頃 中宮
６０ カンタイチ 季節 年季 － 昭和３５年頃 鶴来町
６１ スエマツノオジ 季節 年季 戦後 昭和２７、８年 中宮 ７０へ移動
６２ ショウノイチ 季節 年季 － 昭和３０年頃 野々市町 or 鶴来町
６３ マツ 季節 自作 昭和初期 昭和４７年 中宮 稲作／小屋現存
６４ ニシテノニョモ 季節 自作 － 昭和４７年頃 鶴来町 雪崩のため、狭い範囲で移動／稲作
６５ サダオジ 炭焼き 年季 昭和２５年頃 昭和３０年頃 金沢市 炭焼きのみ／３年づつで場所移動
６６ タイモノジンタ 季節 自作 昭和１０年頃 昭和２０年頃 鶴来町
６７ チョンゴロウ 季節 自作 戦前 昭和２４、５年 野々市町 本村から離れ出作り地としては大変厳しい所
６８ チョンゴロウイチ 季節 年季 昭和２５年頃 昭和３３年頃 鶴来町 ２５から移動
６９ ショゴロウ 季節 年季 － 昭和３４、５年 鶴来町
７０ スエマツノオジ 季節 年季 昭和２７、８年 昭和３５、６年 中宮 ６１から移動
７１ サクゾウ 季節 年季 昭和２０年頃 昭和２７年 京都市
７２ ヨタオジ 季節 年季 昭和２２年頃 昭和２５、６年 中宮
７３ タイチャトコ 季節 自作 昭和２０年頃 昭和２５年頃 鶴来町 ７へ移動

表中の番号は，図１の番号と一致する。現在の居住地は，中宮に住宅があっても常住していない場合は，現在の居住地にはしていない。
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について明らかにすることできた（表１）。出作り

地は，同一人物が出作り地を移動した場合もある

が，その後別な人が入った場合もあり，場所を重視

して同一人物が場所を変え出作りした場合も別な番

号で記載してある。分布の範囲は，集落背後の山間

地から上流部の雄谷，蛇谷にかけて拡がっていた。

また，稜線を越えて瀬波地区の山にはいっている場

合も見られ，かなり広範囲にわたり，出作り地が拡

がっていたことがわかる。以下，調査項目ごとの結

果を記す。

居住形態は，季節出作りが６７か所と圧倒的に多

く，永久出作りは１か所もなかった。岩田（１９８６）

により提示された昭和３０年頃の出作り分布図には，

尾添川流域のほとんどが季節出作りであり，この結

果を裏付ける形となった。当地域の地質は堅く緻密

な飛騨変成岩類や濃飛流紋岩類からなるため急峻な

峡谷地形となり，規模の大きな出作りを行うための

広い緩斜面の広がっている場所が少ない。このた

め，規模の大きな出作り地が必要な永久出作りは発

達しなかったと考えられる。土地所有は，年季３５か

所，自作３４か所，総山３か所，不明１か所であった。

年季と自作でほぼ半数ずつを分け合った。年季とは

借地のことで，地主との間で小作料金を決め，一定

期間の土地を借り受けするものである。総山は村の

共有地で行った出作りを指し，３か所の出作り地は

雄谷の奥地のものであった。出作りを始めた年は，

不明が２９か所と一番多く，次に昭和２０年代が２４か

所，昭和１０年代が１１か所と続く。戦前に始められた

ものが少ないが，おそらく不明なものの多くがこの

時代以前のものと思われる。意外と多かったのは昭

和２０年代であり，その中でも昭和２０年に始められた

ものが１１か所あったことである。これはこの年の４

月に中宮集落で大火があり，ほとんどの家屋が焼失

したため，食糧不足を招いたことによる。出作りを

止めた年は，昭和３０年代が３４か所と一番多く，次が

昭和２０年代の１８か所で，戦後に出作りが衰退して

いったことがわかる。昭和４０年代以降も続いている

所も何か所か見受けられるが（１０か所），これは交

通条件がよい場所に立地しているものがほとんど

で，しかも出作りとしては特異な稲作を行ってい

た。多くは通い出作りとして維持されていたようで

ある。

この出作りを始めた年と止めた年がわかっている

ものの期間の最短は３年であった。しかし，出作り

で行われた焼畑は４，５年同じ場所で輪作を行うこ

とを原則としており，また聞き取りによる年代は

はっきりとこの年と言い切れるものも少ない。そこ

で，原則５年同一場所で出作りを行ったと仮定し，

かつ各か所で得られた個別情報をもとに，昭和２５年

頃の当地での出作りか所数を推察すると，４５か所と

なった。昭和２０年の中宮の戸数は９７戸であるので（吉

野谷村，２００２），少なくとも中宮集落の約半数近く

の人が出作りを行っていたと思われる。当時の秋祭

りは，収穫前の９月１０日前後に，お盆と合わせて１

週間近く開催された。これは，夏には出作りで山中

に生活する人が多かっために，この時期にずらして

行われたそうである。このことからも当地で出作り

者が多数いたことが推測される。祭りの時は普段の

ヒエやアワではなく米が食べられ，毎日のように盆

踊りが開催され，獅子舞も行われるなど集落全体で

大変にぎわったそうである。

最後に，現在の本人又はその子孫の居住地につい

てであるが，出作り地を移動した人の重複を除け

ば，中宮２０，鶴来町１７，金沢市１３，京都市４，野々

市町３，小松市２，廃絶その他が７となった。現在

も中宮に居住している人は３分の１以下と少なく，

出作りが終了したからというわけではなく，中宮集

落自体の過疎による集落転出の状況が伺い知れる。

転出地としては鶴来町や金沢市が多いが，特異なも

のとして京都市があげられる。これは中宮の人々が

明治から昭和の始めにかけて，農閑期の出稼ぎに京

都へ行き，主に人力車の車夫として働いていた関係

で京都市へ移り住んだ人がいたためである。

おわりに

吉野谷村中宮での出作り地について，分布を記す

とともに，居住形態や出作りを始めた年，止めた年

等について調べた結果を報告した。冒頭で述べたが

これら出作りは現在ほとんど行われておらず，中宮

においても，出作り小屋が残っている（写真１）も

のが数軒ある以外は，山中にその痕跡をほとんど認

めることはない。しかもその経験者は高齢化し，そ

の記憶を記録として残すには今のうちに行うことが

必要である。この消え去ろうとする出作りを後世に

伝えるために，今後も地道な調査の継続が望まれ

る。

注

１）一般に出作りの居住形態は，１年を通して出作
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り地に居住する場合を永久出作り，春から秋にかけ

て山中の出作り地で過ごす場合を季節出作り，長く

ても１週間程度の滞在あるいは母村から通う場合を

通い出作りとして分類した。
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１．白山とその周辺地域の火山活動

代表者 石渡 明

協力者 田中康博・葛木建大

（１）白山国立公園内経ヶ岳火山の山体崩壊につい

て

経ヶ岳火山は，大規模な山体崩壊を起こして大野

盆地に多量の岩屑を流し出したことで知られ，同様

に山岳高所に位置する白山火山の崩壊を研究する上

で「他山の石」である。本年度は，山体崩壊による

岩屑流が，主として経ヶ岳火山の上部を構成するカ

ルクアルカリ系列の溶岩と火砕岩の層に由来するこ

とを明らかにした。そして，経ヶ岳火山の地質学的・

岩石学的構成とマグマの成因に関するこれまで３年

間の研究を論文としてまとめ，地質学雑誌に投稿し

た。

（２）白山火山列の金沢市戸室火山の山体崩壊につ

いて

白山火山列の北端をなす戸室火山は，隣接するキ

ゴ山とともに約５０万年前に金沢市東部の丘陵地に形

成された安山岩の溶岩ドームである。戸室山はその

後山体の西側が大崩壊し，金沢市街方面に大規模な

岩屑流を押し出した。新しい岩屑流堆積物の露頭か

ら発見された木片の炭素同位体測定によって，この

岩屑流堆積物の年代が１８，２００年前と特定された。比

較的平野に近い丘陵地に形成された溶岩ドームが崩

壊した点で，戸室山崩壊は雲仙火山の眉山崩壊と類

似する。

２．白山高山雪田植生の動態

代表者 辰己博史

参加者 菅沼孝之

協力者 外山治美・若林宏治

（１）高山雪田植生における実生の定着過程の解明

第１年次（１９９７年）に調査区Ⅰを中心に裸地の多

い調査地 A～E を設定して大縮尺の投影図を作成

し，実生をマッピングしてその分布状況をまとめ

た。

第２～５年次はその前年に調査した実生がどのよ

うに残存しているかを調べ，その種と個体の高さ

を，またイネ科草本は葉数を記録した。

１～５年次における分布状況について，出現した

種に個体番号を記し，残存個体（番号）を太線で表

示した。各調査地における生育個体数，実生個体数，

生残個体数，消滅個体数，および生残率を５調査地

の平均を求め，まとめた。

（２）実験区の回復状況２９年目の調査結果

１９７３年より開始して２９年目にあたる調査の結果，

植被率は調査区Ⅰでは７６．４３％，Ⅱは９７．１２％，Ⅲは

７８．５７％で，いずれの調査区も増加している。２８年間

での回復率は調査区Ⅰでは１．４１％，Ⅱでは１．０１％，

Ⅲでは１．２２％である。

主な種について，特に木本のガンコウラン，クロ

マメノキが占有地を広げているのが目についたが，

他の種の増減は調査区によって異なっていた。

３．白山の亜高山帯・高山帯の植生地理と長期的変

動

代表者 古池 博

南龍山荘上部のオオシラビソ群落域とハイマツ群

落域の移行域に，２０００年度に設定した調査区（東西

３００m，南北１，０００m，標高差約３００m）について，２００１

年秋に現地調査をおこない，植生測定および樹冠を

構成する樹木の測樹，写真撮影を実施した。これに

もとづいて，最新の現存植生図の作成と測樹データ

の解析をおこない，すでに前年度の研究で得られて

いる同調査区の植生頂部の digital elevation model

（DEM），および新旧の DEM の差（以下差分 DEM

という）との照合をおこなった。

樹冠を構成するオオシラビソ，ハイマツについて

の標高別の測樹データの解析によれば，オオシラビ

ソは２，１００m から２，２００m までは平均樹高は６m 程

度であるが，より高い場所では標高に反比例して減

少し，調査区上限の２，４００m では２m 余りであっ

た。平均胸高直径（地上１．３m で測定）は２，１００m

では約２４cm であるが，その後は標高に反比例して

減少し，２，４００m 付近では１５cm 程度となる。これに

対してハイマツは２，２００m ではじめて出現するが，

この平均樹高は約１．４m，平均胸高直径１cm で，標

高に関係なく一定であった。

この調査結果は，過去３０～４０年間にハイマツ群落

域がオオシラビソ群落域に変化したことが，差分

DEM の＋領域をもたらした要因の一つである，と
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いう判断を支持するものである。

４．蛇谷禁漁区の河川環境と生物生息状況

―水温環境と水質環境の基礎資料の収集と分析―

代表者 谷田一三

協力者 谷田泰枝・平 祥和

平成１３年１０月１９－２０日に，蛇谷川の３地点（シリ

タカ堰堤上部，シリタカ堰堤直下，中宮展示館前）

において，一般水質項目（水温，pH，電気伝導度，

溶存酸素濃度），栄養塩濃度（硝酸，亜硝酸，アン

モニア，オルトリン酸），水中流下物（流下有機物

粒子：POM，鉱物粒子）及び河床付着藻類の現存

量（クロロフィル a）を調査した。堰堤より下流の

減水区間では，POM が著しく減少するいっぽう，

付着藻類の現存量が大きくなった。これらは，河川

生物群集の基礎資源であり，取水が群集構造に大き

な変化を及ぼしている。中宮展示館前では，硝酸塩

とオルトリン酸の濃度の若干の上昇が見られた。水

温については，設置していた自記記録温度計が洪水

により流出してしまったので，記録を採取すること

が出来なかった。

５．白山および周辺地域の昆虫相

代表者 中村浩二

参加者 大河原恭祐

協力者 中村晃規・小路晋作・

宇都宮大輔・大脇 淳・

赤石大輔・松浦友紀

金沢大学角間キャンパスの造成工事に伴い角間川

を移転して，２０００年１月に創出された新角間川（創

設型ビオトープの１種）の新河川の現状把握のため

に，水質調査と生物相調査を２００１年４月から１１月ま

で行った。その結果，合計２４８サンプルを採集し，８

綱１８目５８科１１７種２１，６６０個体の水生生物を得た（表

１）。最も個体数が多かった分類群はユスリカ亜科

（９，８９７個体，全体の４６％），種数の最多の目はカゲ

ロウ目（２９種，全体の２５％）であった。

６．白山手取川水系におけるハンミョウ類の流程に

沿った分布及び生息場所の安定性に関する研究

代表者 上田哲行

協力者 堀 道雄・佐藤 綾・一恩英二

（１）手取川水系主要な支流のハンミョウ分布調査

手取川の流程に沿ったハンミョウ類の分布が前回

の調査（９年前）からどのように変化したかを明ら

かにするため，昨年度から調査を開始した。今年度

は主に大日川，直海谷川，瀬波川など主要な支流に

ついてハンミョウ類の分布調査を行った。大日川に

ついては，前回の調査と同様，植物の繁茂が著しく，

ハンミョウ類が生息できるような砂地の河原を認め

ることができなかった。直海谷川は内尾地区で調査

を行ったが，ハンミョウ類を見出すことができな

かった。奥池地区は通行止めのため調査を行うこと

ができなかった。瀬波川は前回の調査ではハンミョ

ウ類を発見できなかったが，今回は，松尾谷付近の

砂防堰堤上流に形成された河原でコニワハンミョウ

とアイヌハンミョウを確認した。とくにアイヌハン

ミョウは成虫，幼虫の巣孔とも高密度で存在した。

ニワハンミョウについては，これまで百万貫岩が

もっとも標高の高い分布地点であったが，市ノ瀬下

流で成虫を１個体確認した。

（２）瀬木野河原における河床変動とハンミョウ類

幼虫分布

昨年度に引き続き，鳥越村瀬木野河原において，

ボルト・リング法を使った河床変動の追跡とコニワ

ハンミョウの巣孔分布の変化を調査し，両者の関係

について分析を行った。６月下旬にかけて昨年度と

同じ規模の洪水が見られ，河床変動も堆砂がなかっ

たが，昨年度は洪水前後で巣孔分布にほとんど変化

が見られなかったのに対し，今年度は洪水後に著し

い低下が見られた。この違いをもたらした原因は必

ずしも明らかではないが，昨年度は当該期間の洪水

（水位上昇）が１度限りであったのに対し，今年度

は最高水位こそ変わりがなかったものの，くり返し

同じ程度の水位上昇が起こっており，そのことが両

年の違いをもたらした可能性が考えられる。また，

下流の国土交通省中島観測所の８年間の流量データ

を用いて，瀬木野河原における水位変動を計算に

よって求め，巣孔の分布位置の冠水確率を計算し

た。その結果，巣孔の分布場所は，１年に６回から

１．６年に１回程度の冠水頻度の場所であることが示

された。

７．白山における地表性ゴミムシ類の分布

代表者 平松新一

（１）石起こし法で採集されるゴミムシ類

６月２３日の調査では，砂防新道別当出合から甚之

助小屋（標高１，３００－２，０００m）の範囲で，２０種のゴ

ミムシ類が記録された。今回記録されたゴミムシ類

は，すべてがこれまでの調査で記録されており，採
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集された標高もほぼ同じであった。この時期は，別

当覗から上部は登山道のところどころに雪が残って

いたが，そのような状況下でも石下にはゴミムシ類

が潜んでいた。

（２）亜高山帯・高山帯の河原環境におけるゴミム

シ相

南龍ヶ馬場龍川（標高２，１００m）及び室堂下水屋

尻雪渓からの融雪水が流れ出る沢（標高２，４００m）

の際で，ピットフォールトラップ法によりゴミムシ

類を採集した。南龍ヶ馬場では１６種類，室堂下では

８種類のゴミムシ類が記録された。河原の両地点で

最も多く記録されたクロマルクビゴミムシは，昨年

度に行ったハイマツ林，雪田，湿原の調査地点から

は全く記録されておらず，環境特異的に出現すると

考えられる。

（３）室堂水屋尻雪渓後退に伴うゴミムシ相の変化

室堂水屋尻雪渓で，雪渓の解ける時期の異なる４

地点のゴミムシ相をピットフォールトラップ法によ

り調査した。Bembidion sp., Platynus sp., Pterostichus

honshuensis は雪が早く解ける地点ほど多かった

が，B.fujiyamai は雪解けが遅い地点ほど多かった。

また，雪解けの早い地点のゴミムシ相は雪田，湿原

のゴミムシ相と類似していた。

（４）御前峰山頂付近のゴミムシ類

御前峰高天原（標高２，６００m）及び山頂直下（標

高２，７００m）でピットフォールトラップ法によりゴ

ミムシ類を採集した。この調査で，高天原で４種，

山頂直下で６種のゴミムシ類が記録された。このう

ち，Bembidion sp., Trechus sp., Platynus sp.は，これ

までも標高２，１００m 以上でしか記録されておらず，

高地環境に適応した種と考えられる。

８．白山山系の２河川における水生動物相の３０年間

の変化

代表者 大串龍一

（１）１９７０－８０年代の手取川・犀川その他の水生昆

虫標本の整理

第１年度に引き続いて，保存されている標本のう

ち，昨年度にまとめ直した標本群について，手取川

上流部，犀川上流および中流部分のうちのほぼ半分

について種名の同定を進めた。梯川，町野川，鵜飼

川の標本はこれから同定に取りかかることとなる。

また本計画１年度の平成１２年に実施した犀川および

鵜飼川のサンプルの整理を行なった。

（２）犀川はじめ県内河川の現状調査

今年度は調査予定時期に台風があったために現地

視察と採集調査は犀川中流部で行い，手取川中・上

流は次年度に延期した。金沢市内の定点への成虫飛

来は８－１１月の間，昨年よりやや多いカゲロウ３

種，トビケラ２種であった。

９．石川県内の野生ニホンザル個体群の現状

担当者 太郎田（滝澤） 均

参加者 伊沢紘生

協力者 遠藤純二・辻 大和・宇野壮春・

藤田裕子・清野紘典・野呂一世・

佐藤智保・熊野江里・鈴木理紗

（１）各群れの現状と新たな問題点

今冬の調査で，カムリ A 群のキク血縁集団を中

心にした小グループが確認された。このグループは

三ツ又まで移動していて，これにはじき出される形

で，従来この地域を利用しているカムリ E 群がオ

オノマ谷の上部という下流域を利用しているのが観

察された。また，この地域ではカムリ D 群やタイ

コ B２２群，タイコ B２１群が確認され，オダニ群は雄

谷の奥の方にいた。目附谷内ではタイコ A３群が確

認された。野尻と瀬戸集落間では３０～３９頭の３グ

ループが確認されたが，このグループはタイコ A２

関連群との関係は不明である。ほかの群れに関して

はクロダニ群を多少観察しただけで，今冬観察でき

なかった。

鳥越村・阿手集落や左礫集落周辺で新たなグルー

プが猿害を起こしながら，年間を通して滞在してい

ることが認められた。ほかにも猿害を起こしている

群れがタイコ A１群（現在分裂して２群）とタイコ

A４群，タイコ A２関連群，カムリ D 群，オダニ群

と推測される。

（２）白山地域の個体群動態に関わる一つの要因に

ついて

今冬までの継続調査で，白山地域の地域個体群の

変動の様子が明確になってきた。地域個体群には漸

増傾向が見られ，個体数を大幅に増加させてきた。

しかし，一様に増加しているわけではなく，局所的

に個体数の増加に違いが見られた。タイコ A 関連

群やクロダニ群はもっとも下流域を利用している群

れであり，比較的短い積雪期間や地肌の出現時期が

早目ということになり，その分生存しやすい条件を

備えていて，個体数増加も高いと推測された。一方，

クニミ群やガラダニ群は谷の最奥部ということで，

積雪期間も長く，地肌の出現時期も遅くなり，生存
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条件がより厳しい環境で生活することになり，個体

数の伸びも抑えられがちである。

（３）犀川流域の群れに関して

今冬，犀川の上流域の犀川ダム直下の右岸の谷か

ら移動してくるアゲハラ群を観察することができ

た。４７頭カウントでき，１９９８年始めて群れが確認さ

れた時には４２頭であった時と比較すると微増状態で

あった。それ以外にも，コドモの小さな足跡を含む

１０頭以上のグループの足跡が林道上を延々と上流へ

向かっており，このグループはどのようなグループ

なのかは不明であるが，寺津発電所から犀川ダムの

間も多少なりとも利用されていることが認められ

た。ほかに，寺津集落の中にハナレザルも出現して

いた。

（４）ニホンザルの保護・管理について

２００２年度から特定鳥獣保護管理計画が始まるが，

その計画の中で，今猿害を起こし，排除地域に当た

る地域を利用している群れはタイコ A１群とタイコ

A４群，タイコ A２関連群，オダニ群，カムリ D 群

と推測される。しかし，これらの群れは白山地域の

地域個体群の総個体数の６０％を優に超える個体で構

成されていることも考慮し，徹底的な排除以外に

も，様々な方策を今後とも検討していくよう取り組

んでいかなければならない。

１０．白山地域の小哺乳類の分布と繁殖生態

担当者 子安和弘

参加者 高木雅紀

協力者 目加田和之・川田伸一郎

我々は平成８年（１９９６年）８月から白山地域の高

山帯，亜高山帯，山麓部において，ライブトラップ，

パンチュートラップ，スナップトラップ，ピット

フォールトラップを用いた小哺乳類の採集調査を行

い，小哺乳類の分布状況と繁殖状態を調査してきた

（林・小安，１９９８；２０００a ; b；子安，２０００；子安・

林，１９９７a；１９９７b；１９９８など）。こうした調査・研

究によって白山地域の小哺乳類の生息状況が明らか

にされつつあるが，個々の種についての分布状況や

繁殖状態についてまとまった報告は，ヒミズ類の分

布（林・子安，２０００a ; b）とミズラモグラの分布（林・

子安，１９９８）を除けばなされていない状況である。

そこで，これまで我々の採集調査によって得られた

個体について内部生殖器の検討によって繁殖状態の

検討を行い，さらにかつて子安ほか（１９９３）の調査

によって得られた標本資料，さらに石川県白山自然

保護センターに所蔵されている小哺乳類標本のカタ

ログ作成を通じて，この地域における小哺乳類の分

布と繁殖活動についてのまとめをおこなった。

１１．４５００年前の白山山頂部大崩壊と大白川岩屑なだ

れ

担当者 守屋以智雄

参加者 酒寄淳史

協力者 園 大志

大白川岩屑なだれ堆積物の露頭観察から，その流

動機構に関して新たな知見が得られた。さらに，野

外調査のデータに基づいて岩屑なだれ堆積前と堆積

直後の地形・地質を復元し，岩屑なだれの発生によ

る河川流路の変化などを明らかにした。また，新白

山火山溶岩の顕微鏡観察を行い，大白川岩屑なだれ

の発生の前と後で，活動したマグマの岩石学的性質

に違いがみられることを明らかにした。

１２．白山直下の地震活動

担当者 平松良浩

協力者 臼井佑介・高橋直季・木津貴章

定常地震観測網では地震検知能力が低い白山直下

の定常的な地震活動を解明するために平成１３年７月

末から１１月上旬にかけて白山周辺に５点の臨時地震

観測点を設置し，臨時地震観測を行った。７月末か

ら９月末までの地震波形データを解析し，震源決定

を行った結果，白山周辺１０km 四方において４２個の

地震を検出した。これらの地震は白山直下，特に標

高２，０００m 以高の山体直下，深さ２～４km に集中

する。また，地震の検知能力と震源決定精度は臨時

地震観測により大幅に向上し，臨時地震観測の有効

性を示した。

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）
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